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〈保護者のみなさんへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１　パリへのひとり旅たび




　栗くり毛げ色いろの長ながい髪かみをなびかせた少しょう女じょが、ひとり──フランスのパリにある、シャルル・ド・ゴール空くう港こうに到とう着ちゃくした。

　まっしろな肌はだと蒼あおい瞳ひとみ、そして……スラリとのびた手て足あしは、まるでフランス人にん形ぎょうのようだ。

　北ほく欧おう生うまれのおじいちゃんの血ちをついでいるため、フランスの風ふう景けいにすんなりなじんで見みえる──が、少しょう女じょはれっきとした日にっ本ぽん人じんだ。

　彼女かのじょの名な前まえは、高たか野の杏あん樹じゅ。

　日にっ本ぽんの海かい聖せい学がく園えんにかよう、小しょう学がく５年ねん生せいだ。

　ある目的のために、週しゅう末まつを利り用ようしてフランスへとやってきた。

　ヨーロッパでも１、２をあらそう大おおきな空くう港こうにもかかわらず、杏あん樹じゅが、まようことなく歩あるいているのは、これまでに、なんどもきている場ば所しょだからだ。

「えっと……公こう衆しゅう電でん話わは、こっちだったよね」

　通つう行こう人にんにぶつからないように気きをつけながら、小ちいさなトランクケースを引ひいて、杏あん樹じゅは公こう衆しゅう電でん話わをめざした。

（なんどか使つかってるけど、こっちの公こう衆しゅう電でん話わって、やっぱりオシャレだよね）

　日にっ本ぽんの公こう衆しゅう電でん話わは、緑みどり色いろか灰はい色いろだけれど──フランスの公こう衆しゅう電でん話わは、目めもさめるような銀ぎん色いろだ。

　受じゅ話わ器きを持もちあげ、杏あん樹じゅは、記き憶おくしている電でん話わ番ばん号ごうをおしていく。

　コール音おんが鳴なる。

　だけど、電でん話わのあいてが出でる気け配はいはない。

　じょじょに、不ふ安あんがつのってくる。

「いないのかな……」

　杏あん樹じゅがつぶやいた瞬しゅん間かん──

「Alloアロー」

　受じゅ話わ器きから、フランス語ごが聞きこえた。

　ここちよいアルトの声こえが、耳みみにひびく。

　杏あん樹じゅのだいすきな声こえだ。

「Quiキ est-ceエス ?」

　だれ？　と聞きかれ、杏あん樹じゅはすぐに答こたえた。

「もしもし。杏あん樹じゅです」

「……杏あん樹じゅ？」

「そうだよ。娘むすめの声こえ、わすれちゃったの？」

「まさか」

　電でん話わのあいて──杏あん樹じゅのお母かあさん、千ち尋ひろは、カラカラと笑わらった。

　杏あん樹じゅの両りょう親しんはいま、フランスで暮くらしている。

　杏あん樹じゅのお父とうさんは、世せ界かいでかつやくするピアニストで、お母かあさんは敏びん腕わんマネージャーだ。

　日にっ本ぽんにもどってくるのは、年ねんに１回かいあるかないか。

　電でん話わはよくしてくるけれど、いそがしくて、長ながく話はなすことはできない。

　仕し事ごとだとわかっていても、杏あん樹じゅは、やっぱりさびしかった。

　だから、こうして話はなせると、自し然ぜんにほおがゆるんでしまう。

「なかなか出でないから、またきゅうに、仕し事ごとが入はいっちゃったのかと思おもったよ」

「愛まな娘むすめがくるっていうのに、仕し事ごとなんか受うけないわよ」

「それもそうか」

　なっとくしている杏あん樹じゅに、お母かあさんが声こえをかける。

「ねぇ……もしかして、いまから日にっ本ぽんを出でるところ？」

「ううん。もうついたよ。空くう港こうの、公こう衆しゅう電でん話わからかけてるの」

「えっ!?　もう、こっちにいるの？　ちょっと待まって──ねぇ、あなた！　杏あん樹じゅ、もう空くう港こうについたって！」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばをさえぎって、お母かあさんはお父とうさんに話はなしかけた。

　お父とうさんの声こえが、遠とおくのほうから聞きこえてくる。

「つくのは、夜よるじゃなかったっけ？」

「時じ差さがあるのを、すっかりわすれてたの！　ほら、むかえにいくから、いそいで準じゅん備びして！」

　お母かあさんがそう言いうなり、電でん話わのむこうが、きゅうにあわただしくなった。

「え、えっと……じゃあ、ヒゲそって──」

「そんなのいいから！　早はやく！」

「そんなのって……ひさびさに、娘むすめに会あうっていうのに……」

「杏あん樹じゅを待またせたいの？」

「いや。そうだな……すぐに行いこう」

　バタバタとした音おとを聞きいて、杏あん樹じゅは苦く笑しょうした。

（あいかわらずだなぁ……）

　両りょう親しんが家いえにいるときの光こう景けいが、目めにうかぶ。

　リハーサルやコンサート、打うちあわせに食しょく事じ会かい──いそがしい２人ふたりが出でかけるときは、いつもバタバタとした音おとをさせ、準じゅん備びをしていた。

　そんな２人ふたりを見みて、毎まい回かいおじいちゃんが、こごとを言いうのだ。

　数すうヶか月げつ前まえには、あたりまえだった光こう景けいは、いまでは、もう見みられない。

　なぜなら、おじいちゃんは、もういないからだ。

　胸むねのおくがチクッと痛いたむのを感かんじながら、杏あん樹じゅは話はなしをもどした。

「ねぇ、お母かあさん。私わたし、ひとりでへいきだよ」

「なに言いってるの」

「だって、春はる休やすみにきたばっかだよ？　ホテルの行いきかたは、ちゃんと覚おぼえてるしさ」

「あのときは、光こう哉やがいっしょだったでしょ？　杏あん樹じゅひとりじゃ、ちょっと心しん配ぱいだわ」

　そう言いって──考かんがえこんでいるのか、お母かあさんはだまってしまった。

「いいじゃないか。タクシーで来きてもらえば」

　お父とうさんの言こと葉ばに、杏あん樹じゅはうなずく。

「そうだよ！　フランス語ごだって、少すこしは話はなせるんだし。だいじょうぶ！」

　言いいながら、杏あん樹じゅはバッグの中なかを確かく認にんする。

（えっと、ホテルのメモはあるから……これを運うん転てん手しゅさんに見みせて……このホテルにおねがいします、って言いえばいいんだよね）

「Cet hôtelセ・トテル──」

　杏あん樹じゅが言いいかけた瞬しゅん間かん、お母かあさんが口くちをひらいた。

「──いいわ。そこの空くう港こうから、凱がい旋せん門もん行いきのバスが出でてるから、それに乗のって。シャンゼリゼで、お茶ちゃでもしましょ。杏あん樹じゅが長なが旅たびでつかれてないなら、だけど」

「だいじょうぶ」

「今こん度どこそ、間まにあうようにするわ。気きをつけてくるのよ？」

「わかってるって。それじゃあ、あとでね」

　杏あん樹じゅは受じゅ話わ器きをもどすと、クルリとむきを変かえ、凱がい旋せん門もん行いきのバス停ていへと歩あるきだした。




「杏あん樹じゅ、こっちよ！」

　バスをおりた杏あん樹じゅは、声こえのしたほうを見みた。

　杏あん樹じゅとおなじ栗くり毛げ色いろの長ながい髪かみを、ふんわりとカールさせた女おんなの人ひとが、手てをふっている。

　オリーブ色いろのワンピースに、キラキラと光ひかるジュエリーを身みにつけた、その人ひとは──

「お母かあさん！」
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　杏あん樹じゅはそう言いって、いきおいよくお母かあさんに抱だきついた。

　お母かあさんの香こう水すい──なつかしいバラのニオイが、杏あん樹じゅの鼻はなをくすぐる。

「お、親おや子こ？」

　と、ちかくにいた日にっ本ぽん人じん観かん光こう客きゃくが、ふしぎそうに、杏あん樹じゅとお母かあさんを見みくらべた。

　それもそうだ。

　杏あん樹じゅぐらいの年としの娘むすめがいるとは思おもえないほど、お母かあさんはわかく見みえる。

「けっこう時じ間かんがかかったわね。道みち、こんでた？」

「ちょっとね。それより、お父とうさんは？」

　あたりを見みまわしても、お父とうさんのすがたはない。

「コンサートの担たん当とう者しゃが、きゅうにやってきてね。いま、部へ屋やで打うちあわせしてるわ」

「そうなんだ」

　あとで会あえるとわかっていても、なんだか哀かなしい気き分ぶんになる。

　そんな杏あん樹じゅを見みて、お母かあさんが口くちをひらいた。

「すぐに終おわらせてくるって言いってたし、さきにフーケッツに行いってましょ」

「フーケッツって？」

「むかしからあるカフェよ。『凱がい旋せん門もん』って映えい画がのセリフにも出でてきた、超ちょうがつくほどの有ゆう名めい店てんなの。ちょっと歩あるくけど」

「へいきだよ」

「んじゃ、行いこっか」

　お母かあさんはそう言いって、杏あん樹じゅの手てをにぎった。

　ひんやりとした感かん触しょくに、なつかしさを覚おぼえながら、杏あん樹じゅもお母かあさんの手てをにぎりかえす。

　凱がい旋せん門もんから３区く画かくほど歩あるいて、目もく的てきのカフェへとついた。

　表おもてにおかれた席せきにも、人ひとが座すわっていて、ほぼ満まん席せきの大おおにぎわいだ。

　日にっ本ぽん人じんも、ちらほらいるのが見みえる。

　黒くろいスーツを着きた、ギャルソンと呼よばれるウェイターが、優ゆう雅がな動うごきで、コーヒーや、色いろとりどりのスイーツを運はこんでいた。

「すごいね」

　鼻はなをくすぐる甘あまい香かおりが、杏あん樹じゅたちがいる通とおりまで広ひろがってきて、杏あん樹じゅは目めをかがやかせた。

「でしょ。観かん光こう名めい所しょみたいなもんよね」

　なれた足あしどりで、店みせの中なかに入はいっていくお母かあさんのあとについていく。

「ホテルでも食たべられるように、テイクアウトのケーキもたのみましょ」

　お母かあさんの提てい案あんに、杏あん樹じゅは笑え顔がおでこたえた。

「Excusez-moiエクスキュゼ・モワ」

　ギャルソンを呼よび、よどみないフランス語ごでの注ちゅう文もんを終おえると、お母かあさんはゆっくりと口くちをひらいた。

「こうして、２人ふたりっきりでお茶ちゃするなんて、何なんヶか月げつぶりかしら」

「春はる休やすみのとき以い来らいだから、３ヶか月げつくらいかな」

　杏あん樹じゅが答こたえると、お母かあさんはきゅうに、さびしげな表ひょう情じょうをうかべた。

「３ヶか月げつか……いろいろあったから、もっと時じ間かんがたってると思おもった」

　そう言いって、お母かあさんは、やわらかな手てを、杏あん樹じゅの頭あたまにのせた。

　バラのニオイが、かすかに香かおる。

　杏あん樹じゅが小ちいさいころからつけている、お母かあさん特とく製せいの香こう水すいのニオイに──杏あん樹じゅは甘あまずっぱい気き持もちになった。

「杏あん樹じゅも光こう哉やも、たいへんだったのに……そばにいてあげられなくて、ごめんね。私わたし、母はは親おや失しっ格かくよね……」

「そんなことないよ」

「ふふっ。杏あん樹じゅは、やさしいね」

　お母かあさんに頭あたまをなでられ、杏あん樹じゅは胸むねのおくが熱あつくなった。

　じんわりと視し界かいがにじんで、涙なみだがこぼれそうになる。

（お母かあさん……）

　話はなしたいことはたくさんあるのに、言こと葉ばがうまく出でてこない。

「ほんとうに、ごめんね」

　言いわれて、杏あん樹じゅは、なんとかして言こと葉ばをしぼりだした。

「な、なんで……お母かあさんがあやまるの？」

「なんでって、おじいちゃんのこともそうだし、その──」

　言こと葉ばをきったお母かあさんは、バツが悪わるそうな顔かおをする。

（もしかして……）

　お母かあさんの言いいたいことがわかった杏あん樹じゅは、声こえを小ちいさくして言いった。

「私わたしが……吸ヴァ血ンパ鬼イアの血ちを受うけついじゃったこと？」

　そう。

　杏あん樹じゅは吸ヴァ血ンパ鬼イアなのだ。

　正せい統とうな吸ヴァ血ンパ鬼イアだった、おじいちゃんからの血ち筋すじで、杏あん樹じゅは、吸ヴァ血ンパ鬼イアの能のう力りょくを受うけついでしまった。

　杏あん樹じゅだけじゃない。

　おにいちゃんである光こう哉やも、杏あん樹じゅとおなじように、吸ヴァ血ンパ鬼イアの能のう力りょくをもっている。

　杏あん樹じゅが、このことを知しったのは、つい最さい近きん──ほんの２ヶか月げつ前まえのこと。

　太たい陽よう光こうがダメになり、ニオイに敏びん感かんになり、聴ちょう覚かくがするどくなった。

　だけど、いまは落おちついてきている。

　前まえのように平へい穏おんな日ひ々びではないけれど、ふつうに生せい活かつできているし、吸ヴァ血ンパ鬼イアの能のう力りょくにも、なれてきた。

　自じ分ぶんが自じ分ぶんじゃなくなるみたいに感かんじたこともあったけれど、いまはそれほど気きにしていない。

「それもそうだけど、大たい使しにならなきゃいけなかったこともね……」

　そう言いったお母かあさんを見みかえして、杏あん樹じゅはせつなくなる。

「そんなこと──」

（……ない）

　という言こと葉ばを飲のみこんで、杏あん樹じゅは口くちをつぐんだ。

　お母かあさんが言いう「大たい使し」とは、世せ界かい精せい霊れい同どう盟めい、通つう称しょうＷＦＡの特とく別べつ管かん理り大たい使しのことだ。

　人にん間げんと精せい霊れいの、橋はしわたしのような存そん在ざい。

　精せい霊れいがおこした問もん題だいを解かい決けつしたり、精せい霊れいからの相そう談だんにのったりと、しょうじき、大おおいそがしだった。

　だけど、おじいちゃんのあとをついで、大たい使しになったことは、後こう悔かいしていない。

　こまったような表ひょう情じょうをして、お母かあさんは言こと葉ばをつづけた。

「やっぱり、かわいそうなことしたなって思おもって」

「あの、ね……」

　言いいよどんで、杏あん樹じゅはお母かあさんを見みた。

　杏あん樹じゅとおなじ蒼あおい瞳ひとみが、杏あん樹じゅを見みつめかえす。

「吸ヴァ血ンパ鬼イアだって知しったときは、すごくショックだったし、気きにしてないって言いったら、ウソになるよ。だけど、その……お母かあさんがあやまるのは、なんかちがうと思おもう」

「でも……」

「気きにするのはわかる。だって、お母かあさんが受うけついだ能のう力りょくと、私わたしのはちがうんだもの……」

　お母かあさんは──吸ヴァ血ンパ鬼イアでも、杏あん樹じゅのような弱じゃく点てんも、光こう哉やのような飛ひ行こう能のう力りょくもない。

　ただ、老おいがゆっくりで、大おおきな冷れい蔵ぞう庫こを、ひとりで持もちあげてしまうような、すごい怪かい力りきがあるというだけ。

「だけど、私わたし……ちゃんと受うけいれたから。もう、だいじょうぶだよ」

　きっぱりと言いう杏あん樹じゅを見みたお母かあさんは、一いっ瞬しゅんおどろいたような顔かおをして──それから、ふっと笑えみをうかべた。

「杏あん樹じゅ、ちょっと見みないあいだに……変かわったね」

「え？　そ、そうかな？」

　どこが変かわったのかわからない杏あん樹じゅは、ふしぎそうに首くびをかしげる。

「強つよくなったね」

「強つよく？」

「うん」

　そう言いって、杏あん樹じゅを見みつめる目めは、うれしそうだった。

「ねぇ、杏あん樹じゅ……この数すうヶか月げつ、どんなことがあったの？」

「どんなって言いわれても……」

「おせっかいな友ゆう人じんが、ウワサを聞きかせてくれるんだけど、やっぱり、本ほん人にんの口くちから聞ききたいじゃない」

「おせっかいな友ゆう人じん？」

　杏あん樹じゅは、首くびをかしげた。

（お母かあさんの友ともだちで、私わたしの正しょう体たいを知しってる人ひとって……？）

　考かんがえてみたけれど、思おもいうかばない。

「モルガン・ル・フェイよ」

　そう言いわれて、杏あん樹じゅは両りょう手てをポンとたたいた。

「あぁっ！　そっか。モルガンさんは、お母かあさんの友ともだちなんだよね」

「すごく年としのはなれた、ね」

　お母かあさんは笑わらいながら言いった。

　モルガン・ル・フェイ──彼女かのじょは、精せい霊れい界かいでも名なのとおった大だい魔ま女じょであり、ＷＦＡの長おさでもある。

　年としは……わからない。

　４００年ねんちかく生いきたおじいちゃんと、幼おさななじみというのだから、とうぜん、４００歳さいはこえているのだろう。

　ただ、魔ま法ほうの薬くすりを使つかっているモルガンは、とてもわかく見みえた。

　おばあちゃんというより、スタイルばつぐんのお姉ねえさんといった感かんじだ。

　杏あん樹じゅが、自じ分ぶんの正しょう体たいを知しって、なやんでいるときに──モルガンは、とつぜんやってきた。

　ほうきに乗のって、杏あん樹じゅの家いえのかべに激げき突とつした登とう場じょうシーンは、いまでも鮮せん明めいに思おもいだせる。

「彼女かのじょが、杏あん樹じゅと光こう哉やはよくやってくれてるって、ほめてたわよ」

　そう言いわれると、なんだか照てれくさい。

「ねぇ、聞きかせて」

　せがまれて、杏あん樹じゅはこの数すうヶか月げつにあったことを思おもいだしながら、話はなしはじめた。







　　　　２　私わたしは、私わたし？




　杏あん樹じゅは、ＷＦＡの特とく別べつ管かん理り大たい使しとなった、きっかけの事じ件けんを思おもいだす。

　しょうじき、すごくこわかったし、杏あん樹じゅひとりきりだったら、きっと精せい霊れいに食たべられてしまっただろう。

　この事じ件けん後ごに、モルガンから大たい使しに任にん命めいされたのだ。

（えっと、それから……）

　深しん夜やに日にっ本ぽんの妖よう怪かいたちがひらいてくれた歓かん迎げい会かいに出しゅっ席せきしたこと。

　ファッションモデルである光こう哉やの撮さつ影えい中ちゅうに、おそいかかってきた精せい霊れいヴィリのこと。

　杏あん樹じゅのクラスメイトである百ゆ合りが、精せい霊れいベスにのりうつられてしまったこと。

　そして──日にっ本ぽんを自じ分ぶんのものにしようとやってきた、メフィストフェレスと戦たたかったこと。

　たしかに、この数すうヶか月げつ、いろいろなことがあった。

　それでも、どうにか杏あん樹じゅがやってこられたのは、どの事じ件けんでも、ひとりではなかったからだ。

　いつでも、どんなときでも、そばにいてくれた精せい霊れいがいたから、杏あん樹じゅはがんばってこられた。

（だけど、いまは……）




　話はなしおえた杏あん樹じゅの瞳ひとみに、涙なみだがうかぶ。

「そんな顔かおしないで、杏あん樹じゅ」

　お母かあさんは、杏あん樹じゅをそっと抱だきしめた。

「だいじょうぶ。きっと、だいじょうぶだから」

　その言こと葉ばにうなずきながら、杏あん樹じゅはうるんだ瞳ひとみで、雲くもひとつない空そらを見みあげた。

「おーい！」

　通とおりのむこうから声こえがして、杏あん樹じゅはハッとなった。

　打うちあわせを終おえたお父とうさんが、駆かけ足あしでこちらにやってくる。

「気き分ぶん転てん換かんに観かん光こうでも……と思おもったけど、一いち度ど、ホテルにもどりましょ。寒さむくなってきたわ」

　お母かあさんの言いうとおり、風かぜが冷つめたくなってきた。

　お父とうさんが、杏あん樹じゅたちと合ごう流りゅうしたのをきっかけに、３人にんはホテルに移い動どうした。

「まったく……プロデューサーも、連れん絡らくしないでやってくるんだから、こまっちゃうよな。娘むすめがきてるって言いっても、早はやく終おわらせてくれないんだから」

　杏あん樹じゅのトランクケースを引ひきながら、お父とうさんは頭あたまをかいた。

「悪わるかったね。お茶ちゃにつき合あえなくて」

「お仕し事ごとなんだし、しかたないよ」

　そうなぐさめて、杏あん樹じゅは、となりを歩あるいているお父とうさんを見みあげた。

　ダークグレーのスーツに、杏あん樹じゅが前まえにプレゼントした、あわい黄き色いろのネクタイが映はえる。

　こんなきっちりとしたかっこうなのに、お父とうさんはあいかわらず──外がい見けんを気きにしていないようだった。

　シルバーフレームのほそいメガネは、ちょこっとずれているし、後うしろ髪がみは寝ねぐせで、ぴょこんとはねている。

　きわめつきは、シャープなアゴに無ぶ精しょうヒゲ。

　それでも──年ねん齢れいよりかなりわかく見みえるお母かあさんとならんでも、ぜんぜんおかしく見みえないのは、お父とうさんが童どう顔がんだからだ。

（そういえば……）

　お父とうさんは、お母かあさんの能のう力りょくのことをどう思おもっているんだろう。

　お母かあさんだけじゃない。

　杏あん樹じゅや光こう哉やのことも、どう思おもっているのか気きになる。

　だって、お父とうさんは、ふつうの人ひとだから。

　義ぎ理りのお父とうさんである杏あん樹じゅのおじいちゃんも、妻つまも、そして子こどもたちも吸ヴァ血ンパ鬼イア──という事じ実じつを、お父とうさんはどう受うけとめているのだろう。

「あああ！」

　お父とうさんの横よこを歩あるいているお母かあさんが、とつぜん、声こえをあげた。

「ど、どうしたの？」

「持もち帰かえりのケーキ、受うけとってくるの、わすれちゃったわ！」

　そう言いって、お母かあさんはきびすをかえした。

「ちょっと、さきに行いってて。いそいで、とってくるから」

　２人ふたりの返へん事じを待またず、お母かあさんはフーケッツへと駆かけだしていく。

「千ち尋ひろはわすれっぽいなぁ……」

　お母かあさんがそそっかしいのは、あいかわらずだった。

　杏あん樹じゅとお父とうさんは、顔かおを見みあわせる。

「とりあえず、ゆっくり歩あるいていようか。杏あん樹じゅ」

　お父とうさんはそう言いって、ふたたび歩あるきだした。

（お父とうさんと２人ふたりきりになるなんて、ひさしぶりかも……こんなチャンス、見みのがせないよね！）

　杏あん樹じゅは、おずおずと口くちをひらいた。

「あのね、お父とうさん。聞ききたいことがあるんだけど……」

「なんだい？」

　お父とうさんにうながされ、杏あん樹じゅは言こと葉ばをつづけた。

「お父とうさんは、お母かあさんのこと……どう思おもってるの？」

「なんだ、きゅうに」

　お父とうさんは、おどろいたように杏あん樹じゅを見みる。

「それは……どう答こたえたらいいのかな」

　照てれくさそうな顔かおをしているお父とうさんに、杏あん樹じゅは首くびをふった。

「ちがうの。好すきとか、そういう恋れん愛あいっぽい話はなしじゃなくって……その……」

　口くちごもる杏あん樹じゅに、お父とうさんはやさしく笑わらった。

「……なるほど。そっちか」

　うんうん、と考かんがえて、お父とうさんがゆっくりと口くちをひらいた。

「どんな千ち尋ひろも、ぜんぶ千ち尋ひろだと思おもってるよ。千ち尋ひろが吸ヴァ血ンパ鬼イアだろうが、僕ぼくには関かん係けいないんだ。わすれっぽいところがなくなったら、千ち尋ひろっぽくないのとおなじように……吸ヴァ血ンパ鬼イアの能のう力りょくがなくなったら、きっと千ち尋ひろじゃないと思おもう」

　そう言いって、お父とうさんは、不ふ安あんそうな杏あん樹じゅの頭あたまをなでた。
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「杏あん樹じゅもそうだよ。きみが吸ヴァ血ンパ鬼イアであっても、なくても……僕ぼくには関かん係けいない。きみは大だい事じな娘むすめだし、いままでと変かわらないよ」

　それを聞きいて、杏あん樹じゅの表ひょう情じょうはやわらいだ。

　聞きいてみたいことが、つぎつぎと頭あたまの中なかにうかんでくる。

「お父とうさんは、その……私わたしやおにいちゃんが、吸ヴァ血ンパ鬼イアってことに、おどろかないの？」

「おどろく？」

　なぜ？　と、お父とうさんが首くびをかしげる。

「だって、吸ヴァ血ンパ鬼イアだよ？」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばに、お父とうさんは笑わらった。

「ははっ。千ち尋ひろからはじめてそれを聞きいたときに、一いっ生しょうぶん、おどろいたからね。もう、なにがおこっても、おどろかないさ」

「それって、いつ聞きいたの？」

「聞ききたいかい？　杏あん樹じゅが言いう、恋れん愛あいっぽい話はなしになるけど──」

「聞ききたい！」

　目めをかがやかせている杏あん樹じゅを見みて、お父とうさんはゆっくりと口くちをひらいた。

「千ち尋ひろと知しりあう前まえの僕ぼくは、無む名めいのピアニストだった。うでには自じ信しんがあったんだけどね、なかなか仕し事ごとにつながらない。ようするに、ようりょうが悪わるかったんだね。いや、性せい格かくのせいかな……くらかったから。まぁ、そんなときに出で会あったのが、千ち尋ひろだ」

　むかしを思おもいだすように、お父とうさんは瞳ひとみを閉とじた。

「千ち尋ひろはまるで、太たい陽ようのようだったよ。そこにいるだけで、周しゅう囲いの人ひとをほがらかにさせる──そんな力ちからをもっていたんだ。僕ぼくは玉ぎょく砕さい覚かく悟ごで、千ち尋ひろに声こえをかけた。いまで言いう、ナンパだね」

（ロマンスだ！）

　杏あん樹じゅはドキドキしながら、さきをうながした。

「それで？　それで？」

　せかす杏あん樹じゅをチラリと見みて、お父とうさんは言こと葉ばをつづける。

「予よ想そうに反はんして、ナンパはうまくいった。なんどかデートするうちに、僕ぼくは思おもった。なんでだろう、ってね」

「？」

「デートは、なぜかいつも夜よるだった。陽ひの出でている時じ間かん帯たいに、会あうことがなかったんだ。あとで聞きいたら、太たい陽ようがこわかったそうだ。弱じゃく点てんではないにしろ、やっぱり吸ヴァ血ンパ鬼イアだということで、気きにしていたんだね。それなのに、僕ぼくはなにも考かんがえずに言いったんだ──『きみは、まるで吸ヴァ血ンパ鬼イアみたいだね』って」

　思おもいだしているのか、お父とうさんの口くちもとに笑えみがうかぶ。

「千ち尋ひろは、なんて答こたえたと思おもう？」

　聞きかれて、杏あん樹じゅは首くびをかしげる。

（もし、私わたしだったら……）

　ぜったいに否ひ定ていする。

　そう答こたえると、お父とうさんは楽たのしげに笑わらった。

「ふつうは、そうだよね。だけど、千ち尋ひろはちがった──『もし、そうだったら？　あなたは、私わたしと別わかれる？』ってさ」

　お母かあさんらしい答こたえに、杏あん樹じゅもクスッと笑わらってしまう。

「別わかれるわけがない。僕ぼくは、千ち尋ひろにゾッコンだったからね」

「ゾッコンって……」

「死し語ごかな。まぁ、別わかれるなんて選せん択たく肢しは、僕ぼくにはなかった。僕ぼくには、僕ぼくを照てらしてくれる太たい陽ようが必ひつ要ようだったから」

「ねぇ、お母かあさんになんて答こたえたの？」

　お父とうさんが宙ちゅうを見みつめる。

　まるで、そこにお母かあさんがいるかのように。

「もし、きみが吸ヴァ血ンパ鬼イアだとしたら……僕ぼくは、きみのために音おん楽がくを作つくるよ。僕ぼくがさきにいなくなっても、きみがいつも楽たのしく過すごせるような、そんな音おん楽がくをね」

　そう言いって、お父とうさんが照てれくさそうに笑わらった。

「プロポーズしたの!?」

「まぁ、そういうことだね」

「でも、ビックリしたでしょう？」

「そりゃあね。科か学がくがすすんだ現げん代だいに、まさか、吸ヴァ血ンパ鬼イアが実じつ在ざいするなんて、思おもってもみなかったしね。血ちは吸すうのか？　夜よるしか歩あるけないのか？　銀ぎん製せい品ひんはだいじょうぶか？　なんで日にっ本ぽんにいるんだ？　どれくらい生いきていられるんだ？　千ち尋ひろがあきれるほど、いろいろと聞きいたよ」

（私わたしも、おなじようなこと思おもったなぁ……）

　結けっ局きょく、現げん代だいにつたわっている吸ヴァ血ンパ鬼イアの情じょう報ほうには、あてはまらなかったのだけれど。

「ただ、いまでも思おもうんだ」

「思おもう？　なにを？」

「いや……」

　言こと葉ばをきって、お父とうさんは苦く笑しょうした。

「僕ぼくも吸ヴァ血ンパ鬼イアだったらな、ってね。そうしたら、千ち尋ひろや杏あん樹じゅがかかえている不ふ安あんを、僕ぼくも共きょう有ゆうできるだろう？　しょうじき、はがゆいよ。なんの力ちからにもなれないんだから」

　そう言いって、お父とうさんがさびしげに笑わらった。

　そんな顔かおをするお父とうさんを見みるのは、はじめてだった。

　ギュッと、胸むねがしめつけられる感かんじがして、杏あん樹じゅは、あわてて声こえをかける。

「……そんなことないよ！　私わたし、お父とうさんに、なにも変かわらないって言いってもらえて、安あん心しんしたもん」

「そうか」

　お父とうさんは、安あん心しんしたような表ひょう情じょうをうかべた。

「なかなか日にっ本ぽんには帰かえれないし、連れん絡らくもぜんぜんできないけど……なにがあっても、僕ぼくは杏あん樹じゅの味み方かただからね。おもいっきり、吸ヴァ血ンパ鬼イアとして動うごけばいいよ。精せい霊れいと人にん間げんの橋はしわたし役やくをしてるなんて、かっこいいじゃないか」

　そう言いって、あっ、と声こえをあげた。

「でも、ムチャしたらダメだぞ。たまにムリするのはいいけど、ムチャだけはダメだ。ちなみに、無む謀ぼうなことをするのもダメ。まぁ、杏あん樹じゅは光こう哉やとはちがうから、そんなことはないと思おもうけどね」

「なにそれ」

　杏あん樹じゅは、力りき説せつするお父とうさんを見みて、おもわず笑わらってしまう。

「笑わらうことないだろ。これでも、心しん配ぱいしてるんだから」

「お待またせー！　って、なに２人ふたりして立たちどまってるのよ」

　ケーキを手てに、２人ふたりのもとへもどってきたお母かあさんは、笑わらう杏あん樹じゅと、こまったような表ひょう情じょうをうかべているお父とうさんを、けげんそうに見みつめていた。







　　　　３　ねらわれた吸ヴァ血ンパ鬼イア




　まっしろなかべに、目めもさめるようなセルリアンブルーの屋や根ね。

　両りょうびらきの入いり口ぐちの前まえには、大おおきな噴ふん水すいがある。

　青あお々あおとしげる森もりにかこまれた、こぢんまりとしたホテルについて、杏あん樹じゅは、ホウッと息いきをはいた。

「何なん回かい見みても、ステキなホテルだよね……まるで、お姫ひめさまが住すんでるお屋や敷しきみたい」

　ホテルを見みてつぶやく杏あん樹じゅに、お父とうさんが説せつ明めいしてくれる。

「ここは、シャトーホテルと言いってね。フランスの、歴れき史しある古こ城じょうや資し産さん家かの屋や敷しきを、改かい装そうしてホテルにしたんだよ。だから、杏あん樹じゅがお屋や敷しきみたいと言いったのは、まちがいじゃない」

「へぇ……」

　言いわれて、あらためてホテルを見みてみる。

　たしかに、ホテルというには小ちいさいし、おくには、はなれのような建たて物ものもあった。

　両りょう親しんのあとをついて、ホテルの中なかへと入はいった杏あん樹じゅは、しげしげとあたりを見みまわす。

　まっかなじゅうたんが敷しかれ、アンティーク調ちょうの家か具ぐがおかれたエントランスロビーには、大おおきなシャンデリアがぶら下さがっている。

　ベルマンと呼よばれる荷に物もつもちの人ひとや、お客きゃくさんを案あん内ないするコンシェルジュにあいさつをし、杏あん樹じゅはロビー中ちゅう央おうにある大だい階かい段だんをのぼっていった。

「ほら、杏あん樹じゅ……こっちよ」

　案あん内ないされ、通とおされた部へ屋やは──大だい理り石せきとレザーを使つかった、シックなふんいきだった。

　オーク材ざいを使つかったベッドには、天てん蓋がいという、たれ下さがった布ぬのがついている。

　リビングにはだんろがあり、杏あん樹じゅの家いえの感かんじににていた。

　もちろん、こんなに、豪ごう華かではないけれど。

「モルガンのところに行いくのは、明日あしたでいいわよね？　もうゆうがただし」

　お母かあさんにそう言いわれ、杏あん樹じゅは顔かおをしかめた。

「いまからじゃダメ？」

「ダメよ」

　即そく答とうしたお母かあさんは、電でん話わへと歩あるいていく。

「モルガンには、連れん絡らくしとくから」

「でも……」

　すぐにでも、シルフに会あいたいのに。

　そのためにフランスにきたのに。

　言こと葉ばをつまらせている杏あん樹じゅを見みて、お父とうさんが助たすけ船ぶねを出だす。

「ＷＦＡ本ほん部ぶは、ここから遠とおいのかい？　そんなに遠とおくないなら──」

「スイスとの国こっ境きょうなのよ。とてもじゃないけど、いまからなんて、行いかせられないわ」

　きっぱりと言いって、お母かあさんは受じゅ話わ器きに手てをかけた。

「あのね、杏あん樹じゅ。フランスは、ＷＦＡの本ほん部ぶがあるところなの。世せ界かいでいちばん安あん全ぜんでもあり、いちばん危き険けんな場ば所しょでもあるのよ」

「どうして危き険けんなの？」

（本ほん部ぶがあるなら、なにかあっても、すぐになんとかしてもらえそうなのに）

　杏あん樹じゅは首くびをかしげた。

「本ほん部ぶをねらってくる悪わるい精せい霊れいが、たくさんいるからよ。杏あん樹じゅ、あなたは大たい使しでしょう？　精せい霊れいたちが活かっ発ぱつになる夜よるに、ひとりで出で歩あるいたら……きっとねらわれるわ」

「そんなにあぶないの!?」

　おどろく杏あん樹じゅを見みて、お母かあさんが肩かたをすくめた。

「モルガンが、最さい近きんいそがしくしてるのは、そのせいみたい」

　そう言いって、お母かあさんはじっと杏あん樹じゅを見みた。

　なにかをさぐるような視し線せんに、おもわず杏あん樹じゅはたじろいでしまう。

「もしかして、杏あん樹じゅ……ふだんから、夜よるに出で歩あるいてるんじゃないでしょうね」

「まさか！　大たい使しとして動うごかなきゃいけないとき以い外がいは、ちゃんと家いえにいるよ」

「ほんとうに？」

　うたがうような目めで見みつめられ、杏あん樹じゅはコクコクとうなずいた。

「なら、いいけど。ヴァルはおしによわいから、心しん配ぱいだわ……」

　ヴァルは──杏あん樹じゅが吸ヴァ血ンパ鬼イアとして目めざめるまでは、大おおきな犬いぬとして（じっさいは神しん狼ろう族ぞくなのだけれど）高たか野の家けで飼かわれていた。

　だけど、ほんとうは、豊ほう壌じょうの神かみさまの化け身しんで、あらそいごとを嫌きらう精せい霊れいだ。

　正せい式しきな名な前まえは、ヴァイツェンウルフというらしい。

　おじいちゃんがいなくなり、お父とうさんやお母かあさんも日にっ本ぽんにもどってこられない状じょう況きょうなので、いまは人ひと型がたとなって、杏あん樹じゅと光こう哉やの保ほ護ご者しゃがわりになっている。

「ま、とにかく！　ＷＦＡ本ほん部ぶに行いくのは、明日あしたにしなさい」

　しかたなく、杏あん樹じゅはちかくにおいてある革かわばりのソファーに座すわりこんだ。

　お母かあさんが受じゅ話わ器きを耳みみにあてたのを見みて、ふと、視し線せんを外そとへとうつす。

　オレンジ色いろにそまったパリの街まちが、視し界かいに飛とびこんでくる。

（ん？）

　たそがれの空そらにうかぶ、まっくろな影かげを見みつけ、杏あん樹じゅは目めをこらした。

　最さい初しょは小ちいさな点てんのようだったのに、近ちかづいてきているのか、じょじょに大おおきくなってくる。

　その影かげは、鳥とりのように見みえた。

（なんだろう？　八や咫た烏がらすみたいだけど……）

　杏あん樹じゅは、３本ぼん足あしをもつ日にっ本ぽんの精せい霊れい、八や咫た烏がらすを思おもいだした。

　羽は根ねをひとふりすれば、何なんキロも飛とべるという、神かみさまのつかいだ。

（でも、なんでここに？）

　日にっ本ぽんの精せい霊れいである八や咫た烏がらすが、ここにいるわけがない。

　でも、グングンと近ちかづいてくる影かげから、目めがはなせない。

「っ！」

（鳥とりじゃないっ！）

　杏あん樹じゅがそう気きづいたのは、影かげがホテルをとりかこむ森もりの上うえまできたときだ。

　ガタンと音おとをたてて、杏あん樹じゅはソファーから立たちあがる。

　人ひとのようなかたちをした、その影かげは──

　だらんと手て足あしを前まえにたらし、悪あく魔まのようなとがった羽は根ねと、するどいくちばしがついていた。

　金こん色じきのヘビのような目めが、杏あん樹じゅのすがたをとらえている。

「な、なにあれ……!?」
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　顔かおが青あおざめ、絶ぜっ句くしている杏あん樹じゅの横よこに、お父とうさんがやってくる。

「どうかしたかい、杏あん樹じゅ？」

　杏あん樹じゅは、お父とうさんを見みると、わななく指ゆびで、窓まどの外そとをさししめした。

「なんか……なんか、ヘンなのがいるの……！」

　こわばった口くちでは、そう言いうのがやっとで、うまく説せつ明めいできない。

「ヘンなのって？」

　ふしぎそうに、お父とうさんが窓まどの外そとを見みた。

「あそこに……って、あれ？」

　お父とうさんの視し線せんをおって、窓まどの外そとを見みた杏あん樹じゅは、キョロキョロとあたりを見みまわした。

　さきほどの、奇き妙みょうなかたちをした影かげは、いなくなっている。

「どうかしたの？」

　電でん話わを終おえたお母かあさんも、杏あん樹じゅたちのところへとやってきた。

「いやね、杏あん樹じゅが、窓まどの外そとになんかいるって──」

「鳥とりじゃないの？」

　そう言いって、お母かあさんは窓まどを開あけた。

　気き分ぶん転てん換かんできるような、ここちよい涼すずしい風かぜが、部へ屋やの中なかへと流ながれこんでくる。

　だけど、杏あん樹じゅには、その風かぜが気き持もちいいとは思おもえなかった。

　いまにも、開あけはなった窓まどから、さっきの奇き妙みょうな影かげが入はいってきそうで、おもわず声こえをあらげてしまう。

「閉しめてっ！」

「ん？」

「窓まど、閉しめて！」

「どうしたのよ？」

　けげんそうに、お母かあさんは窓まどを閉しめた。

　こまかく体からだをふるわせている杏あん樹じゅと、窓まどの外そとを交こう互ごに見みて、お父とうさんが首くびをかしげる。

「杏あん樹じゅ、つかれてるんじゃないか？」

　聞きかれて、杏あん樹じゅは首くびを横よこにふった。

　たどたどしく、いま見みたものの説せつ明めいをすると、お母かあさんが顔かおをしかめた。

「たぶん、それはガーゴイルだわ……」

「ガーゴイル？　ゴシック屋や根ねのうえにおく置おき物ものの、モチーフになっている怪かい物ぶつの名な前まえだね」

　お父とうさんの言こと葉ばに、お母かあさんがうなずく。

「じっさい、存そん在ざいしているけどね」

「知しってるよ。たしか……フランスの北ほく東とうに住すみついてる怪かい物ぶつだったね。うーん……杏あん樹じゅが見みても、ヘンじゃないと思おもうんだけどなぁ……ここから、そう遠とおくない場ば所しょに住すんでいるんだしさ」

　お父とうさんの言こと葉ばを聞きいて、杏あん樹じゅはふしぎそうにお父とうさんを見みた。

「どうして、そんなにくわしいの？」

「どうしてって……」

　苦く笑しょうして、お父とうさんが肩かたをすくめた。

「きみたちについていくには、知ち識しきをたくわえるしかないだろう」

　そう言いって、お父とうさんはお母かあさんを見みた。

「なんだって、千ち尋ひろは、そんなむずかしい顔かおをしてるんだい？　ガーゴイルが、パリの空そらを飛とんでいたって、おかしくないはずだろう？」

「おかしいのよ」

　きっぱりと言いって、むずかしそうな顔かおをしたお母かあさんは、ため息いきをついた。

「ガーゴイルは、自じ分ぶんの意い志しをもたない人にん間げんを、食たべてしまう精せい霊れいなの。とうぜん、ＷＦＡには所しょ属ぞくしていないわ。その精せい霊れいが、まだ明あかるいゆうがたに、パリの空そらを飛とぶなんて……モルガンに、つかまえてくれと言いわんばかりじゃない」

「そうか。じゃあ、なんでパリにいたんだろう？」

「なんでかしらね……」

　両りょう親しんの会かい話わを聞きいて、杏あん樹じゅはイヤな予よ感かんを感かんじつつ、窓まどの外そとを見みつめなおした。

（たしかに、私わたしを見みてたと思おもったのに……いったい、どこに消きえちゃったんだろう？）







　　　　４　ようこそ、ＷＦＡ本ほん部ぶへ！




　翌よく朝あさ──コンサートのリハーサルがあるという両りょう親しんに見みおくられ、杏あん樹じゅはタクシーに乗のって、パリ市し内ないをあとにした。

　昨日きのうのできごとのせいで、あまり眠ねむれなかった杏あん樹じゅは、目めをこすりながら、流ながれゆく風ふう景けいを見みつめた。

「気きをつけるのよ」

　お母かあさんは、なんどもそう言いった。

（気きをつけるって言いっても……）

　タクシーで行いくのだから、迷まい子ごになることはない。

　ほんとうは、電でん車しゃやバスを乗のりついで行いくつもりだったのだけれど、お母かあさんに、心しん配ぱいだからタクシーで、と説せっ得とくされたのだ。

「ま、いいか……」

　つぶやいて、杏あん樹じゅは昨日きのう、フーケッツで買かったスイーツに、そっと手てをおいた。

（シルフ、ぜったい、よろこぶだろうな……）

　杏あん樹じゅは、なんども思おもいうかべた──シルフの満まん面めんの笑えみを思おもいだす。

　風かぜの精せいであるシルフは、杏あん樹じゅが自じ分ぶんの正しょう体たい──吸ヴァ血ンパ鬼イアだと知しったその日ひから、杏あん樹じゅのそばに、ずっといてくれた。

　食たべ物ものに目めがなくて、おじいちゃんの特とく製せいレシピのシフォンケーキが、シルフの大だい好こう物ぶつだった。

　おじいちゃんがいなくなったいまでは、杏あん樹じゅやヴァルが作つくるのだけれど、シルフはそれをひとりで完かん食しょくしてしまうほど。

　20センチほどの小ちいさな体からだの、どこに入はいっていくのか、杏あん樹じゅはふしぎでしかたなかった。

　ずっと、いっしょにいたシルフ。

　元げん気きのないときには、シルフなりのやり方かたで元げん気きをあたえてくれたし、こまったときには、なにかと力ちからを貸かしてくれた。

　だけど、いま──そのシルフはいない。

　能のう力りょくがなくなってしまったと、杏あん樹じゅのもとから、いなくなってしまったのだ。

　もう会あえないと思おもっていたのだけれど、シルフは意い外がいな場ば所しょにいた。

　それはいま、むかっている場ば所しょ──ＷＦＡの本ほん部ぶだ。

　シルフに会あいたい一いっ心しんで、杏あん樹じゅはひとりでフランスへと、やってきたのだった。

（いま、どんな状じょう態たいなんだろう？）

　電でん話わで話はなしたモルガンは、「シルフは繭まゆになっている」と言いった。

　繭まゆと言いわれて思おもいつくのは、幼よう虫ちゅうが成せい虫ちゅうへと変かわるときの、あれだ。

　だけど、シルフは虫むしではないし、もう何なん百びゃく年ねんも生いきているのに、いまさら、変へん身しんするのもおかしな気きがする。

（……ぶじなら、それでいいんだけど）

　ふたたび、視し線せんを外そとへとむけた杏あん樹じゅは、息いきをのんだ。

「な、なんで……!?」

　昨日きのう見みたガーゴイルが、タクシーとならぶようにして、数すう十じゅうメートルはなれた場ば所しょを飛とんでいる。

　顔かおをこちらにむけ、じっと食くいいるように杏あん樹じゅを見みていた。

「っ！」

　パッと視し線せんをそらし、杏あん樹じゅは、バクバクと、はやがねを打うつ胸むねをおさえる。

（ど、どうしよう……）

　ぐうぜん、おなじ方ほう向こうにむかっているとは、考かんがえにくかった。

　杏あん樹じゅを、じっと見みていたのだ。

　尾び行こうしているとしか思おもえない。

（こういうときこそ、冷れい静せいにならなきゃ……）

　そう自じ分ぶんに言いいきかせる。

　杏あん樹じゅには──精せい霊れいのように、ほかの精せい霊れいを感かん知ちする能のう力りょくや、特とく殊しゅな技わざが使つかえるわけでもなく、おにいちゃんの光こう哉やのような身しん体たい能のう力りょくがあるわけでもない。

　唯ゆい一いつ、杏あん樹じゅの能のう力りょくと呼よべるのは──手ての甲こうにきざまれた、大たい使しの紋もんだ。

　これを精せい霊れいにむけると、強つよい光ひかりとともに、精せい霊れいを自じ国こくへと導みちびくことができる。

　自じ国こくへと導みちびいたあとは、その国くにの大たい使しにまかせるしかない。

　しょうじき、いまの状じょう況きょうで使つかえるとは言いえなかった。

　なぜなら、ガーゴイルの自じ国こくは、ここフランス。大たい使しの紋もんを使つかったところで、きっとすぐに杏あん樹じゅを見みつけだすだろう。

（でも、なんで……？）

　尾び行こうされる理り由ゆうが、わからない。

　そうこう考かんがえているうちに、ガーゴイルのすがたは見みえなくなってしまった。

（どこ行いったの？）

　杏あん樹じゅは、窓まどガラスに顔かおをはりつけるようにして、ガーゴイルのすがたをさがした。

　だけど、見みえるのは小こ麦むぎ畑ばたけだけだ。

（私わたしを尾び行こうしてきたんじゃなくって、おなじ方ほう向こうに用よう事じがあったのかな……？）

　むりやりにそう考かんがえて、杏あん樹じゅは、緊きん張ちょうしてこわばった体からだをのばした。

「!?」

　そのとき、なにかの視し線せんを感かんじ、ガーゴイルを見みつけた窓まどとは逆ぎゃくの、反はん対たい側がわの窓まどへ目めをむけた。

　田でん園えん風ふう景けいがあるばかり。

　人ひとのすがたも、精せい霊れいのすがたも、見みあたらない。

　ゆったりと、小こ麦むぎの穂ほがゆれているだけ。

（気きのせいか……）

　杏あん樹じゅが、ふぅっと息いきをはいたとき、タクシーのスピードが、ゆっくりになった。

　着つきましたよ、と言いわれ、杏あん樹じゅは車しゃ内ないに視し線せんをもどす。

「Merciメルシー」

　お礼れいを言いって、タクシーをおりると、

「うわぁ……」

　目めの前まえには、山やまのように大おおきな森もりが広ひろがっていた。

　木き々ぎのあいだから、ゴシック様よう式しきの大おおきなお屋や敷しきが見みえる。

　森もりのあいだをぬって、石いしづくりの整せい備びされた道みちが建たて物ものへとつづいていた。

「…………」

　杏あん樹じゅはふと、うしろをふりかえった。

　タクシーも行いってしまい、杏あん樹じゅ以い外がい、ここにはなにもいない。

（よしっ！）

　なにもないのを確かく認にんして、杏あん樹じゅは１歩ぽ、足あしを踏ふみだした。




　白しろを基き調ちょうとしたかべには、魔ま女じょのすみかにふさわしく、何なん本ぼんものツタがはっていた。

　建たて物ものの横よこにたつ古ふるびた時と計けい塔とうは、正せい確かくに時ときをきざんでいる。

　くすんだ赤あかい色いろの屋や根ねには、何なん羽わものカラスがとまっていて──玄げん関かんの前まえに立たつ杏あん樹じゅを、じっと見みおろしていた。

（あれ……？）

　杏あん樹じゅは、キョロキョロと、玄げん関かんのあたりを見みまわした。

　あるべきはずのものが、見みあたらない。

「あの……すみませーん！」

　チャイムが見みつからなくて、しかたなく──大おおきな声こえで、室しつ内ないにいるであろうだれかにむかって呼よびかけた。

「すみません！　だれかいませんかー？」

　室しつ内ないからは、なんの反はん応のうもない。

「だれもいないのかな……」

　そうつぶやいた瞬しゅん間かん──

　目めの前まえのドアが、ギィーッと音おとをたてて、ゆっくりとひらいていく。

「あぁ、よかった！　こんにち──」

　とあいさつをして、杏あん樹じゅはそのまま、かたまってしまった。

　玄げん関かんのあがり口ぐちには──だれもいない。

「……？」

　そっと中なかをのぞいてみる。

　大おおきな吹ふきぬけのあるロビーが、視し界かいに飛とびこんでくるものの、そこにも人ひとのすがたは見みあたらなかった。

（うーん……）

　杏あん樹じゅが、入はいっていいものかどうか、なやんでいると、ロビーの中ちゅう央おうにある大だい階かい段だんから、１匹ぴきの長ちょう毛もう種しゅの猫ねこが歩あるいてきた。

　ワサワサと銀ぎん色いろの毛けを揺ゆらし、優ゆう雅がに杏あん樹じゅの足あしもとへとやってくる。

「──杏あん樹じゅさま。ようこそ、ＷＦＡ本ほん部ぶへ」

「ねっ、猫ねこがしゃべった！」

　あとずさる杏あん樹じゅを見みて、猫ねこは、宝ほう石せきのようにかがやく大おおきな虹にじ色いろの目めを、弓ゆみのようにほそめて笑わらった。

「はじめまして。私わたしの名なは、シャ・ノワール。いつぞやは、モルガンがお世せ話わになりました」

　そう自じ己こ紹しょう介かいされて、杏あん樹じゅは、あぁ……とうなずいた。

　モルガンとの会かい話わで、なんどか名な前まえが出でてきた猫ねこだ。

　自じ由ゆうほんぽうに海かい外がいを飛とびまわるモルガンにかわって、ＷＦＡの本ほん部ぶで働はたらいているらしい。

「じゃあ、あなたが、モルガンさんのおてつだいをしてるっていう……」

「ははっ。どちらが、てつだいをしているのかわかりませんけどね。さぁ、こちらへ」

　シャ・ノワールに案あん内ないされ、杏あん樹じゅは大だい階かい段だんをのぼっていく。

　あちこちに調ちょう度ど品ひんがおかれ、精せい霊れいたちがつどうＷＦＡの本ほん部ぶというよりは、貴き族ぞくのお屋や敷しきのようだ。

「あの、そういえば……このおうち、チャイムがないんですね」

「必ひつ要ようがないですからね」

　杏あん樹じゅのさきを行いくシャ・ノワールは、ふりかえらずにそう答こたえた。

「必ひつ要ようないんですか？」

「ええ。ここへ入はいってもいい者ものなら、彼かれらが教おしえてくれますから」

「彼かれら？」

　杏あん樹じゅは首くびをかしげた。

　森もりに入はいってから、だれかに会あった覚おぼえはない。

「屋や根ねの上うえに、カラスがいたでしょう。彼かれらは、モルガンの使つかい魔まなんですよ」

「そうなんですか」

　たしかに、じっと見みられていたけれど、まさか、カラスがチャイムがわりの使つかい魔まなんて。

「こちらです」

　シャ・ノワールはそう言いって、ある１室しつの前まえで立たちどまった。

　こげ茶ちゃ色いろのドアには、ていねいに磨みがかれた金きん色いろのドアノブがついている。

　シャ・ノワールが、もふもふとした小ちいさな前まえ足あしで、ドアをノックした。

「モルガン、お客きゃくさまをお連つれしましたよ」

　部へ屋やの中なかから、聞ききなれたソプラノの声こえが聞きこえてくる。

「ちょっと、シャ・ノワール！　お客きゃくさまは、応おう接せつ室しつに通とおしてって、いつも言いってるでしょ！」

　ドアが、いきおいよくひらく。

　そこには──黒くろずくめの女おんなの人ひとが立たっていた。

　黒くろいミニのタイトスカートから、スラリとのびた長ながい足あし。

　その足あしもとには、ほそいピンヒール。いつもかぶっているつば広ひろの帽ぼう子しはなく、カールしたベージュ色いろの髪かみをアップにしている。

「モルガンさん、おひさしぶりです！」

　ペコリとおじぎをした杏あん樹じゅを見みて、モルガンは口くちもとをゆるませた。

「日にっ本ぽんから、よく来きたわね、杏あん樹じゅ。それなのに、シャ・ノワールったら！」
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　モルガンが、ドアの前まえにちょこんと座すわっているシャ・ノワールを軽かるくにらんだ。

「お客きゃくさまは応おう接せつ室しつで、って毎まい回かい言いってるじゃない。んもうっ、なんのために応おう接せつ室しつを新しん設せつしたのかわからないわ……」

　ブツブツと文もん句くを言いうモルガンを、シャ・ノワールがたしなめた。

「杏あん樹じゅさまが、早はやくシルフに会あいたいでしょうから、こちらにお連つれしたんですよ」

　問もん題だいありますか？　と言いいたげに、シャ・ノワールはモルガンを見みあげる。

「ま、それもそうか」

　モルガンはなっとくして、杏あん樹じゅを部へ屋やの中なかへとまねき入いれた。

「シルフを見みても、おどろかないでね、杏あん樹じゅ」

　と言いいそえて。







　　　　５　眠ねむりつづけるシルフ




　遮しゃ光こうカーテンがひかれた部へ屋やはうすぐらく、その中なかを、杏あん樹じゅはおずおずと歩あるいていった。

　部へ屋やの中なかがひんやりとしているのは、カーテンのせいだけではない。

　空くう調ちょうがきいているのか、どこからか、風かぜの音おとが聞きこえてくる。

　それ以い外がいは、なにも聞きこえない。

　自じ分ぶんの足あし音おとが、みょうに大おおきく聞きこえて、杏あん樹じゅはそっと足あしをすすめる。

　部へ屋やの中ちゅう央おうにおかれた、大おおきなガラスケースが視し界かいに入はいった。

　かすかに、あわいエメラルドグリーンの光ひかりをはなっている。

　そんなガラスケースの中なかには、ドッジボールほどの大おおきさの、まっしろなものがうかんでいた。

「……これが、シルフ……？」

　繭まゆというよりは、表ひょう面めんがつるんとしていて、卵たまごのように見みえる。

「この中なかに……」

（シルフが眠ねむっているの？）

　よく見みようと、ガラスケースに近ちかづいて、杏あん樹じゅはやっと、自じ分ぶんのほかにも、だれかが部へ屋やにいるのに気きづいた。

「あ、紹しょう介かいするわね、杏あん樹じゅ」

　杏あん樹じゅのうしろにいたモルガンが、ガラスケースのむこう側がわへ声こえをかける。

「あなたたち、こっちに出でてきてもらえる？」

　モルガンの言こと葉ばにこたえるようにして、それらは音おともなく、杏あん樹じゅの前まえにすがたをあらわした。

「！」

　ＷＦＡの本ほん部ぶなのだから、精せい霊れいがいてもおかしくないのに、ビクリと体からだがこわばってしまう。

　いいかげん、なれなきゃ……と思おもうのだけれど、もともとこわがりの杏あん樹じゅが、異い形ぎょうの精せい霊れいになれるには、もう少すこし時じ間かんがかかりそうだった。

　モルガンは、そんな杏あん樹じゅを気きづかって、やさしく背せ中なかをおす。

　お母かあさんのような、あたたかい手てのひらを背せ中なかに感かんじ、杏あん樹じゅは肩かたの力ちからをぬいた。

「だいじょうぶ。属ぞく性せいはちがうけれど、この人ひとたちはみんな、シルフのなかまよ」

「なかま？」

（そういえば……）

　ここに来くる前まえ──日にっ本ぽんの空くう港こうで、見みおくりにきてくれた精せい霊れいが言いっていた。

　四よん大だい精せい霊れい、と。

　シルフのように、自じ由ゆうきままに種しゅ族ぞくのあいだを移い動どうする精せい霊れい。

　それぞれ属ぞく性せいをもち、おたがいを主しゅ張ちょうしあうことなく、なかよくしているらしい。

　杏あん樹じゅは、モルガンから視し線せんをうつした。

　じっと見みたいのをこらえて、あいさつをする。

「あっ、あの……はじめまして。日にっ本ぽんで、特とく別べつ管かん理り大たい使しをしている高たか野の杏あん樹じゅです」

　おじぎをする杏あん樹じゅに、ほっそりとした白しろい手てがのびてくる。

「はじめまして、ウンディーネです」

　そう言いって、握あく手しゅをもとめたウンディーネは、顔かおをあげた杏あん樹じゅにほほえんだ。

　ウンディーネの手てをにぎった瞬しゅん間かん──杏あん樹じゅはおもわず、パッと手てをはなしてしまった。

（つ、冷つめたい！）

　氷こおりのような冷つめたさを感かんじ、杏あん樹じゅはあわててウンディーネを見みた。

　手てをはなされたことを、不ふ満まんには思おもっていないようだ。

「ごめんなさいね。なんだか、おどろかせてしまったみたい」

「いえ、その……こちらこそ、ごめんなさい。ちょっとビックリしちゃって」

　あらためて、杏あん樹じゅはウンディーネの冷つめたい手てをにぎる。

「よろしくおねがいします」

「……かわいい大たい使しさんね」

　吸すいこまれそうな闇やみを思おもわせる瞳ひとみの黒くろに、ゾクリと寒さむ気けがする。

（この人ひとが、水みずの精せい……）

　あわい水みず色いろの、サラリとした絹きぬ糸いとのようなストレートの長ながい髪かみは、ゆかについてしまいそうなほど。そんな髪かみから見みえかくれしている耳みみは、魚さかなのヒレのようなかたちをしている。

　髪かみとおなじ色いろの、イブニングドレスをきたウンディーネは、艶つやのある笑えみをうかべたままだ。

「んじゃ、つぎはオレだな。サラマンダーという。よろしく」

　ドスンとゆかを鳴ならし、ウンディーネのうしろからあらわれたサラマンダーは──３メートルほどもある、２本ほん足あしで立たつトカゲだ。

　いや、トカゲというよりは、小ちいさな肉にく食しょく恐きょう竜りゅうのよう、と言いったほうが正ただしいかもしれない。

　燃もえるような紅あかい体からだは、ゴツゴツとしている。

「最さい後ごはワシじゃ」

　しゃがれた声こえが聞きこえるものの、すがたは見みえない。

　杏あん樹じゅが見みまわすと、

「ここにいるぞ、じいさんは」

　と、サラマンダーが、するどいツメで、自じ分ぶんの肩かたを指ゆびさした。

「え？」

　杏あん樹じゅは、サラマンダーに近ちかづき、肩かたをじっと見みる。

　そこには──シルフより、ちょっと大おおきいくらいの、おじいさんが座すわっていた。

「ワシの名なは、ノーム。地ちの精せいノームじゃ」

　ふさふさとしたまゆげがピクッと動うごくが、顔かおをおおうヒゲのせいで、表ひょう情じょうがよくわからない。

「水みずの精せいウンディーネ、火ひの精せいサラマンダー、地ちの精せいノーム──この３人にんと風かぜの精せいであるシルフをあわせて、四よん大だい精せい霊れいと呼よぶの。みんな、シルフを心しん配ぱいして、集あつまってきてくれたのよ」
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　モルガンは、繭まゆの状じょう態たいになっているシルフを見みた。

「どうして、シルフがこうなってしまったのか……いま、みんなで話はなしあってたところなの」

「なにか、わかったんですか？」

　杏あん樹じゅに聞きかれ、モルガンは肩かたをすくめた。

「暗あん礁しょうにのりあげた感かんじね。彼かれらにも、まったくわからないって」

「そうですか……」

　ここにくれば、シルフに会あえる──いっしょに日にっ本ぽんに帰かえれると思おもっていた杏あん樹じゅは、うなだれる。

「ごめんなさいね。せっかくむかえにきてくれたのに……シルフの目めを覚さまさせる方ほう法ほうが、わからないのよ」

　お手てあげ状じょう態たいのモルガンに、サラマンダーが声こえをかける。

「モルガン。おじょうさんの前まえで、こう言いっちゃなんだけど……オレたちは、人にん間げんと契けい約やくしたことがないんだ。おじょうさんと契けい約やくをしたシルフとは、ちがうんだよ」

「どういう意い味み？　この子こ──杏あん樹じゅと契けい約やくしたから、シルフは、こうなったってこと？」

「少すくなくとも、オレはそう思おもってる」

　モルガンとサラマンダーのやりとりを聞きいて、杏あん樹じゅは言こと葉ばをうしなった。

　シルフは、空そらが飛とべない杏あん樹じゅのために、契けい約やくの呪じゅ文もんをとなえ、自じ分ぶんの体からだを、空そら飛とぶクツへと変かえてくれた。

　もしかしたら──そうやって、杏あん樹じゅを助たすけてくれていたことが、繭まゆになってしまった原げん因いんじゃないかと思おもっていたけれど……

　杏あん樹じゅの顔かおがこわばっているのを見みて、サラマンダーはあわてて言こと葉ばをつづけた。

「いや、おじょうさんのせいじゃないよ。シルフのことだから、説せつ明めいもせずに、契けい約やくをしたんだろ。ただ、オレたちとシルフは、ちがうってことが言いいたいんだ」

　そう言いって、サラマンダーはだまりこんでしまった。

「ちょっといいかしら？」

　モルガンの声こえに、ウンディーネが顔かおをあげる。

「四よん大だい精せい霊れいの契けい約やく履り行こうっていうのが、わかんないのよね。ほかの精せい霊れいには、そういうのってないから。ちょっと説せつ明めいしてくれない？」

　ウンディーネとサラマンダーが、顔かおを見みあわせた。

「教おしえるのが禁きん忌きってわけじゃないんでしょう？」

　うながすモルガンに、杏あん樹じゅが問といかける。

「あの、禁きん忌きってなんですか？」

「あぁ……やってはいけないと禁きん止しされていることよ」

「なるほど」

　なっとくした杏あん樹じゅは、アイコンタクトで相そう談だんしているように見みえる、ウンディーネとサラマンダーに視し線せんをうつした。

　観かん念ねんしたように、サラマンダーが口くちをひらく。

　それは、古ふるいむかしにさかのぼった、おとぎ話ばなしのようなお話はなしだった──




　遠とおいむかし、まだ人ひとが精せい霊れいの存そん在ざいに気きづいていなかったころ──ヨーロッパに、ひとりの錬れん金きん術じゅつ師しがいた。

　彼かれの名なは、パラケルスス。

　のちに、多た大だいな功こう績せきをのこし、世せ界かいに名なをはせる有ゆう名めいな人じん物ぶつになるのだが、そのときはまだ無む名めいだった。

　錬れん金きん術じゅつとは、鉄てつ・鉛なまり・銅どうなどを、純じゅん金きんや貴き金きん属ぞくへと変かえようとする技ぎ術じゅつだ。

　不ふ老ろう不ふ死しや完かん治ちの薬くすり、命いのちを宿やどす薬くすりなど……さまざまな薬くすりを作つくることができると言いわれ、当とう時じは呪じゅ術じゅつ的てきなものでもあった。

　研けん究きゅうに熱ねっ中ちゅうしていたある日ひ、パラケルススは小ちいさな生せい命めい体たいを発はっ見けんする。

　それは、自じ分ぶんが作つくりだしたものではなく、最さい初しょから、そこにいたのだと気きづいた。

　その生せい命めい体たいの名なは、ノーム。

　ノームは、むかしから知ち恵え者しゃで、パラケルススの研けん究きゅうに興きょう味みがあり、のぞきにきていたのだ。

　そのころのノームは、まだ人じん語ごを話はなすことができず、パラケルススと会かい話わをすることができなかった。

　しかし、友ゆう好こう的てきなパラケルススに好こう意いをいだき、ノームは毎まい夜よ、パラケルススの研けん究きゅう室しつへとかよった。

　パラケルススはよろこんで、この小ちいさな友ゆう人じんをもてなした。

　パラケルススを、信しん頼らいできる人じん物ぶつだと思おもったノームは、ある晩ばん、なかまを連つれて、研けん究きゅう室しつをたずねた。

　そのなかまが──ウンディーネやサラマンダー、シルフだ。

　４人にんの精せい霊れいが、それぞれ、ちがう属ぞく性せいをもっているのに、反はん発ぱつしあうことなく均きん衡こうをたもって、いっしょに行こう動どうしているということに、興きょう味みをもったパラケルススは、小ちいさな友ゆう人じんたちに研けん究きゅう成せい果かをプレゼントしたいと言いいだした。

　それは──自じ分ぶんの体からだを、武ぶ器きへと変かえる錬れん金きん術じゅつだ。

「この術じゅつは、使つかう者ものによって形けい態たいを変かえる──が、戦たたかいを有ゆう利りにできることは、まちがいない」

　しかし、ノームは断ことわった。

「これは、とても危き険けんな術じゅつだ。欲よく望ぼうにまみれた人にん間げんが使つかうものではない。作つくりだしてしまったことに後こう悔かいもしている。だが、だれにも知しられることなく消けしてしまうには、少しょう々しょう、惜おしい。だから、きみたちに受うけとってほしいんだ」

　それでも、ノームは断ことわった。

「じゃあ、こうしよう。もし、人にん間げんたちのあいだで、あらそいがおこったら、きみたちがこれを使つかって、人にん間げんたちの力ちからになってくれ。この力ちからで、あらそいをしずめてほしいんだ」

　そのころのヨーロッパでは、各かく地ちであらそいがおきていた。

　精せい霊れいたちは、住すむ場ば所しょを荒あらされ、あらそいに巻まきこまれて、中なかには消きえていく精せい霊れいもいた。

　４人にんは、その状じょう況きょうをどうにかしたいと思おもっていたが、精せい霊れいが人にん間げん界かいに出でていくことは禁きんじられていたため、どうすることもできなかった。




　はがゆい思おもいをかかえていた精せい霊れいに、力ちからを。

　自じ分ぶんたちの体からだを武ぶ器きに変かえ、世せ界かいをしずめる──そんな力ちからを。




「それが、契けい約やく履り行こうってわけね？」

　モルガンの言こと葉ばに、サラマンダーはうなずいた。

「いままで──オレたちが、この能のう力りょくを使つかってこなかったのは、使つかってやりたいと思おもえる人にん間げんが、いなかったからだ」

　モルガンが、けげんそうな表ひょう情じょうをうかべる。

「何なん百びゃく年ねんも生いきてきて、ひとりもいなかったの？　そんなはずないでしょう？」

　サラマンダーが自じ嘲ちょう的てきに笑わらった。

「人にん間げんはみんな、鉄てつの武ぶ器きをもっていた。オレたちが武ぶ器きに変かわったところで、なんになる？」

「そういうことか」

　うなずいたモルガンの横よこにいた杏あん樹じゅを、ウンディーネがじっと見みつめる。

　その視し線せんに気きづき、杏あん樹じゅは首くびをかしげる。

「あの……なにか？」

「シルフは、この能のう力りょくを使つかいたがっていたわ。だれかの役やくにたちたいって、ずっと言いっていたの。あなたのおじいさんから、あなたのことで相そう談だんがきたとき──シルフは、飛とんでいった。これで、だれかの役やくにたてるって言いってね」

　そう言いって、さびしそうに、繭まゆのシルフへと視し線せんをうつした。

「そのときのシルフの顔かおは、いままででいちばんかがやいていたわ……それなのに、こんなかたちで眠ねむりについてしまうなんて……」







　　　　６　原げん因いんは……私わたし？




　いまにも、涙なみだがこぼれそうなウンディーネを前まえに、杏あん樹じゅはなにも言いえなかった。

（私わたしのせい……？）

　そのことだけが、頭あたまの中なかでグルグルしている。

　杏あん樹じゅの心こころを見みすかしたように、モルガンが口くちをひらいた。

「あなたたちの話はなしを聞きくまで、私わたしは──シルフがこうなったのは、人にん間げんに関かかわりすぎたからじゃないかと思おもってたけど……きっと、まちがいだわ。契けい約やく履り行こうしたら、繭まゆになるなんて……そんな使つかえない術じゅつを、パラケルススが世よに出だすはずがないもの」

　自じ分ぶんに言いいきかせるように言いうと、モルガンは杏あん樹じゅの肩かたをたたいた。

「ほかに、なにか原げん因いんがあるのよ。杏あん樹じゅ……あなた、なにか思おもいあたることはない？」

「なにかって言いわれても……」

　しょうじき、わからない。

　杏あん樹じゅのもとに来くるまではへいきだったのだから、きっと、日にっ本ぽんでなにかがあったのだ。

　そのなにかとは？

　杏あん樹じゅはすなおに答こたえた。

「とくに、思おもいあたることはないんです。ずっといっしょだったのに、シルフのこと、ぜんぜん見みてなかった……」

　ウンディーネが、ふしぎそうに聞ききかえした。

「ずっといっしょ？」

「はい。寝ねるときも、学がっ校こうに行いくときも、ずっといっしょでした」

　さすがに、お風ふ呂ろやトイレはべつだったけれど。

「もしかして……人にん間げん界かいにいたせいで、むしろあまり能のう力りょくを使つかわなかったから、いけないんじゃないかしら？」

　ウンディーネの仮か説せつに、ノームが首くびをふった。長ながいまゆげが左さ右ゆうにゆれる。

「ワシは、10年ねん以い上じょう、能のう力りょくという能のう力りょくを使つかっていない。それでも、消きえてないぞい」

　ノームの言こと葉ばを聞きいて、サラマンダーが首くびをかしげた。

「おいおい、じいさん。使つかってないのに、能のう力りょくが消きえてないって、なんでわかるんだ？」

「ほほほ。自じ分ぶんの体からだの異い変へんくらい、能のう力りょくを使つかおうとしなくてもわかるぞい」

「それもそうか。ってことは、逆ぎゃくに、能のう力りょくを使つかいすぎたとか？」

　サラマンダーをたしなめるように、ウンディーネがため息いきまじりに言いった。

「サラマンダー、覚おぼえてないの？　シルフってば、世せ界かい中じゅうを飛とびまわって、いろいろな精せい霊れいにちょっかい出だしてきたじゃない。あのとき以い上じょうに、日にっ本ぽんで能のう力りょくを使つかうなんて、考かんがえられないわよ」

「たしかにそうだな……オレたちと合ごう流りゅうするのは、年ねんに一いち度どあるかないかだったしな」

　むかしを思おもいだしているのか、サラマンダーはなつかしそうに目めをほそめた。

　そんな彼かれらを見みて、モルガンが腕うでぐみをする。

「原げん因いんらしい原げん因いんは、思おもいあたらない……と。こまったわね」

　そのとき。

　なやむ杏あん樹じゅの耳みみに、カラスの鳴なき声ごえが飛とびこんできた。

「ん!?」

　ただごとではないさわぎように、杏あん樹じゅは窓まどへと近ちかづいた。

　モルガンが、杏あん樹じゅを呼よびとめる。

「杏あん樹じゅ、どうかした？」

「あの……カラスたちが、外そとでさわいでるから……なんだろうと思おもって」

「さわいでる？」

「ええ……聞きこえませんか？」

　杏あん樹じゅの問といかけに、部へ屋やの中なかにいたみんなが首くびをふった。

「とくになにも聞きこえないぞ。気きのせいじゃないのか？」

　サラマンダーが言いったのと同どう時じに、部へ屋やのドアが、いきおいよくひらいた。

　部へ屋やに入はいってきたのは、シャ・ノワールだ。

「モルガンッ！　また、いつものヤツがきましたよっ！」

（いつものヤツ？）

「ガーゴイルか……しつこいわね」
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　顔かおをしかめ、つぶやくモルガン。

「ちょっと、ここにいて。すぐにもどるわ」

　そう言いって、シャ・ノワールとともに、あわただしく部へ屋やを出でていった。

「ガーゴイル……？」

　杏あん樹じゅは小こ声ごえでくりかえす。

（私わたしのあとをつけてきたんじゃなくって……さっき見みたのは、本ほん部ぶに来くるためだったんだ）

　カラスのさわぎようからして、悪あく意いをもって、ここへきたのにちがいない。

「にしても、最さい近きん、多おおいな。メフィストフェレスの影えい響きょうか？」

　はきだすように言いって、サラマンダーが、やれやれ、と息いきをつく。

「モルガンもたいへんだよな」

「そう思おもうなら、てつだえばいいのよ。フランス大たい使しはいま、空くう席せきなんだから」

「モルガンが兼けん任にんしてるだろう？」

「だから、少すこしでも負ふ担たんを軽かるくしてあげるんじゃない」

　ウンディーネは、うんざりした表ひょう情じょうをうかべる。

（だいじょうぶなのかな……）

　心しん配ぱいそうに窓まどを見みつめる杏あん樹じゅに、サラマンダーが口くちもとをゆるめた。

「ガーゴイルごときじゃ、モルガンのあいてにならないよ。一いっ瞬しゅんでカタをつけてもどってくるさ」

「そ、そうなんですか？」

「おじょうさんは、モルガンの強つよさを知しらないのか？」

　フルフルと首くびを横よこにふる。

　オシャレでハデ好ずきの魔ま女じょ。

　杏あん樹じゅが思おもうモルガンのイメージに、強つよい、という文も字じはない。

　モルガンが、魔ま法ほうを使つかっているのを見みたのは一いち度どきり──

　バグベアという精せい霊れいをつかまえたときだけだ。

「精せい霊れい界かいで、正しょう面めんきってモルガンに戦たたかいをいどむヤツなんて、バカな高こう等とう精せい霊れいか、下か級きゅう悪あく魔まだけだ」

　そう言いって、杏あん樹じゅにイスをすすめた。

「おじょうさん、座すわったらどうだ？　ずっと立たちっぱなしってのも、つかれるだろ」

　そう言いわれ、杏あん樹じゅはお礼れいを言いうと、革かわばりのソファーに腰こしをおろした。

「それにしても──あなたは耳みみがいいのね。この部へ屋やの中なかでも、カラスの声こえが聞きこえるなんて」

　ウンディーネは、言こと葉ばをつづけた。

「この部へ屋やは、外がい界かいの音おとが聞きこえないようになっているのよ。それなのに、どうして聞きこえたの？」

（どうしてって……）

　おずおずと杏あん樹じゅは答こたえる。

「……耳みみが、いいんです」

「生うまれつき？」

「いえ……」

　杏あん樹じゅは、少すこしためらってから言いった。

「吸ヴァ血ンパ鬼イアとして目めざめてから、きゅうに、耳みみがよくなって……前まえは、ニオイにも敏びん感かんだったんですけど……いま、のこっているのは聴ちょう覚かくだけです」

「あぁ、そうなの。能のう力りょくが、出でたり消きえたりするなんて、吸ヴァ血ンパ鬼イアってめんどうね。吸ヴァ血ンパ鬼イアって種しゅ族ぞくは、みんな能のう力りょくがバラバラなのよね」

　顔かおをしかめるウンディーネは、さらに質しつ問もんをつづけた。

「あなたの──吸ヴァ血ンパ鬼イアの能のう力りょくって、ほかにどんなものがあるの？　まさか、耳みみがいいってだけじゃないんでしょう？」

　そう聞きかれて、杏あん樹じゅはこまってしまった。

　精せい霊れいを自じ国こくへと導みちびく、召しょう還かんの光ひかりをはなつ紋もんは、モルガンから授さずかった大たい使しの力ちからで、吸ヴァ血ンパ鬼イアの能のう力りょくではない。

　空そらも飛とべないし、怪かい力りきでもない。

　光こう哉やみたいに、傷きずが一いっ瞬しゅんにして完かん治ちするような能のう力りょくもない。

　少すこし耳みみがいい、というだけで、杏あん樹じゅはほとんど、ふつうの人にん間げんと変かわらなかった。

（私わたしって、なにもないんだ……）

　あまりにも、無む力りょくな自じ分ぶんが、なさけなかった。

「もしかして……あなたの能のう力りょくって、ほんとうにそれだけ？」

　コクリとうなずく。

「吸ヴァ血ンパ鬼イアなのに？」

　杏あん樹じゅは──ふたたび、うなずいた。

　能のう力りょくがないということが、なんだか恥はずかしく思おもえて、杏あん樹じゅの顔かおは赤あかくなっていく。

（こんな……）

　こんな思おもいをするなんて、考かんがえもしなかった。

　むしろ、人にん間げんじゃなくなったことが、哀かなしくてこわくて、泣ないたこともあったのに。

「……なるほどね。だから、シルフは、あなたに力ちからを貸かしたんだわ」

　なっとくしたウンディーネは、ノームへと視し線せんをむけた。

「ねぇ、ちょっと調しらべてあげてよ。この子この能のう力りょくが、どんなものか──ノームなら、できるでしょう？」

「調しらべるって……そんなこと、できるんですか？」

　はじめて聞きく情じょう報ほうに、杏あん樹じゅは目めを丸まるくした。

「ええ。ノームの能のう力りょくのひとつなのよ。体たい内ないに流ながれている気きを、瞬しゅん時じに読よむことができる。それによって、その人ひとの特とっ化かした能のう力りょくがわかるの」

　たとえば……と言こと葉ばをつづける。

「飛ひ行こう能のう力りょくのある精せい霊れいなら、羽は根ねに気きがたまっているし、変へん身しん能のう力りょくがある精せい霊れいなら、全ぜん身しんに気きがみなぎっている。人にん間げんの気きはよわいから、調しらべてもなにも感かんじないわ」

　説せつ明めいされて、杏あん樹じゅはきゅうに不ふ安あんになった。

　吸ヴァ血ンパ鬼イアではあるけれど、もし、調しらべてもらって、なんの気きも感かんじられなかったら……

（なんだかこわいなぁ）

　自じ分ぶんを知しることができるというのは、うれしい気きがするけれど、こわい気き持もちのほうが強つよい。

　ノームが気きづかわしげに杏あん樹じゅを見みたあと、ウンディーネに声こえをかけた。

「能のう力りょくは自じ分ぶんで気きづくもんじゃ。ましてや、この子こは吸ヴァ血ンパ鬼イアに目めざめて、まだ間まもない。ワシが調しらべるまでもないだろうに」

「いいじゃない。大たい使しになった以い上じょう、ゆっくり自じ分ぶんを知しっていくなんて、のんきなこと言いってられないでしょう？　シルフも、こんな状じょう態たいなんだし」

（たしかに……）

　自じ分ぶんの知しらない能のう力りょくがあるとしたら──それを知しれば、なにかの役やくにたつかもしれない。

　杏あん樹じゅは決けっ心しんして、立たちあがった。

「おねがいできますか、ノームさん」

「……いいのかい？　ウンディーネの言いうことを、気きにする必ひつ要ようなんてないんだぞい？」

「いいんです」

　杏あん樹じゅはまっすぐノームを見みた。

　蒼あおい瞳ひとみにいぬかれたノームは、ひとつうなずくと──サラマンダーの肩かたから、杏あん樹じゅの肩かたへと飛とびうつってきた。

「では──」

　ノームの小ちいさな手てが、杏あん樹じゅの首くびすじにふれた瞬しゅん間かん──




　ピシャーン！




　窓まどの外そとで、雷らい鳴めいがとどろいて、杏あん樹じゅはおもわず、ビクリとなってしまう。

「なっ、なんですか!?」

　外そとは晴はれていたはずなのに。

「モルガンの得とく意いとする、雷かみなりの召しょう還かん魔ま法ほうさ。ガーゴイルは黒くろこげだな、こりゃ」

　カカッ、と笑わらったサラマンダーの肩かたに、杏あん樹じゅの肩かたにいたノームがピョン、ともどった。

「あっ……もう、終おわったんですか？」

（一いっ瞬しゅんだったのに、もう気きを読よめたのかな？）

「ねぇ、わかったの？」

　ウンディーネが、興きょう味みしんしんに問といかける。

　杏あん樹じゅも、ドキドキしながら、ノームを見みた。

　すると、表ひょう情じょうの見みえにくいノームだが、まゆげのすきまから見みえる顔かおは、まっさおだった。

「……どうかしたの、ノーム？」

　ノームは、口くちをつぐんでいた。

（もしかして……）

　能のう力りょくは、なにもなかったんじゃないか。

　杏あん樹じゅに気きをつかって、言いえないんじゃないか。

「あの……正しょう直じきに話はなしてください。私わたし、能のう力りょくがなにもなくても──」

「……能のう力りょくがないんじゃない」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばをさえぎったノームは、視し線せんを杏あん樹じゅへとむけた。

　その視し線せんのするどさに、杏あん樹じゅはギョッとする。

「……あんたは、やっぱり吸ヴァ血ンパ鬼イアじゃ」

「……どういう意い味みですか？」

「そのままの意い味みじゃよ」

「ちょっとちょっと！」

　杏あん樹じゅとノームの会かい話わに、ウンディーネが割わってはいる。

「意い味みがわかんないわよ。ちゃんと説せつ明めいして」

　そう言いわれても、ノームは杏あん樹じゅをにらみつけたままだった。

　するどい視し線せんにたえきれず、杏あん樹じゅは、助たすけをもとめるように、サラマンダーたちを見みた。

「おいおいじいさん。きゅうにどうしたよ」

　ノームの小ちいさな体からだが、ふるえはじめた。まるで、怒いかりがおさえきれない、というように。

　ノームは、大おおきく深しん呼こ吸きゅうすると──きっぱりと言いった。

「あんたは、吸ヴァ血ンパ鬼イアだ──他人ひとさまの能のう力りょくを吸すいとる能のう力りょくをもった、な──」

「……えっ？」

「あんたこそが、シルフがこうなった元げん凶きょうなんじゃ！」

　ノームに指ゆびをさされ、杏あん樹じゅは絶ぜっ句くした。

　──他た人にんの能のう力りょくを……吸すいとる……？

　ノームが言いった衝しょう撃げき的てきな結けっ果かに、ウンディーネやサラマンダーも言こと葉ばをうしなった。

　ドアがひらく音おとがしたけれど、杏あん樹じゅはふりかえることもできなかった。







　　　　７　吸ヴァ血ンパ鬼イアの村むらへ！




「あなたたち、いったいどうしたの？」

　モルガンが、ピンヒールの音おとをひびかせて、部へ屋やの中なかへと入はいってくる。

　杏あん樹じゅは、目めの前まえがまっくらになった。

「ノーム、なにかのまちがいじゃないのか？」

「ワシの鑑かん定ていが、まちがったことあるか？」

「いや、ないけどさ……」

「シルフの能のう力りょくが消きえたのは、こやつといっしょに行こう動どうしてからじゃ。ずっといっしょにいたことで、じょじょに吸すいとられていったんじゃ」

　一いっ気きにまくしたてると、ノームはピョンとゆかにおりた。

「ここにいたら、ワシらも、こやつに能のう力りょくを吸すいとられてしまう。ワシは帰かえる！」

「ちょっと待まちなさいってば！」

　ノームを、キラキラにデコッた長ながいツメでつまみ上あげると、モルガンはみんなを見みまわした。

「さて、なにがどうなってるのか、説せつ明めいしてちょうだい」

　モルガンの言こと葉ばにこたえる者ものは、だれもいなかった。

　ウンディーネは杏あん樹じゅをじっと見みつめたままだし、ノームはぶら下さげられたまま、そっぽをむいている。

「オレには、まだよく理り解かいできないんだけど──」

　そう言いって、サラマンダーが説せつ明めいする。

「……そういうこと……」

　説せつ明めいを受うけたモルガンは、目めを閉とじて、考かんがえはじめた。

　杏あん樹じゅは、それをじっと見みつめている。

　モルガンに、否ひ定ていしてほしかった。杏あん樹じゅのせいじゃない、と言いいきってほしかった。

　だけど、モルガンはだまりこんだままだ。

　しばらく、無む言ごんの時じ間かんがつづいて──

「ねぇ、杏あん樹じゅ。あなた、いま、風かぜをおこせる？」

　杏あん樹じゅはそくざに、首くびをふった。

　シルフじゃないんだから、自じ由ゆう自じ在ざいに風かぜをおこせるわけがない。

「ためしてみて」

「ためすって……ここで、ですか？」

「そうよ。ノームの鑑かん定ていがほんとうなら、できるはずよ」

　モルガンの燃もえるような紅あかい瞳ひとみが、じっと杏あん樹じゅを見みている。

　反はん論ろんは受うけつけないといったふんいきだ。

「やってみます」

　ふるえる声こえでこたえると、杏あん樹じゅはなんとなく、両りょう手てを前まえへつきだした。

（風かぜをおこすって、どうすればいいんだろう……）

　真しん実じつを知しるのがこわかった。

　だけど、原げん因いんを知しらなきゃ、シルフをすくうことはできない。

（なんのために、フランスまで来きたのよ、杏あん樹じゅ！）

　大おおきく深しん呼こ吸きゅうをすると、ゆっくりと目めを閉とじる。

　耳みみ鳴なりすらも聞きこえないほどの、静しずけさにつつまれた。

　周しゅう囲いの音おとや、みんなの呼こ吸きゅう音おんも聞きこえない。

（風かぜよ……）

　祈いのるようにねんじて、両りょう手てに力ちからをこめる。

（もしも私わたしに、シルフの能のう力りょくがあるのなら──風かぜよ、吹ふいて！）

　そのとき、両りょう手てが熱あつくなり、なにかの感かん触しょくを感かんじた。

　杏あん樹じゅは、カッと目めを見みひらく。

「杏あん樹じゅ、あなた……」

　モルガンが言こと葉ばをうしなっている。それもそのはずだ。

　なんども杏あん樹じゅをすくった、シルフの竜たつ巻まき。それがいま、杏あん樹じゅの目めの前まえにあらわれたのだ。

（そんな……！）
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　杏あん樹じゅは、自じ分ぶんの身みにおきていることが、信しんじられなかった。

「ほら、やっぱりそうじゃろ？　ワシの鑑かん定ていは正ただしかったんじゃ！」

　ノームがどなる。

「この忌いまわしい吸ヴァ血ンパ鬼イアが！　シルフをかえせ！」

　全ぜん身しんをふるわせて、杏あん樹じゅは脱だつ力りょくしたように両りょう手てをおろした。

　あらわれた竜たつ巻まきは、あっという間まに消きえてしまう。

　モルガンが、杏あん樹じゅの前まえに立たちふさがるようにして、言いった。

「ノーム、そんな言いいかたはよくないわ。杏あん樹じゅの意い思しで吸すいとったわけじゃないんだし──きっと、自動オートで発はつ動どうする能のう力りょくなのよ」

「なおさら悪わるいわい！　こやつが未み熟じゅくなせいで、シルフがあんなすがたになったんじゃ！」

　ノームの言こと葉ばを手てでさえぎるようにして、モルガンはシャ・ノワールを呼よびつけた。

　ひらきっぱなしになっていたドアから、シャ・ノワールが、駆かけ足あしでやってくる。

「どうかしましたか？　モルガン」

「シャ・ノワール。ヴァナーブに連れん絡らくしてちょうだい」

　モルガンの声こえが部へ屋やにひびく。

「連れん絡らくするのはいいですが、なんと？」

「杏あん樹じゅを……日にっ本ぽんの大たい使しを、いまから連つれていくとつたえて」

　シャ・ノワールは、チラリと杏あん樹じゅを見みた。

「いいんですか？　あそこは──」

「いいの。すぐに出しゅっ発ぱつするわ」

「わかりました」

　シャ・ノワールが、足あしばやに部へ屋やから出でていく。

　それを見みおくってから、モルガンはてきぱきと指し示じを出だした。

「ウンディーネたちは、ここにいてちょうだい。シルフに変へん化かがあったら、すぐにシャ・ノワールに報ほう告こくしてね」

　返へん事じはない。

「いいわね？」

　念ねんをおされ、ウンディーネが肩かたをすくめた。

「わかったわ。その吸ヴァ血ンパ鬼イアがここからいなくなるなら、私わたしたちが出でていく必ひつ要ようはないもの。このまま、シルフのそばにいるわ」

　ウンディーネの、敵てきを見みるような視し線せんに、切きりつけられるような気きがした。

「……杏あん樹じゅ、行いきましょう」

　モルガンが杏あん樹じゅをうながした。だけど、杏あん樹じゅの足あしは動うごかない。

「杏あん樹じゅ？」

　ウンディーネの視し線せんにたえきれず、とうとう、杏あん樹じゅの目めからポロポロと涙なみだがこぼれてくる。

「……私わたしのせいで、シルフが……私わたしと、ずっといっしょにいたせいで……」

「杏あん樹じゅ……いいのよ。知しらなかったのだから、しかたないことだわ」

「よくないです！」

　杏あん樹じゅは顔かおをあげると、キッとモルガンを見みすえた。

　大おおつぶの涙なみだが、杏あん樹じゅのほおをぬらしていく。

「もっと、自じ分ぶんのことを知しっていれば……こんなことには、ならなかったのに！」

　後こう悔かいしてもおそい。

　だけど、後こう悔かいせずにはいられない。

　両りょう手てで顔かおをおおい、杏あん樹じゅは声こえをあげて泣ないた。

「おじょうさん……知しらなかったんだし、そこまで、自じ分ぶんを責せめなくても──」

　そう言いったサラマンダーは、言こと葉ばがつづかなかった。

「サラマンダーの言いうとおりよ。知しらないのなら、これから知しればいい。ぜったいに、解かい決けつ策さくはあるはずよ」

　モルガンは、杏あん樹じゅの両りょう肩かたをつかむと、顔かおをのぞきこんだ。

「杏あん樹じゅ、私わたしを信しんじて」

　ひっくひっくと、しゃくり上あげている杏あん樹じゅは、モルガンのやさしいまなざしに目めをあげた。

「だいじょうぶよ。これから行いくところで、きっと手てがかりが見みつかるから」

「……行いくって、どこへ？」

　たどたどしく口くちをひらく杏あん樹じゅを見みて、モルガンは口くちもとに笑えみをうかべた。

　グロスをぬったくちびるが、あやしく光ひかる。

「──吸ヴァ血ンパ鬼イアの村むらよ」




　モルガンのほうきに乗のって、杏あん樹じゅはＷＦＡの本ほん部ぶ上じょう空くうにうかんでいた。

　がっしりとした樫かしの木きの柄えは、思おもったよりも座すわりやすかった──

　が、それでも不ふ安あん定ていなのには変かわりない。

「飛とばすわよ。しっかりつかまっててね」

　そう言いわれて、杏あん樹じゅは、モルガンのほっそりとした体からだにしがみつく。

「すぐ着つくわ。それっ！」

　モルガンが、ほうきの柄えをパンッとたたいた。

　それを合あい図ずに、ほうきが急きゅう加か速そくする。

「うわっ！」

　グンッとうしろに引ひっぱられた。

「だいじょうぶ！　すぐになれるわよ！」

　杏あん樹じゅは、そっと眼がん下かを見みおろした。

　遠とおくに、まっしろな外がい壁へきの凱がい旋せん門もんが見みえる。

　そのむこうには、キラキラと銅あかがね色いろにかがやくエッフェル塔とうや、〝我われらの貴き婦ふ人じん〟と呼よばれている、聖せい母ぼマリアをたたえるノートル・ダム大だい聖せい堂どうも見みえた。

　こんなにも観かん光こう名めい所しょがよく見みえるのは、日にっ本ぽんのような高こう層そうビル群ぐんがないから。

　そして──それらはグングンと遠とおざかっていき、やがて見みえなくなった。

　風かぜを切きりさき、緑みどりゆたかな土と地ちをぬけ、コバルトブルーの海うみを左ひだり手てに、モルガンは北きたへ北きたへと飛とんでいく。

　山やま々やまがつらなる山さん脈みゃくは、粉こなざとうをかけたように、その頂ちょう上じょうを白しろくそめていた。

　そんな山さん脈みゃくを視し界かいにとらえたモルガンは、ゆっくりと高こう度どを下さげていく。

　ほおをたたく冷つめたい風かぜが、杏あん樹じゅの気き持もちをシャンとさせた。

「あそこよ」

　モルガンが指ゆびさすほうを見みる。

　山やまのふもと──森もりにかこまれた、その場ば所しょには、ひらけた村むらが見みえた。

　山やまの中なかにある村むらにしては、おどろくほど栄さかえているようすに、おもわず目めを見みはってしまう。

「ま、村むらってよりも、街まちだわね」

　そう言いって、モルガンは村むらの入いり口ぐちへと、ほうきをおろした。

　地じ面めんに降おりたった２人ふたりの目めの前まえを、大おおきなトラックが砂すなぼこりをあげて、走はしりさっていく。

「買かいつけ業ぎょう者しゃね」

「買かいつけ業ぎょう者しゃ？」

「そう。この村むらの住じゅう人にんたちが作つくる山羊やぎのチーズは、北ほく欧おうでは有ゆう名めいなのよ。そのチーズを買かいに、業ぎょう者しゃが毎まい日にちやってくるの」

　説せつ明めいしながら、モルガンが村むらへと歩あるいていく。

　だけど、杏あん樹じゅの耳みみには、モルガンの声こえは届とどいていなかった。

　じっと──すぐそこにある、吸ヴァ血ンパ鬼イアたちの村むらをながめる。

（ここが……）

　おじいちゃんが生うまれた場ば所しょ。

　吸ヴァ血ンパ鬼イアしかいない村むら。

　杏あん樹じゅにとって、ここが「いなか」と呼よぶべき場ば所しょなのだ。

　けれど、おじいちゃんからは、一いち度どだって、育そだった場ば所しょのことは聞きかなかった。

　なんとなく、聞きけないふんいきだったから。

　ほんとうはいろいろ、聞きいてみたかった。

　どんなところで育そだったの？

　どんなものがあったの？

　どんな家か族ぞくと過すごしていたの？

（そうだ……！）

　ここには、おじいちゃんの家か族ぞくがいる。

　不ふ老ろう不ふ死しともいわれる、長ちょう命めいの吸ヴァ血ンパ鬼イアなんだから、いなくなっているということはないはずだ。

「杏あん樹じゅ、こっちよ」

　そう言いわれて、杏あん樹じゅはモルガンのもとへと駆かけよった。

「ここなら、あなたの力ちからのことが、わかる人ひとがいるかもしれないわ」

「そうだといいんですけど……」

　おじいちゃんは、杏あん樹じゅのことを先せん祖ぞがえりだと言いっていた。

　とても、めずらしい存そん在ざいらしい。

　吸ヴァ血ンパ鬼イアの村むらとはいえ、先せん祖ぞがえりの能のう力りょくのことを、わかる人ひとがいるのだろうか。

（もし、他た人にんの能のう力りょくを吸すいとってしまうのをとめられなかったら……どうしたらいいんだろう）

　不ふ安あんでおしつぶされそうになり、杏あん樹じゅは胸むねに手てをあてた。

（そうなったら、私わたし……みんなにあわせる顔かおがないよ……）

　杏あん樹じゅの思おもいつめたような顔かおを、モルガンが心しん配ぱいそうに、のぞきこんでくる。

「あの、モルガンさん……」

「なに？」

「ここからさきは、ひとりで行いかせてもらえませんか？」

　杏あん樹じゅの申もうし出でに、モルガンは首くびをかしげた。

　杏あん樹じゅは、言こと葉ばをえらびながら、口くちをひらく。

「こわいんです……自じ分ぶんのことを知しるのが」

「だったら、なおさら、私わたしもいっしょに行いったほうが──」

「でも……もっとこわいのは、みんなに嫌きらわれてしまうこと……」

　ウンディーネの、きゅうに冷つめたくなった視し線せんを思おもいだす。

　杏あん樹じゅをつまはじきにするような態たい度ど。

（それって……）

　杏あん樹じゅが幼おさなかったころ──外がい見けんがちがうからと、杏あん樹じゅにちかよろうともしなかった子こたちとおなじだった。

　もう、あんな思おもいはしたくなかった。

「杏あん樹じゅ……」

　こんなにも親しん切せつにしてくれているモルガンも、杏あん樹じゅの能のう力りょくの実じっ態たいを知しったら、変かわってしまうかもしれない。

　それがこわかった。

「ごめんなさいっ！」

　杏あん樹じゅはそう言いうと、いちもくさんに村むらへと駆かけだした。

「杏あん樹じゅ！」

　呼よびとめられても、杏あん樹じゅはふりかえらなかった。

「やれやれ……」

　モルガンは観かん念ねんして、杏あん樹じゅにむかってさけぶ。

「杏あん樹じゅ！　この村むらの長おさである、ヴァナーブをたずねなさい！　きっと、力ちからになってくれるわ！」

　遠とおざかる杏あん樹じゅが、コクリとうなずいたように見みえた。

「どんな能のう力りょくであっても、受うけいれるのよ、杏あん樹じゅ」

　モルガンのつぶやいた声こえは、突とっ風ぷうによってかき消けされた。







　　　　８　本ほん家けと亜あ種しゅ




　そぼくながらも、整せい備びされた村むらの中なかを、杏あん樹じゅはひとり、おそるおそる歩あるいていた。

　村むらにいる人ひとが全ぜん員いん、吸ヴァ血ンパ鬼イアだとは思おもえないほど、ゆったりとしたふんいきが流ながれている。

　レンガづくりの家いえが建たちならぶ街まちなみは、映えい画がの中なかに出でてきても、おかしくなかった。

　コンビニはないけれど、お店みせのラインナップは充じゅう実じつしていて、住すむのに不ふ便べんはなさそうだ。

　杏あん樹じゅが歩あるいているのは大おお通どおりで、そのせいか、街まちの案あん内ない図ずがところどころに設せっ置ちされている。

「ヴァナーブさん、か……」

　モルガンは、長おさだと言いっていた。

「あの……」

　パンや野や菜さいの入はいった紙かみぶくろをかかえた、住じゅう人にんらしき女おんなの人ひとを呼よびとめてみる。

「ヴァナーブさんに会あいたいのですが、どこに行いけば会あえますか？」

　聞きかれた女おんなの人ひとは、いぶかしげに杏あん樹じゅを見みた。

　つきさすような視し線せんを感かんじ、杏あん樹じゅはおもわず、目めをそらしてしまう。

「……ここの村むらへは、はじめて？」

　そう聞きかれ、杏あん樹じゅは、おずおずとうなずいた。

「そう。……この大おお通どおりをまっすぐ行いくと、大おおきなお屋や敷しきがあるの。そこがヴァナーブの家いえよ」

　言いって、杏あん樹じゅのうしろにある案あん内ない図ずを指ゆびさした。

「ここ。わかりやすいでしょう？」

「……ありがとうございました」

　杏あん樹じゅは、ペコリと頭あたまをさげると、逃にげるように女おんなの人ひとからはなれていった。

　そのとき。

「いまの子こが、イーヴァルの孫まご？」

　立たちさる杏あん樹じゅの背せ中なかを見みつめていた女おんなの人ひとにむかって、通とおりの横よこ道みちから影かげが飛とびだしてきた。

「いまの子こがそうなの？」

　それは、杏あん樹じゅとおなじくらいの年としの女おんなの子こだった。女おんなの子こに聞きかれ、女おんなの人ひとは肩かたをすくめる。

「そうみたいですね。……姫ひめさまは、家いえにいたほうがいいんじゃないですか？」

「そうね……そうする」

　女おんなの子こはそう答こたえると、空そら高たかくうかびあがった。

　それを見みおくって、女おんなの人ひとはハッとなった。

「こうしちゃいられないわ……すぐにみんなに知しらせなきゃ！」




　ヴァナーブの家いえの前まえまできた杏あん樹じゅは、どこかなつかしいふんいきを感かんじとった。

（なんだろう……）

　ふしぎに思おもって、ヴァナーブの家いえを見みつめる。

「あっ！」

　おもわず、声こえをあげた。

　目めの前まえに建たっている家いえ──それは、日にっ本ぽんにある杏あん樹じゅの家いえと、おなじかたちをしていたのだ。

（ぐうぜん……？）

　おじいちゃんは、自じ分ぶんの村むらの村むら長おさとおなじ家いえを、日にっ本ぽんに建たてたのだろうか。

　そのとき、杏あん樹じゅの目めの前まえで、玄げん関かんがあいた。

「え？　えぇっ!?」

　玄げん関かんから出でてきた人じん物ぶつを見みて、杏あん樹じゅは目めを丸まるくする。

「……おじいちゃん！　生いきてたのね！」

　泣なきだしそうな笑えみをうかべ、杏あん樹じゅは、おじいちゃんに駆かけよった。

「ぶじでよかった！」

　そう言いって、いきおいよく抱だきつく。

　杏あん樹じゅのおじいちゃん──イーヴァルは、数すうヶか月げつ前まえにいなくなってしまった。

　吸ヴァ血ンパ鬼イアとしての能のう力りょくが完かん全ぜんになくなって、光ひかりの粒つぶとなって消きえてしまったのだ。

　のこったのは、吸ヴァ血ンパ鬼イアの「牙きば」と呼よばれる犬けん歯しが２本ほんだけ。

　お墓はかには、その犬けん歯しが入はいっている──はずなのだけれど、目めの前まえにあらわれたおじいちゃんには、その犬けん歯しがあった。

「ねぇ、おじいちゃん、どうやってここに来きたの？」

　杏あん樹じゅは、ほおをゆるませて、質しつ問もんをつづける。

「消きえちゃったのかと思おもったのに、へいきだったの？　どっか、悪わるいところとかない？」

　会あいたかった。

　ずっと、ずっと会あいたかった。

　夜よ明あけとともに消きえてしまった、あの日ひから、もう会あえないものだと思おもっていた。

　なのに、目めの前まえにいる。

　杏あん樹じゅは、それがとてもうれしかった。

「もうっ、連れん絡らくくらいしてくれればいいのにっ！」

　ポカポカと、おじいちゃんの胸むねをたたく。

「おじいちゃんがいなくなって、ほんとうにさびしかったんだから！」
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　日にっ本ぽんでの生せい活かつを思おもいだし、杏あん樹じゅの目めに涙なみだがにじむ。

「でも、おじいちゃんがいてくれてよかった。私わたし、もうどうしたらいいのか……ほんとうにわかんなくって……」

　おじいちゃんは、こまったような表ひょう情じょうをしていた。

「……私わたしが、イーヴァルに見みえるかね？」

　どっしりと重おもい、さびしげな声こえに、杏あん樹じゅはあわてて体からだをはなした。

「え？　えっ？」

　まじまじと、目めの前まえの人じん物ぶつを見みる。

　栗くり毛げ色いろの長ながい髪かみはうしろでまとめられ、空そらのように蒼あおい瞳ひとみは、じっと杏あん樹じゅを見みつめている。

　長ちょう身しんで細ほそ身みの体からだには、ほどよく筋きん肉にくがついていた。

　よーく見みてみると、しわがほとんどないことに気きづく。

「おじいちゃん、じゃ……ない？」

　顔かおをこわばらせたまま、杏あん樹じゅは身みがまえる。

「あなたはいったい、だれなの？」

　かすれた声こえで言いう杏あん樹じゅに、その人ひとは大おおきな声こえで笑わらった。

　おじいちゃんとおなじ笑わらい声ごえ。

　それを見みて、杏あん樹じゅはキョトンとしてしまう。

「私わたしとイーヴァルは双ふた子ごだからね、そっくりでとうぜんだよ」

　そう言いって、杏あん樹じゅを家いえの中なかへとまねいた。

「おどろかせて、すまなかったね。私わたしの名なはヴァナーブ・クヌッセン。イーヴァルの双ふた子ごの弟おとうとさ。さぁ、中なかへお入はいり」

（双ふた子ご？　おじいちゃんって、双ふた子ごだったの!?）

　おどろく杏あん樹じゅは──それでも、ヴァナーブにいざなわれるまま、家いえの中なかへと入はいった。

「おじゃまします……」

　杏あん樹じゅの家いえでいうリビングに通とおされ、杏あん樹じゅはふわふわとしたソファーに座すわった。

　よどみない手てつきで、ヴァナーブはお茶ちゃの用よう意いをしはじめる。

　紅こう茶ちゃのいい香かおりが、リビングにふんわりと広ひろがった。

「よくきたね、杏あん樹じゅ。まさか、こんなかたちで会あえるとは、夢ゆめにも思おもっていなかったよ」

　うれしそうに目めをほそめ、ヴァナーブは杏あん樹じゅをしげしげと見みつめた。

「あの……おじいちゃんは……」

「知しっているよ。とてもざんねんだが、あいつがえらんだ道みちだから、しかたないことだ」

　ヴァナーブは、さびしげな表ひょう情じょうをうかべる──が、すぐにそれは消きえていった。

「さて──」

　真しん剣けんなまなざしを杏あん樹じゅへとむける。

「つもる話はなしは、たくさんあるが──それよりも、杏あん樹じゅの相そう談だんがさきだな」

　シャ・ノワールから聞きいたのだろう。

　杏あん樹じゅがなにか言いおうとするのをさえぎって、ヴァナーブがゆっくりと口くちをひらいた。

「能のう力りょくのことだったね？　なんでも、他た人にんの能のう力りょくを吸すいとってしまうとか」

「そうなんです。あの……吸すいとった能のう力りょくは、もうもどせないんでしょうか？　私わたし──大だい事じな友ともだちの能のう力りょくを、吸すいとってしまったらしくて……」

「らしいというのは、どういうことだ？　吸きゅう血けつして、吸すいとったわけじゃないのか？」

「それが、その……」

　モルガンやノームが言いっていたことを、杏あん樹じゅはそのままヴァナーブにつたえる。

　それを聞きいたヴァナーブは、ひどくおどろいた。

「自動オートで発はつ動どうしただと？　そんなこと、あるはずがない！」

「でも、吸きゅう血けつした覚おぼえはないんです」

（おじいちゃんが、ずっとがまんしていたことを、私わたしがするはずないもの……）

「そうか……」

　ヴァナーブはうなって、考かんがえこんでしまった。

（やっぱり、どうすることもできないのかな……）

　ヴァナーブは、ひたいに手てをあて、ため息いきをついた。

「たしかに──他た人にんの能のう力りょくを吸すいとる吸ヴァ血ンパ鬼イアはいるが、吸きゅう血けつしないとムリだ。それにね、能のう力りょくを消けしたいと思おもう者ものはいないし、消けす方ほう法ほうもないはず──」

「おねがいします！」

　杏あん樹じゅは深ふか々ぶかと頭あたまをさげた。

「どんな情じょう報ほうでもいいんです。知しっていることがあったら、教おしえてください！」

「……杏あん樹じゅ」

「古ふるい文ぶん献けんでも、うわさ話ばなしでも、なんでもいいんです。なにかわかることがあれば……」

「そりゃ、教おしえてやりたいのは、やまやまだが──」

　そのとき、

「あなた、なにしにきたのよ！」

　ヴァナーブの言こと葉ばをさえぎって、女おんなの子この声こえが部へ屋やにひびいた。

　声こえのしたほう──リビングの入いり口ぐちをふりかえった杏あん樹じゅは、絶ぜっ句くしてしまう。

　まっしろな肌はだに、栗くり毛げ色いろのショートヘア。蒼あおい瞳ひとみをふちどる長ながいまつげ。髪かみの長ながさとメガネをしていないだけの──杏あん樹じゅとそっくりの少しょう女じょが立たっている。

「こら！　ハトコにむかって、なんて口くちのききかたをするんだ！」

「ハトコだなんて、思おもってないもの」

　ツンとそっぽをむいた女おんなの子こは、リビングのかべに寄よりかかった。

[image: ]

「杏あん樹じゅ、すまないね。この子こはレモナ。私わたしの孫まご娘むすめだ」

　ヴァナーブが紹しょう介かいするのを、にがにがしそうに聞きいたレモナは、杏あん樹じゅをにらみつけた。

「ここは吸ヴァ血ンパ鬼イアの村むらよ！　あなたみたいな、吸ヴァ血ンパ鬼イアでも人にん間げんでもないのが、くる場ば所しょじゃないわ！」

「レモナ！　なんてことを言いうんだ！」

（吸ヴァ血ンパ鬼イアでも、人にん間げんでもないって……）

　いちばん、言いわれたくないことを言いわれ、杏あん樹じゅは、だまって目めをふせてしまった。

「村むらを捨すてた、身み勝がっ手てな亜あ種しゅの相そう談だんになんか、のれないわ！　出でていってよ！」

「言いいすぎだ！　あやまりなさい！」

「イヤよ」

　がんとしてあやまらないレモナは、声こえをあらげた。

「自じ分ぶんのおじいさんだけじゃ、足たりなかったんでしょ。今こん度どは、うちのおじいちゃんをねらうつもりね！」

「え？」

「え？　じゃないわよ。すっとぼけないでくれる？」

　レモナが、ズイと杏あん樹じゅにつめよってくる。

「おじいさんを消けしたのは、あなたなんでしょう？　聞きいたわよ、日にっ本ぽんの新あたらしい大たい使しは、身み内うちの能のう力りょくを吸すいとったってね！」

「そ、そんな……」

「私わたしたち吸ヴァ血ンパ鬼イアは、みさかいなく能のう力りょくを吸すいとったりしないわ。あなたは、吸ヴァ血ンパ鬼イアでもなんでもない……悪あっ鬼きといっしょよ！」

「悪あっ鬼きって……」

「自じ分ぶんの欲よく望ぼうを満みたすためなら、同どう種しゅ族ぞくでも食くらうやつらよ。おなじでしょう？」

「レモナ!!」

「ふんっ！」

　口くちをへの字じにして、レモナは部へ屋やから出でていってしまう。

「待まちなさい！」

　追おいかけようと立たちあがって、ヴァナーブは杏あん樹じゅのほうを見みた。

「杏あん樹じゅ、気きにすることはないから──」

「……いえ。そう言いわれても、しかたないです……」

（反はん論ろんなんてできないよ……）

　じっさい、レモナの言いうとおりかもしれないと思おもえてくる。

　杏あん樹じゅが吸ヴァ血ンパ鬼イアに目めざめてから、消きえてしまったおじいちゃん。

　ぐうぜんというには、あまりにもタイミングが悪わるい。

「……きゅうにたずねてきて、すみませんでした……」

　消きえいりそうな声こえでそう言いうと、杏あん樹じゅは立たちあがった。

「杏あん樹じゅ」

　ヴァナーブのやさしい声こえを、ふりはらうように首くびをふる。

（もう……ここにはいられない）

　入いり口ぐちへと歩あるいていく杏あん樹じゅは、ふと足あしをとめた。

「あの……ひとつ、訂てい正せいさせてください」

　杏あん樹じゅのほそい肩かたが、こきざみにふるえている。

「なんだい？」

「私わたし、あなたの能のう力りょくを吸すいとりにきたんじゃありません……ただ、助たすけてほしかったんです……」

「そんなことは、わかっているさ。杏あん樹じゅが気きにすることじゃないんだ」

「ほんとうに、ごめんなさい！」

　杏あん樹じゅは口くちばやにそう言いうと、ヴァナーブの家いえを飛とびだした。

「杏あん樹じゅ、待まちなさい！」

　ヴァナーブが呼よびとめるのも聞きかず、杏あん樹じゅは全ぜん速そく力りょくで走はしっていく。

　大おお通どおりを歩あるく人ひと々びとが、村むらから出でようとする杏あん樹じゅに視し線せんをむける。

　その視し線せんは、杏あん樹じゅをなかまはずれにしようとする、冷つめたい視し線せんだった。

（なんで、気きづけなかったんだろう……）

　道みちを教おしえてくれた女おんなの人ひとも、そういえば、杏あん樹じゅを見みる目めが冷つめたかった。

　見みかけない人ひとを見みる目めだと思おもっていたけれど、ほんとうはちがったのだ。

　杏あん樹じゅが能のう力りょくを吸すいとる吸ヴァ血ンパ鬼イアだと知しっていたから、あんなにじっと見みていたのだろう。

「亜あ種しゅは出でていけ！」

　太ふとったおじさんが、杏あん樹じゅをどなりつけた。

　それをきっかけに、通とおりにいた人ひとたちが、くちぐちに杏あん樹じゅをののしりはじめる。

　聞きくにたえられない暴ぼう言げんに、杏あん樹じゅはくちびるをかみしめた。

（こんなことって……）

　その場ばで泣なきくずれたいのをこらえ、ふりかえることもなく、村むらの外そとへと走はしりつづけた。







　　　　９　ひとりぼっち




　逃にげだすように、村むらから飛とびだした杏あん樹じゅは、そこでとほうに暮くれてしまった。

　いったい、自じ分ぶんは何なに者ものなのか。

　これからさき、どうしたらいいのか。

　このままでは、ヴァルやおにいちゃんの光こう哉やとの生せい活かつも、あやしくなってくる。

（どうして、こんなことになっちゃったの？）

　肩かたをガックリと落おとし、うなだれた杏あん樹じゅの目めに、涙なみだがあふれた。

　もう、どれくらい泣ないたのかわからない。

　だけど、涙なみだはとめどなくあふれてくる。

「杏あん樹じゅ！」

　そのとき、聞ききなれたソプラノの声こえに呼よばれ、杏あん樹じゅはゆっくりと顔かおをあげた。

　ほうきに寄よりかかったモルガンが、杏あん樹じゅに手てをふっている。

「モルガンさん……」

「ひとりでいいって言いってたけど、おいていくわけにいかないしね。ここで待まってたのよ」

　モルガンはさっそうと、ほうきにまたがった。

「さ、帰かえりましょ」

　杏あん樹じゅは泣なきはらした目めで、モルガンを見みつめる。

「……聞きかないんですか？」

「なにを？」

　はぐらかすように言いって、モルガンが杏あん樹じゅをせかす。

「ほら、早はやく乗のって」

「でも……」

「でも、じゃないわよ。ここからひとりで、どうやって帰かえるつもり？」

　そう言いわれると、こまってしまう。

　ここからフランスにもどるなんて、ひとりではぜったいにムリだ。

「ありがとうございます……」

　おずおずと、ほうきにまたがった杏あん樹じゅを乗のせ、ほうきは、ゆっくりと空そらにうかびあがった。

「モルガンさん、私わたし……」

　加か速そくして、話はなせなくなる状じょう況きょうになる前まえに、杏あん樹じゅは、いまあったことを話はなそうとした。

　だけど、うまく言こと葉ばになって出でてこない。

　しゃべろうとすればするほど、涙なみだがこぼれてくる。

「ムリしなくていいわよ。言いえるようになってからでいいから、ね？」

　ほうきは、たそがれの空そらを、ものすごいいきおいで飛とんでいく。

　杏あん樹じゅは、強つよいむかい風かぜを受うけながら、うなずいて、そっと瞳ひとみを閉とじた。




「ありがとうございました」

　ホテルの前まえまで送おくってもらい、杏あん樹じゅはモルガンに頭あたまをさげた。

「ほんとうにいいの？」

　気きづかわしげに、モルガンが杏あん樹じゅを見みる。

「いいんです。いまは、ひとりのほうが気き楽らくなので……」

「そう。なら、いいけど。あんまり考かんがえこまないでね。解かい決けつ策さくは、私わたしがきっと見みつけるから」

「はい……」

　モルガンはそう言いうけれど、期き待たいはできない。

　本ほん家けの吸ヴァ血ンパ鬼イアでさえ、能のう力りょくの消けしかたも、もどしかたも、わからなかったのだから。

「おやすみなさい」

　あいさつをして、ホテルの中なかへと入はいる。

　部へ屋やに、両りょう親しんのすがたがないのを確かく認にんして、杏あん樹じゅは一ひと息いきついた。

　今朝けさは、リハーサルがあることを少すこしうらめしく思おもったけれど、いまは両りょう親しんがいないことが、ありがたい。

　ドサッと大おおきなベッドに飛とびこむと、ふんわりとたれた天てん蓋がいを見みつめた。

「おじいちゃん、私わたし……」

　杏あん樹じゅはつぶやいた。

「どうしたらいいの？」

　だれにも相そう談だんできない。

　ひとりぼっちだ。

　杏あん樹じゅが、大おおきくため息いきをついた、そのとき。

　部へ屋やにそなえつけられている電でん話わが鳴なった。

「お母かあさんかな？」

　鳴なりひびく電でん話わを放ほう置ちするわけにもいかず、杏あん樹じゅは受じゅ話わ器きをとりあげた。

「はい」

　一いっ拍ぱくおいて、電でん話わのあいてが声こえをあげる。

「杏あん樹じゅか？」

　電でん話わの声こえを聞きいて、杏あん樹じゅははねおきた。

「おにいちゃん！」
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「そっちはどうだよ？　シルフといっしょなのか？」

　そう言いわれ、杏あん樹じゅは口くちをつぐんだ。

（なんて答こたえればいいんだろう……）

　だまっている杏あん樹じゅに、光こう哉やが言こと葉ばをつづける。

「順じゅん調ちょう……じゃないみたいだな」

　順じゅん調ちょうどころの話はなしじゃない。行いきづまってばかりだ。

「ヴァルが、学がっ校こうどうすんだってさ」

　そんなぶっきらぼうな言いい方かたしてませんよ、とヴァルの声こえが聞きこえてくる。

「……もうしばらく、こっちにいようと思おもう」

「あいよ、わかった」

　光こう哉やのいつも通どおりの態たい度どに、杏あん樹じゅはかすかに、ほおをゆるませた。

「学がっ校こうは、気きにしなくていいからさ。どんな結けっ果かであれ、ちゃんと決けっ着ちゃくつけてもどってこいよ」

「うん……」

　光こう哉やのやさしさが胸むねにしみる。

　そのとき。




　カタッ




　背はい後ごで音おとがして、杏あん樹じゅはふりかえった。

　照しょう明めいをつけわすれたため、部へ屋やはうすぐらい。

　その中なかで、なにかが動うごく気け配はいを感かんじ、杏あん樹じゅはじっと目めをこらした。

「おーい、杏あん樹じゅ。どうした？」

　受じゅ話わ器きから光こう哉やの声こえが聞きこえてくる。だけど、返へん事じができなかった。

（なにかいる……）

　身みがまえた杏あん樹じゅは、口くちばやに、

「ごめん。またあとで、かけなおす」

　言いって、受じゅ話わ器きをもとにもどした。

　ジリッと、かべについている照しょう明めいのスイッチへと近ちかづいていく。

「──助たすけを呼よばないとは、たいした度ど胸きょうだな」

「だれ!?」

　そう言いって、杏あん樹じゅは照しょう明めいをつけた。

（っ！）

　ひらいた窓まどわくに腰こしかけているのは──ガーゴイルだった。

　耳みみもとまで裂さけた口くちをゆがませ、ニタニタと笑わらっている。

「……なっ、なにしにきたのよ！」

　杏あん樹じゅは、大たい使しの紋もんがきざまれている手ての甲こうをさすった。

　自じ国こくへと導みちびく、召しょう還かんの光ひかり。この能のう力りょくを使つかえば、とりあえず、この場ばは撃げき退たいできるはずだ。

「まぁ、待まちなよ」

　杏あん樹じゅがしようとしていることに、気きづいたガーゴイルが、とがったツメのついた手てで制せい止しする。

「なにも、とって食くおうってわけじゃない。話はなしがしたくて、こうしてたずねてきたんじゃないか」

「話はなし？　いったい、なにを話はなすっていうの？」

「そう、いきり立たつなって」

　両りょう手てをあげ、ガーゴイルは敵てき意いがないことをしめした。

「とりあえず、おじゃまするよ」

　そう言いって、部へ屋やの中なかへと足あしを踏ふみいれた。

「とまって！　それ以い上じょう、こっちにこないで！」

「そうかい。まぁ、いいさ」

　ガーゴイルは、窓まどぎわにおかれたイスに、ドカッと座すわった。

　ほおづえをついて、杏あん樹じゅをじろじろと見みつめてくる。

「なんの用ようなの？」

「まわりくどいのは苦にが手てでね。率そっ直ちょくに言いう。あんた、オレといっしょにこないか？」

　一いっ瞬しゅん、頭あたまの中なかにクエスチョンマークがうかぶ。

「いっしょにって……行いくわけないじゃない！　だって……あなたは悪わるい精せい霊れいなんでしょう？」

　そう言いわれたガーゴイルは、肩かたをすくめた。

「なにを基き準じゅんに悪わるいって言いうんだ？　人ひとを傷きずつけるのが悪わるいというなら、あんただっておなじじゃないか」

「ど、どういう意い味みよ、それ……」

　ひるんだ杏あん樹じゅを見みて、ガーゴイルはニヤリと口くちもとをゆがませる。

「ほかの精せい霊れいの能のう力りょくを吸すいとるのは、傷きずつけるってことじゃないのか？」

「！」

　反はん論ろんできず、杏あん樹じゅは、いたいほど、くちびるをかんだ。

「大たい使しという皮かわをかぶって、気きのいい精せい霊れいたちを近ちかづけておいて、つぎつぎと能のう力りょくを吸すいとっていく。これ以い上じょうの悪わるいヤツがいるか？」

（……!!）

　なにも言いいかえせなかった。

　杏あん樹じゅの体からだがふるえる。

「……なあ、オレは、あんたをすくってやれるんだぜ。いっしょにくれば、の話はなしだがね」

（すくう？）

　杏あん樹じゅは、ビクッと顔かおをあげた。

「どうやって？　だって、本ほん家けの吸ヴァ血ンパ鬼イアでさえ……どうすればいいか、わからなかったのよ？」

「そりゃ、そうさ。ＷＦＡに所しょ属ぞくしているかぎり、あんたをすくう手てだてはない。だけど、オレらはべつだ。どんな術じゅつだって、使つかうことができる」

「術じゅつ？　術じゅつで、私わたしの能のう力りょくを消けせるの？　吸すいとった能のう力りょくももどせるの？」

「もちろんさ」

　食くいついた杏あん樹じゅを見みて、ガーゴイルは満まん足ぞくそうに笑わらった。

「禁きん断だんの術じゅつを使つかえば、かんたんだよ」

「禁きん断だんの術じゅつ……」

　そうつぶやいて、杏あん樹じゅはだまりこんだ。

（術じゅつを使つかえば、知しらないうちに、人ひとを傷きずつけなくてすむ……あんな目めで見みられなくてもすむ……シルフも、助たすけることができる……？）

　うのみにしてはいけないと知しりつつも、その情じょう報ほうに、耳みみをかたむけた。

　甘あまい誘ゆう惑わくに流ながされてしまう。

「……それは、どうやったらできるの？」




　そのころ。

　フランス上じょう空くうにうかびあがったレモナが、きらびやかなパリの街まちを見みおろしていた。

「うわお！　すっごいキレイ！」

　レモナは、目めをかがやかせた。

　いままで村むらを出でたことはあったけれど、おじいちゃんのヴァナーブといっしょだったし、空そらを飛とぶこともなかった。

　はじめて見みる景色けしきに、レモナはほおをゆるませた。

　こんな状じょう況きょうでなければ、このままパリの街まちを見けん学がくしたいくらいだ。

「あぁ、もうっ……おじいちゃんったら！」

　そうつぶやいて、杏あん樹じゅが帰かえったあとのことを思おもいだす。

　村むらにある唯ゆい一いつの広ひろ場ば──そのまんなかにある噴ふん水すいに座すわっていたレモナを見みつけ、ヴァナーブがどなりつけた。

「杏あん樹じゅに、ひどいことを言いったと思おもわないのか？」

「思おもわないわよ。事じ実じつだもの」

「事じ実じつであるもんか。イーヴァルは、自じ分ぶんの意い志しで血ちを吸すわず、代だい用よう品ひんであるワインも飲のまなかった。だから、吸ヴァ血ンパ鬼イアとしての能のう力りょくが消きえて、死しんでしまったんだ。杏あん樹じゅのせいじゃない」

「えっ……」

「風かぜの精せいのことだって、そうだ。杏あん樹じゅは自じ分ぶんの能のう力りょくを知しらなかった。そりゃとうぜんさ、自動オートで吸すいとるんだからな。気きづくはずもない。それなのに、杏あん樹じゅは自じ分ぶんを責せめ、こんな辺へん境きょうの土と地ちまでやってきて、必ひっ死しに頭あたまをさげた。そんな子こに、おまえはひどいことを言いったんだぞ。あの子こが、人にん間げんとの混こん血けつ──亜あ種しゅだからって、なんだって言いうんだ」

　レモナは、言いいかえせなかった。

　ヴァナーブの言いうことが、あまりにも正せい論ろんで、レモナの心こころにひびいたからだ。

「レモナ、私わたしはね──おまえに後こう悔かいしてほしくないんだよ」

「……後こう悔かいって？」

「イーヴァルは、特とく殊しゅな吸ヴァ血ンパ鬼イアだった。晴はれた日ひに出でかけ、銀ぎん製せい品ひんをこのみ、人ひとの血ちを吸すわずとも、わかいすがたのままだった。人にん間げんみたいなおかしなヤツだと、私わたしはなんども、ののしった。イーヴァルという存そん在ざいを、受うけいれることができなかった。その結けっ果か、イーヴァルは、ここを出でていってしまったんだ……それから、４００年ねん……私わたしは、イーヴァルと一いち度ども会あうことはなかった。あいつに、あやまる機き会かいはもう、永えい遠えんにこない」

「……おじいちゃんのせいで、イーヴァルさんは、村むらを出でていっちゃったの？」

　レモナの質しつ問もんに、ヴァナーブはさびしげに笑えんだ。

「そうかもしれないし、そうじゃないかもしれない。ただ、イーヴァルは、自じ分ぶんが他た人にんとちがうということを、あまり気きにしていなかった。それが私わたしには、とてもまぶしく見みえたんだ……吸ヴァ血ンパ鬼イアの、弱じゃく点てんという弱じゃく点てんを、みごとに克こく服ふくしていったイーヴァルが、うらやましかったのかもしれないな……」

　ヴァナーブの声こえが、しめっぽくなっている。

「人ひととおなじである必ひつ要ようなんて、どこにもないんだ。みんな、ちがうのがあたりまえなんだよ。それを否ひ定ていするのはまちがっていると、気きづいたんだ。レモナも、そう思おもわないか？」

　レモナは、おずおずとうなずいた。

「わかったのなら、いますぐ、あやまってきなさい」

「えぇー!?　いますぐ？」

「そうだ。杏あん樹じゅが、日にっ本ぽんに帰かえってしまったら、もう、あやまることはできないんだからな」

　ヴァナーブの言こと葉ばに、レモナはなっとくした。

　レモナたちのような純じゅん血けつの吸ヴァ血ンパ鬼イアは、つねにくもっていて、晴はれることがない「クラウディ・ヴィレッジ」と呼よばれるこの村むらから、出でることができない。

　なぜなら、太たい陽よう光こうにあたると、灰はいになってしまうからだ。

　出でられるのは、夜よるのみ。

　だから、ヴァナーブはレモナをせかしたのだ。

「杏あん樹じゅがいるホテルは、あそこね」

　レモナは場ば所しょを確かく認にんすると、パリ市し内ないへと急きゅう降こう下かをはじめた。







　　　　10　２人ふたりで行いこう！




　レモナは、ヴァナーブがモルガンに聞きいてくれたおかげで、まようことなく、杏あん樹じゅが泊とまっているホテルの部へ屋やへとたどりついた。

（なんて言いえばいいかな……）

　村むらには、同どう年ねん代だいの子こがいない。

　ケンカするあいてもいなければ、遊あそぶ友ともだちもいない。

　そんなレモナは、部へ屋やのドアを前まえにして、なやんでしまった。

「今日きょうはごめん……」

　小こ声ごえで練れん習しゅうをする。

（なんかちがうなぁ……）

「かんちがい、してたみたいで──」

（うわぁ、なんか言いいわけっぽい……）

　レモナが頭あたまをかかえて考かんがえこんだ、そのとき。

「……あなたについていけば、いいのね？」

　ドアのむこうから、杏あん樹じゅの声こえが聞きこえる。

　レモナはおもわず、耳みみをそばだてた。

「そうさ。オレらのボスが、あんたに術じゅつを使つかってくれるはずだ」

「そう……その精せい霊れいは、フランスにいるの？」

「自じ国こくドイツにゃ、大たい使しがウロウロしてるからな。しかたないさ。いまから行いくかい？」

「自じ国こくがドイツって……もしかして、その精せい霊れいって、メフィストフェレス？」

「そうさ。わすれたとは、言いわせないぜ」

「わすれるわけないじゃない！　でも、まさか……」

「あの方かたは寛かん大だいなんだ。あんたがしたことも、ゆるしてるはずだ」

「……でも、いまから？」

　レモナは、ハッとして、ドアから体からだをはなした。

（ヤケになって、悪あく魔まの誘さそいにのるなんて……）

　大たい使しとして、あるまじき行こう為いだ。

（杏あん樹じゅって、そんな子こだったの？）

　レモナの思おもいをよそに、杏あん樹じゅと悪あく魔まの会かい話わは、終おわりそうになかった。

　いまにも、部へ屋やの中なかに飛とびこんでいきたい気き持もちをおさえて、レモナはふたたび、耳みみをすませる。

「知しらない場ば所しょに行いくのは、ちょっと……」

「やっぱり人にん間げんのガキだな。こわいことなんか、ありゃしないのに」

「くわしい場ば所しょを教おしえてくれない？」

（ちょっと！　行いく気きマンマンじゃない！）

　レモナは、目めの前まえのドアノブをまわすことなく、おもいきり引ひいた。

　バキッと音おとがして、ドアノブが、レモナの手てにすっぽりとおさまった。

「とれちゃった……ま、いっか！」

　とれたドアノブを投なげ捨すて、レモナは部へ屋やの中なかに飛とびこんだ。

「杏あん樹じゅ！」

「な、なに？」

　杏あん樹じゅが、パッとふりかえった。

「……あんたねぇ！」

「レ、レモナ……？」

　杏あん樹じゅが目めを丸まるくしている。

　レモナは、ツカツカと部へ屋やの中なかへすすむと、あぜんとしているガーゴイルにむかって、こぶしをふりあげた。

「な……なんなんだ、おまえは！」

「杏あん樹じゅを誘ゆう惑わくするなんて、ゆるせない！」

　そう言いって、ガーゴイルの体からだを、グーでなぐりつけた。

　小ちいさなこぶしがいきおいよく、ガーゴイルの体からだにめりこんだ。

「ぐはぁっ！」

　ガーゴイルは、ホテルのかべをぶちぬいて、空そらのかなたへとふき飛とんでいく。

「おー。飛とんだ、飛とんだ！」

　すがたが見みえなくなるのを確かく認にんして、レモナは杏あん樹じゅをふりかえった。

「ど、どこに、そんな力ちからが……？」

　絶ぜっ句くしている杏あん樹じゅを見みて、レモナはウインクする。
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「先せん祖ぞがえりは、あなたたちだけじゃないってことよ」




　かべが壊こわれた音おとを聞ききつけた従じゅう業ぎょう員いんは、部へ屋やの中なかを見みて、あわてて飛とびだしていった。

　かべだけでなく、ドアも壊こわれているのだけど。

「ちょっと、まずかったかな？」

　レモナが、肩かたをすくめる。

「ちょっとどころじゃないよ……」

　そう言いった杏あん樹じゅは、ふと首くびをかしげる。

「でも、なんでここに？」

「あー……えー、うーん……昼ひる間まはごめん！」

　あわてたように、あらためて頭あたまをさげるレモナを見みて、杏あん樹じゅはふくざつな表ひょう情じょうをうかべた。

　傷きずついたけれど、レモナが言いったことの半はん分ぶんはまちがっていないし、きっと杏あん樹じゅがレモナの立たち場ばだったら、おなじ思おもいをしただろう。

「ううん。悪わるいのは、私わたしだし……」

「いや、かんちがいしてたのは、私わたしだから。ごめんね」

　シュンとなったレモナは、すぐにキッと顔かおをあげた。

「でもね、杏あん樹じゅ。ヤケになって、悪あく魔まの誘さそいにのるなんて……大たい使しとしても、吸ヴァ血ンパ鬼イアとしても、人にん間げんとしても、最さい低ていだよ！　悪あく魔まは、人ひとのよわみにつけこんで、たぶらかすんだよ？　それくらい知しってるでしょ？」

　レモナに言いわれ、杏あん樹じゅはおどろいたように笑わらった。

「たしかに、魅み力りょく的てきな話はなしではあったけれど、のるなんてとんでもない」

　くちびるをとがらせ、レモナは杏あん樹じゅにつめよる。

「じゃあ、なに？　ほかに理り由ゆうがあるっての？」

「能のう力りょくを吸すいとる力ちからがあるなら、悪わるい精せい霊れいに近ちかづけば、逆ぎゃくにやっつけられるかなって思おもったの」

「なにそれ！」

　すっとんきょうな声こえをあげ、レモナが、杏あん樹じゅを見みた。

　たしかに、話はなしの途と中ちゅうまではヤケになって、誘さそいにのってもいいと思おもった。

　だけど、杏あん樹じゅは思おもいだしたのだ。

　どんなことがあっても、使し命めいをまっとうするって決きめたことを。

「自じ信しんをとりもどすために、この能のう力りょくを使つかおうかなって思おもったの。なにか、大たい使しとしての仕し事ごとを成せい功こうさせれば、吸ヴァ血ンパ鬼イアとして自じ信しんがつくかなって思おもって」

　たんたんと説せつ明めいする杏あん樹じゅを見みて、レモナはあんぐりと口くちを開あけたまま。

「杏あん樹じゅってさ……」

「ん？」

「ヘン！」

「そうかな？」

「うん！」

　強つよくうなずくレモナに、杏あん樹じゅはゆっくりと言こと葉ばをつづけた。

（でも……シルフだって言いってたもん……）

「私わたしは私わたしでいいんだって……そう思おもいだしたから。だから、自じ分ぶんが何なに者ものかなんてわからなくても、いまはいいかなって思おもったの。いっぱい泣ないたから、ふっきれたのかもしれないけど……」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばに、レモナは耳みみをかたむけた。

「やることがたくさんあるのに、へこんでる場ば合あいじゃないな、と思おもって」

　言いった杏あん樹じゅを見みて、レモナはもうしわけない気き分ぶんになった。

　こんなに強つよい気き持もちをもった子こが、昼ひる間まはすごくショックを受うけていた。

　それほど、自じ分ぶんの言こと葉ばがひどかったのだと気きづく。

「……私わたし、ほんとうにひどいこと言いったね……」

「たしかに、ひどかったけど……いいよ、もう」

「よくない！」

「よくないって言いわれても……じゃあ、レモナは、どうしたいの？」

　聞きかれて、レモナは言こと葉ばにつまってしまう。

　自じ分ぶんはどうしたいのだろう。あやまってゆるしてもらえたのだから、もういいはずなのに。

「よっし！　杏あん樹じゅの気きがすむまで、なぐっていいよ！」

　杏あん樹じゅにむかって、ほおをつきだす。

　杏あん樹じゅは、こまった表ひょう情じょうをうかべた。

「えんりょする……だって、なぐるのとか、好すきじゃないし」

「じゃあ、私わたしのことも悪わる口くち言いってよ」

「悪わる口くちって……レモナのこと、なにも知しらないのに言いえないよ」

　うぅ、とレモナが杏あん樹じゅをにらむ。

「じゃあ、杏あん樹じゅはどうしたいのよ？」

「ほんとうに、もういいんだってば。ごめんって言いってくれたし、それでじゅうぶんだよ」

　えー、とレモナは、首くびをかしげる。

「ほんとうのほんとうに？」

　杏あん樹じゅの顔かおをじっと見みてくるレモナに、杏あん樹じゅは怒おこったそぶりをした。

「そんなにしつこいと、ほんとうに怒おこるよ？」

「ごめん。でも……なんていうか……杏あん樹じゅって、やっぱりヘン！」

　なんどもヘンと言いわれ、杏あん樹じゅは顔かおをしかめた。

「そんなに言いわなくてもいいじゃない」

「だって、ヘンだもん」

「んもうっ！」

　ふと間まがあいて、２人ふたりの視し線せんがからみ合あう。

　２人ふたりは顔かおを見みあわせ、プッとふきだした。

　ひとしきり笑わらうと、

「……あのさ。私わたし、てつだうよ」

　レモナがふと、真しん剣けんなまなざしをむけ、杏あん樹じゅに言いった。

「杏あん樹じゅが、シルフといっしょに帰かえれるように、私わたしもてつだう」

「レモナ……」

　どうすればいいのかは、わからないけれど、レモナの言こと葉ばがうれしくて、杏あん樹じゅはほほえんだ。

「ありがとう」

「よしっ！　じゃ、行いこっか」

　レモナが杏あん樹じゅの手てをとって、壊こわれたかべへと、歩あるいていく。

「行いくって、どこに？」

「モルガンのところよ。人にん間げん界かいのものを壊こわしちゃった報ほう告こくをしなくちゃいけないし、杏あん樹じゅの能のう力りょくのことも相そう談だんしにいかなきゃ！」

　そう言いって、レモナは杏あん樹じゅの手てを引ひっぱると、夜よるのパリへと飛とびだした。







　　　　11　消きえゆく命いのち




「もうじき、会あえるな……イーヴァル」

　そうつぶやいて、ヴァナーブはリビングでひとり、ワインをかたむけていた。

　これを飲のんだところで、寿じゅ命みょうがのびるわけではない。

　運うん命めいなのだ。

　運うん命めいに逆さからうことはできない。

　それでも──毎まい晩ばん飲のむことを習しゅう慣かんにしていたワインを、かたむけることはわすれなかった。

　血ちのようにまっかなワインを片かた手てに、昼ひる間ま、たずねてきた杏あん樹じゅを思おもいだす。

「まさか、消きえる直ちょく前ぜんで、杏あん樹じゅに会あえるとは……粋いきなはからいをしてくれたのは、イーヴァルなのか？」

　つぶやいて、さびしげにほほえむと、ゆっくりと瞳ひとみを閉とじた。

　イーヴァルがいなくなった日ひのことは、いまでも、鮮せん明めいに思おもいだせる。




　あの日ひは、晴せい天てんだった。

　つねにくもっている、この村むら──「クラウディ・ヴィレッジ」が晴はれることは、とてもめずらしかった。

　そんなときに、はじめて、悪あっ鬼きたちにおそわれたのだ。

　かつて、この村むらは──人にん間げん界かいから隔かく離りされた、精せい霊れいたちの楽らく園えんとも言いえる村むらだった。

　精せい霊れいのだれもが、この村むらをほしがった。

　しかし、吸ヴァ血ンパ鬼イアたちが住すんでいたため、吸きゅう血けつされるのをおそれ、だれひとりとして、ちかよっては来こなかったし、吸ヴァ血ンパ鬼イアたちも、ちがう種しゅ類るいの精せい霊れいたちを受うけいれることはできなかった。

　精せい霊れいたちに、「他た種しゅ族ぞくとの共きょう存ぞん」という言こと葉ばはない。

　あの日ひまでは、ほそぼそとしているけれど平へい穏おんな生せい活かつが、永えい遠えんにつづくものだと思おもっていた。

　だが、それはとつぜん、悪あっ鬼きたちの手てによって、壊こわされてしまった。

　悪あっ鬼きたちが、群むれになっておそいかかってきたのだ。

　吸ヴァ血ンパ鬼イアは、晴はれた日ひに外そとへ出でることはできない。

　外そとに出でて悪あっ鬼きたちと戦たたかうことも、逃にげることもできず──絶ぜつ滅めつの危き機きだと、だれもがあきらめたとき、イーヴァルが立たちあがったのだ。

　もともと、吸ヴァ血ンパ鬼イアとしての能のう力りょくが高たかかったイーヴァルは、数かぞえきれないほどの悪あっ鬼きたちを、いともかんたんに追おいはらった。

　感かん謝しゃするべきだったのだ。

　だが、吸ヴァ血ンパ鬼イアたちは、イーヴァルを見みて、なんと言いったか。

「出でていけ」

　そう言いったのだ。

　吸ヴァ血ンパ鬼イアたちは、自じ分ぶんたちとはちがう──陽ひの光ひかりをあびて平へい然ぜんとしているイーヴァルを、同どう族ぞくとして受うけいれることができなかった。

　イーヴァルとヴァナーブの父ちち親おやでもある村むら長おさは、みんなをいさめようとしたが、ムダだった。

　結けっ果か──イーヴァルは、村むらを出でていくはめになったのだ。

「次じ期きの長おさは、きみだな……ヴァナーブ」

　村むらを出でていく直ちょく前ぜんに、イーヴァルが言いった。

「悪あっ鬼きたちは、この村むらをねらっている。今こん回かいは、私わたしが追おいはらったが、ざんねんながら、もうそれもできない。だから、言いうよ。きみが長おさになったら、かならずＷＦＡに加か入にゅうするんだ。吸ヴァ血ンパ鬼イアだけじゃ、どうしようもないこともある。今こん回かいのようにね。だから、ほかの精せい霊れいに力ちからを貸かしてもらうんだ。いいね？」

　ヴァナーブは、なにも言いえなかった。

　兄きょう弟だいであるヴァナーブが、理り解かいしてやるべきだったのに──ヴァナーブには、それができなかった。

　吸ヴァ血ンパ鬼イアなのに吸ヴァ血ンパ鬼イアらしくないイーヴァルの存そん在ざいが、とてもおそろしく感かんじたのだ。

「新あたらしい、吸ヴァ血ンパ鬼イアの歴れき史しを作つくるんだ、ヴァナーブ」

　そう言いって、イーヴァルは村むらをあとにした。




「私わたしは、イーヴァルとの約やく束そくを、守まもれたのか……？」

　目めの前まえにおかれている、ぶあつい本ほんをなでた。

　レモナにのこす、唯ゆい一いつの財ざい産さんだ。

　吸ヴァ血ンパ鬼イアについてのすべてが、ここにしるされている。

　歴れき代だいの吸ヴァ血ンパ鬼イアの長おさが、それぞれに自じ分ぶんの知しっていることを書かきつづってきたため、内ない容ようはバラバラだった。

　ヴァナーブも、内ない容ようが重ちょう複ふくしないよう、書かきいれた記き憶おくがある。

　いちばんはじめに書かいたことは、いまでも覚おぼえている。





今こん後ごいっさい、どんな理り由ゆうがあろうとも、吸きゅう血けつはしない。

人ひとやほかの精せい霊れいとともに生いきる。






　ヴァナーブが、長おさになった日ひに決きめたことだ。

　その日ひから、一いち族ぞくには──吸きゅう血けつしないかわりに、血ちの代だい用よう品ひんとして、大人おとなは赤あかワインを、子こどもには生なま肉にくを、それぞれ口くちにすることを義ぎ務むづけた。

　最さい初しょはみんな抵てい抗こうしていたけれど、数すう年ねんでなれた。

　吸ヴァ血ンパ鬼イアも、日ひ々び、進しん化かするのだ。

　あと何なん千ぜん年ねんもたてば、弱じゃく点てんさえ克こく服ふくするときがくるかもしれない。それを見みとどけられないのは、ざんねんだが、しかたなかった。

「次じ期きの長おさか……レモナにはまだ、荷にが重おもいかもしれないな」

　そのとき。

　感かん慨がいぶかそうなヴァナーブの耳みみに、警けい報ほうのサイレンが飛とびこんできた。

「なんだ!?」

　あわてて立たちあがり、窓まどから外そとのようすをうかがう。

　大おお通どおりのむこう──村むらの入いり口ぐちのあたりがさわがしい。

　くらやみでもよく見みえる吸ヴァ血ンパ鬼イアのヴァナーブにとって、なにがおきているのかは、まさに一いっ瞬しゅんでわかった。

「……まさか！」




　ＷＦＡの本ほん部ぶに到とう着ちゃくした杏あん樹じゅとレモナは、ライトアップされた石いしづくりの道みちを歩あるいていた。

「杏あん樹じゅがいなかったら、私わたし、ぜったい、迷まい子ごになってたよ……」

　そう言いって、レモナは本ほん部ぶをかこむ森もりを見みあげた。

「パリには、おじいちゃんに連つれられて、なんどかきたことがあったけど、本ほん部ぶははじめてなの」

　視し線せんを杏あん樹じゅにもどし、レモナは言こと葉ばをつづける。

「でも、こんな場ば所しょにあるなんてね。モルガンのことだから、もっと、はなやかな場ば所しょにあると思おもってたのに」

　楽たのしげなレモナを見みると、杏あん樹じゅのふさぎこんでいた気き持もちも軽かるくなってくる。

「杏あん樹じゅ。四よん大だい精せい霊れいの言いうことなんか、気きにしなくていいわよ。なんか言いってきたら、私わたしがぶっ飛とばしてあげる！」

「そういうわけにはいかないよ……」
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　杏あん樹じゅたちが、本ほん部ぶのドアの前まえに着つくより早はやく、シャ・ノワールが顔かおを出だした。

「お待まちしておりました」

　どういうこと？　と、杏あん樹じゅとレモナは顔かおを見みあわせる。

「カラスから、報ほう告こくがあったのです。レモナ──あなたは、人にん間げん界かいでたいへんなことをしてくれましたね」

　七なな色いろにかがやく瞳ひとみににらまれ、レモナは肩かたを落おとす。

「ごめんなさい……」

「精せい霊れいは、いかなる理り由ゆうであっても、人にん間げん界かいでさわぎをおこしてはいけないのです。ＷＦＡの規き約やくにも、あったでしょう？」

　そう言いわれて、レモナはシュンとなってしまう。

「そんなに頭あたまごなしに怒おこるんじゃないわよ、シャ・ノワール」

　ハッと顔かおをあげたレモナと杏あん樹じゅは、シャ・ノワールのうしろからあらわれた、モルガンを見みつめた。

「対たい処しょはしといたわ。いまごろ、人にん間げんに化ばけたブロックたちが、かべの修しゅう理りにとりかかってるはずよ」

「ブロックって？」

　聞ききかえす杏あん樹じゅに、シャ・ノワールが説せつ明めいする。

「大だい工く仕し事ごとを得とく意いとする精せい霊れいですよ」

「へぇ……」

「とりあえず、２人ふたりとも、中なかに入はいりなさい」

　モルガンにうながされて、杏あん樹じゅとレモナは、本ほん部ぶの中なかに入はいっていく。

　２人ふたりは、シルフがいる部へ屋やではなく、１階かいの応おう接せつ室しつに通とおされた。

　高こう価かそうな彫ちょう刻こくや絵かい画ががかざられた、その中なかで──シュンとなるレモナにかわって、杏あん樹じゅがガーゴイルとのやりとりを話はなした。

　それを聞きいたモルガンの顔かおに、笑えみがうかぶ。

「なるほどね。よくやったわ、杏あん樹じゅ！　メフィストフェレスの居い場ば所しょが見みつからなくて、こまってたのよ。そうとわかれば、ドイツの大たい使しをよびよせることができる！」

　そう言いって、モルガンは携けい帯たい電でん話わで連れん絡らくをとりはじめた。

「杏あん樹じゅ、大おおてがらみたいね！」

　レモナが、自じ分ぶんのことのようによろこぶ。

「レモナ、あなたのしたことが、帳ちょう消けしになるわけじゃないですよ」

　レモナをたしなめた、シャ・ノワールのうしろで──部へ屋やのドアがひらいた。

　入はいってきたのは、サラマンダーだ。

「おっ！　おじょうさん。どうだった？　なにか解かい決けつ策さくは見みつかったかい？」

　杏あん樹じゅは首くびを横よこにふった。

「そうか、ざんねんだったなあ」

　そう言いって、サラマンダーはレモナに目めをやる。

「あんたは、だれだ？」

「レモナ・クヌッセン。本ほん家けの吸ヴァ血ンパ鬼イアよ」

「クヌッセン家けってことは、あんたが吸ヴァ血ンパ鬼イアどもの、つぎの長おさか。なんでここへ？」

　サラマンダーは、ふしぎそうにレモナをながめる。

「杏あん樹じゅのおてつだいにきたの」

「なんだ、そりゃ」

　首くびをかしげるサラマンダーに、杏あん樹じゅはおずおずと声こえをかけた。

「あの、ウンディーネとノームは？」

「シルフのそばについてるよ。……あいつらも悪わる気ぎがあって、おじょうさんをつきはなしたわけじゃないんだ。わかってやってくれよ」

　その言こと葉ばに、杏あん樹じゅはうなずいた。

　ウンディーネやノームの気き持もちは、いたいほどわかってるつもりだ。

「で、あんたは、どうなの？」

　レモナに聞きかれ、サラマンダーはあたりを見みまわした。

「オレはな──」

　と前まえかがみになって、小こ声ごえでこたえる。

　ほかの四よん大だい精せい霊れいたちに聞きかれては、ぐあいが悪わるいのだろう。

「シルフがああなっちまった以い上じょう、おじょうさんを責せめてもしかたないと思おもってる。それよりも、みんなで解かい決けつ策さくをさがしたほうがいい。そうだろ？」

「あんた、いいヤツじゃない！」

　レモナが、バシッとサラマンダーの背せ中なかをたたく。

　大おおきな体からだのサラマンダーでも、レモナの怪かい力りきには、かなわないようだった。

　顔かおをしかめ、たたかれた場ば所しょをなでさすっている。

「ほかの精せい霊れいって、なんていうか、こう……話はなしがわからないヤツらだと思おもってたけど」

「話はなせば、わかりあえるでしょう？」

「うん。杏あん樹じゅの言いうとおり！　もっと、ほかの精せい霊れいとも話はなしてみたいな──」

　レモナがうれしそうに言いった、そのとき。

「どういうこと!?」

　レモナの言こと葉ばをさえぎるようにして、モルガンが携けい帯たい電でん話わにむかって、大おおきな声こえをあげた。

「悪あっ鬼きって……ちょっと！　あ……」

　口くちをつぐんで、携けい帯たい電でん話わをにくらしげに見みつめる。

「モルガンさん……どうかしたんですか？」

　モルガンは、レモナを見みやって、表ひょう情じょうを一いっ変ぺんさせた。

「いま、連れん絡らくがあって……クラウディ・ヴィレッジが、悪あっ鬼きにおそわれているそうよ。現げん在ざい、抗こう戦せん中ちゅう。敵てきの数かずは不ふ明めい──だけど、おそらく、数すう千せんはいるでしょうね」

　レモナは、なにがおきたのかわからないような、ポカンとした表ひょう情じょうをうかべている。

　そんなレモナにかわって、杏あん樹じゅが口くちをひらく。

「抗こう戦せん中ちゅうって……じゃあ、いまのは──」

「途と中ちゅうで切きれてしまったけれど、たぶん、救きゅう援えん要よう請せいがしたかったんじゃないかしら」

「救きゅう援えん要よう請せいって──いまは夜よるだぜ？　吸ヴァ血ンパ鬼イアの能のう力りょくが最さい大だい限げん活いかされる時じ間かん帯たいに、救きゅう援えんなんて必ひつ要ようなのか？」

　サラマンダーが首くびをかしげた。

「それとも、オレが知しってる吸ヴァ血ンパ鬼イアの情じょう報ほうは、古ふるいのか？」

「いいえ。たぶん、敵てきの数かずが多おおすぎて、おしきられそうなんだと思おもうわ」

「そ、そんな……」

　言こと葉ばをうしなったレモナにかわって、杏あん樹じゅがモルガンに問といかける。

「村むらのみんなは、ぶじなんですか？」

「わからないわ。とりあえず、すぐに用よう意いして、救きゅう援えんにむかうことにするけど」

「私わたしも！」

　杏あん樹じゅは、絶ぜっ句くしているレモナの手てをにぎって、すすみ出でた。

「私わたしも、いっしょに行いきます！」

　きっぱりとそう言いった杏あん樹じゅを、レモナは見みつめた。

「杏あん樹じゅ……ほんとうに？」

「なんで、そんなこと聞きくの？」

　救きゅう援えん要よう請せいが出でているのだから、行いくのがとうぜんだ。

　だって、杏あん樹じゅは〝大たい使し〟なのだから。

「なんでって……村むらのみんなが……杏あん樹じゅにひどいこと言いったのに……」

　うつむいたレモナの手てを、杏あん樹じゅは、いっそう強つよくにぎりしめる。

「そんなの関かん係けいないよ」

　そう言いった杏あん樹じゅを見みて、モルガンがほこらしげに笑えんだ。

「それでこそ、イーヴァルの孫まごよ。さぁ、サラマンダーもしたくしてちょうだい」

「へっ？」

　サラマンダーは、金きん色いろの目めを丸まるくした。

「なんで、オレも？」

「吸ヴァ血ンパ鬼イアたちの手てに負おえないような敵てきの数かずとなったら──あなたたち四よん大だい精せい霊れいも、いっしょにきてもらわないと。とてもじゃないけれど、私わたしたちだけでは、限げん界かいがあるわ」

「オレは──」

　言いいかけて、サラマンダーは口くちごもった。

　その視し線せんは、応おう接せつ室しつのドアの前まえへとむけられている。

「私わたしたちは、行いかないわ」

　そこには、ノームを肩かたにのせたウンディーネが立たっていた。

　あいかわらずの冷つめたい視し線せんを、杏あん樹じゅにむけたままだ。

「悪あっ鬼きごときに、私わたしたち四よん大だい精せい霊れいが行いくことないでしょう？」

「で、でも、数かずが──」

「モルガンの魔ま法ほうで、じゅうぶんだわ」

　興きょう味みなさそうに答こたえたウンディーネに、レモナがくってかかる。

「ＷＦＡに救きゅう援えん要よう請せいを出だしたのよ！　助たすけてくれてもいいじゃない！」

「あのね……」

　ウンディーネも、負まけじとレモナをにらみつける。

「助たすけてほしいのは、あなたたちだけじゃないのよ。なぜ、私わたしたち四よん大だい精せい霊れいがここにいるか、わかる？」

「……シルフが繭まゆになったから」

「そうよ。大だい事じななかまが、目めを覚さまさないの。能のう力りょくを吸すいとられてしまったせいでね。このまま能のう力りょくがもどらなかったら、消きえてしまうかもしれないのよ」

　そう言いわれて、なにも言いいかえせなかった。

　消きえゆく命いのちをどうにかしたいのは、自じ分ぶんだけじゃないと気きづいたからだ。

　レモナは、グッと言こと葉ばを飲のみこんだ。

「ウンディーネ。あなたの言いいたいことはわかるけど、シルフは、あの状じょう態たいで安あん定ていしているし、いますぐどうこうなりはしないわ。それよりも、ＷＦＡに公こう式しきの救きゅう援えん要よう請せいがきているのだから、行いってくれないかしら」

　モルガンにたしなめられ、ウンディーネは肩かたをすくめた。

「四よん大だい精せい霊れいは何なに物ものにもしばられない、特とく別べつな精せい霊れいよ。たとえ、ＷＦＡの長おさである──あなたにたのまれても、イヤなものはイヤ」

　そう断ことわって、ウンディーネはうでを組くんだ。

「サラマンダー、あなたもここにのこるのよ」

「おい、ウンディーネ。いくらなんでも、そりゃないだろ」

「あなた、シルフが心しん配ぱいじゃないの!?」

「そばにいたって、解かい決けつ策さくはないだろ！」

　口こう論ろんをはじめたウンディーネとサラマンダーを見みて、杏あん樹じゅとモルガンは顔かおを見みあわせた。

　このままじゃ、らちがあかない。

（言いいあらそってる時じ間かんなんてないのに……）

　どうして、なかよくできないんだろう。

　四よん大だい精せい霊れいは、種しゅ族ぞく間かんを行いき来きできる精せい霊れいだって、聞きいていたのに。

　杏あん樹じゅは、その横よこで、レモナが体からだをふるわせているのに気きづいた。

「レモナ……だいじょうぶだよ。私わたしとモルガンさんは、いっしょに──」

「もういいっ！　私わたしだけで、村むらにもどるからっ！」

　そう声こえをあらげて、レモナは窓まどから飛とびだしてしまった。

「レモナ！　待まって！」

　追おいかけようとした杏あん樹じゅは、窓まどの前まえで、はたと足あしをとめた。

（……ダメだ）

　レモナを追おいかけることはできない。

　だって、杏あん樹じゅは飛とべないから。

　自じ分ぶんの無む力りょくさを、あらためて思おもいしる。

　あっという間まに、レモナのすがたは夜よ空ぞらにとけこんでしまった。

「しかたないわ。せめて、私わたしたちだけでも──」

　肩かたを落おとす杏あん樹じゅの背せ中なかに、モルガンが声こえをかけた瞬しゅん間かんだった。

　まるで、大おおきな地じ震しんがきたような、はげしいゆれが、本ほん部ぶをおそった。

　パラパラと天てん井じょうから、くずれた破は片へんが落おちてくる。

「なっ、なに!?」

　警けい報ほうのようなカラスたちの鳴なき声ごえが、いっせいに、外そとから聞きこえてくる。

　ギャアギャアとさわぐ声こえは、あまりに大おおきく、杏あん樹じゅはおもわず、耳みみをふさぎそうになる。

「こんなときに襲しゅう撃げき!?」

　窓まどに駆かけよったモルガンが、空そらを見みあげる。

　杏あん樹じゅも、モルガンの視し線せんをおった。

「な、なにあれ……」

　目めを見みはった杏あん樹じゅの視し界かいに飛とびこんできたのは、何なん匹びきものガーゴイルにかこまれた、巨きょ大だいなヘビのような生いき物ものだった。

「なにも、こんなときに……」

　歯はがみするように言いって、モルガンはシャ・ノワールにむきなおった。

「クラウディ・ヴィレッジに、救きゅう援えん要よう請せいには応おうじられないと連れん絡らくして！」

「でも、連れん絡らくがつかないのでは──」

「どうにかして連れん絡らくするの！」

　声こえをあらげるモルガンにうなずき、シャ・ノワールはいそいで部へ屋やをあとにした。

「応おう戦せんに出でるわ。杏あん樹じゅは、ここにいなさい」

　そう言いって、モルガンが足あしばやに部へ屋やを出でていこうとする。

「吸ヴァ血ンパ鬼イアを、見みすてるんですか！」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばに、モルガンの足あしがとまった。

「レモナの……おじいちゃんの村むらを……切きりすてるんですか……？」

「杏あん樹じゅ」

　モルガンがふりかえる。

「ときには、こういう決けつ断だんをしなきゃならないの。ここはＷＦＡの本ほん部ぶで、私わたしはその長おさよ。まずここを守まもるのは、とうぜんのことだわ」

　モルガンの言いうことはわかる。

（でも……だからって……）

「わかってちょうだい、杏あん樹じゅ」

　さとすように言いって、モルガンが部へ屋やを出でていく。

「そんな……」

　杏あん樹じゅは、ギュッと目めを閉とじた。

（どうしたらいいの……？）

　こんな非ひ常じょう事じ態たいだというのに、杏あん樹じゅはなにもできない。

　それがとてもくやしく、なさけなかった。

　なんのための〝大たい使し〟なのだろう。

（私わたしができることって、なに？）

　ドンッと音おとがして、ふたたび、建たて物ものがゆれる。

　天てん井じょうがくずれ、その破は片へんが杏あん樹じゅにむかって落おちてくる。

「っ！」

　サラマンダーが杏あん樹じゅをつき飛とばした。

　杏あん樹じゅはいきおいよく、窓まどぎわへと、ふき飛とんでいく。

「だ、だいじょうぶか？」

　大おおきな手てを差さしだされ、杏あん樹じゅはフラつきながら、その手てにつかまった。

「すまない。とっさのことだったから」

「いえ……ありがとうございます」

　そう言いって、窓まどから上じょう空くうを見みあげる。
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　ほうきに乗のったモルガンのすがたが、月つきの光ひかりに照てらしだされる。

　その手てににぎった銀ぎん色いろのステッキから、雷らい光こうがはなたれる。

　空そらをおおってしまうほどのガーゴイル──その数すう匹ひきが、雷らい光こうにあたって、消きえていった。

　なかまを消けされたガーゴイルが、怒いかりにまかせて、モルガンに突とっ進しんしていく。

「あぶないっ！」

　おもわず、杏あん樹じゅがさけぶ。

　だけど、モルガンにはあたらない。

　うまくよけて、ふたたび、ステッキから雷らい光こうをはなつ。

「あの大おおきいのは、いったい──」

　つぶやいた杏あん樹じゅの横よこで、サラマンダーが答こたえる。

「ワイヴァーンだよ。破は壊かいをこのむ、空そら飛とぶヘビだな」

　満まん月げつの光ひかりに照てらされたワイヴァーン──何なん十じゅうメートルもある大おおきな体からだには、ドラゴンを思おもわせるような頭あたまがついている。

　本ほん部ぶの上じょう空くうを旋せん回かいし、空くう気きをふるわせるような咆ほう哮こうをあげた。

　ワイヴァーンの口くちから、炎ほのおがはきだされ、それが空そらを赤あかくそめていた。

　あんな大おおきな精せい霊れいに攻こう撃げきされたら、ひとたまりもない。

（それなのに……私わたしは、なにもできない）

　とりのこされた杏あん樹じゅは、うつむいてしまう。

（いったい、なんのための能のう力りょくなんだろう……）

　大だい事じな友ともだちの能のう力りょくを吸すいとった上うえに、だれも助たすけることができないなんて。

　でも、だからと言いって、ここでじっと待まつことは、杏あん樹じゅにはできなかった。

（……行いかなきゃ）

　杏あん樹じゅの目めに光ひかりがやどる。

（私わたしにだって、なにか、できることがあるはず！）

　そう決けっ心しんした杏あん樹じゅは、横よこに立たっているサラマンダーを見みつめた。

「サラマンダー……おねがいがあるの」







　　　　12　杏あん樹じゅの決けつ意い




「そりゃ、無む謀ぼうってもんだぜ、おじょうさん！」

　杏あん樹じゅのねがいを聞きいたサラマンダーが、はげしく首くびをふる。

「そんなこと言いわないで。連つれていってくれるだけでいいの」

　必ひっ死しな杏あん樹じゅを説せっ得とくするように、サラマンダーはやさしく説ときふせた。

「わざわざ、あぶない場ば所しょに行いくことないだろう。彼かれらは彼かれらで、なんとかするさ」

「なんとかできないから、救きゅう援えん要よう請せいを出だしたんじゃないの？」

「うぅ……でも、おじょうさんは、モルガンに『ここにいろ』って言いわれたじゃないか」

　杏あん樹じゅをさとしにかかるサラマンダーに、ウンディーネが言いった。

「やめなさい。そんなの、ほうっておけばいいのよ」

　杏あん樹じゅは、キッとウンディーネを見みた。

「なんで、そんなひどいことが言いえるの？」

「別べっ種しゅ族ぞくの問もん題だいに、首くびをつっこむことはないわ。だいたい精せい霊れいっていうのはね、種しゅ族ぞくによって独どく立りつ独どっ歩ぽが原げん則そくなの。彼かれらだって、わかってるはずよ」

「だからって見みごろしにするの？　いったい、なんのための同どう盟めいなのよ！」

「あのねぇ……」

　杏あん樹じゅをさとすように、ウンディーネが声こえをかける。

「あなた……どうして、そこまで必ひっ死しになるの？」

　わからないわ、とウンディーネが、頭あたまをふった。

「こまってる人ひとをほうっておくことなんて、私わたしにはできないから……」

　そう言いって、杏あん樹じゅは言こと葉ばをつづける。

「こわいけど……逃にげだしたいけど……こまってる友ともだちを、見みすごすことなんてできない……この能のう力りょくには、きっと意い味みがある。だから、なにかの役やくにはたてるはず！」

（そうだよね、シルフ……？）

　記き憶おくの中なかのシルフに問といかける。

「私わたしが私わたしでいるためには……この信しん念ねんだけは、ぜったいに、曲まげられないんです！」

「信しん念ねんか……シルフとおなじようなこと言いうのね」

　ウンディーネがさびしげにつぶやいた。

「その信しん念ねんのために、消きえてしまうかもしれないのよ？　それでも行いくの？」

　杏あん樹じゅはコクリとうなずいた。

「消きえるなんて考かんがえてないし……どうにかなる、どうにかするって思おもってるから」

　そのために、力ちからを貸かしてほしかった。

「村むらまで連つれていってくれ、なんて言いいません。いっしょに戦たたかってほしいとも、思おもっていません。ただ──ちかくまで……村むらのちかくまで、連つれていってくれるだけでいいんです」

　杏あん樹じゅが頭あたまをさげる。

「おねがいします……これ以い上じょう、まわりの人ひとが消きえていくのはイヤなんです……」

　ギュッと両りょう手てをにぎりしめる。

　その小ちいさな手てが、かすかにふるえているのを見みて、ウンディーネが声こえをかける。

「あなたが消きえたら、悲かなしむ人ひとがいるのよ。それでも行いくのね？」

「そんなの考かんがえてたら、大たい使しなんてできないですよ」

　その声こえには、ゆるぎない信しん念ねんがつまっていた。

「……わかった。連つれていくよ」

　サラマンダーの言こと葉ばに、杏あん樹じゅの顔かおが明あかるくなる。

「ありがとう！」

　なにか言いいかけたウンディーネをさえぎって、サラマンダーがむきなおる。

「おまえがなんて言いおうと、オレは行いくよ」

「でも……」

「おじょうさんの信しん念ねんは本ほん物ものだ。シルフがえらんだのも、わかるだろ？」

　ウンディーネが考かんがえこむ。サラマンダーは、杏あん樹じゅの背せ中なかをおした。

「さぁ、行いこう。時じ間かんがないんだろう？」

「はい……！」

　うながされ、杏あん樹じゅが部へ屋やを出でていこうとした、そのとき。

「……待まちなさいよ」

　ウンディーネの声こえに、杏あん樹じゅはふりかえった。

「私わたしも行いくわ」

「え……？」

　目めを丸まるくする杏あん樹じゅに、ウンディーネが言こと葉ばをつづける。

「行いくって言いってるの」

「え、でも……いいんですか？」

　問といかける杏あん樹じゅを見みて、ウンディーネはかぶりをふった。

「あなたが消きえたら、シルフが目めざめたときに、悲かなしむもの。しょうがない……全ぜん力りょくでサポートするわ」

「サポートって──」

　サラマンダーが、おどろいたようにウンディーネを見みた。

「無む力りょくな人にん間げんに力ちからを。そして、あらそいをしずめよ──いまこそ、パラケルススとの約やく束そくを守まもるときよ」

「それって、人にん間げん界かいの話はなしじゃ……」

　ツッコミを入いれるサラマンダーを、ウンディーネがにらむ。

「いいのよ、どっちだって」

　そう言いって、肩かたにのっているノームを見みた。

「あなたも、それでいいわね？」

　ノームがおずおずと、それでもしっかりとうなずくのを見みて、杏あん樹じゅはふたたび、頭あたまをさげた。

「……ありがとうございます！」




　杏あん樹じゅたちが、ＷＦＡの本ほん部ぶを出しゅっ発ぱつしたころ──レモナは「クラウディ・ヴィレッジ」を視し界かいにとらえていた。

「そんな……」

　村むら全ぜん体たいが、赤あかく燃もえていた。

　ところどころで、閃せん光こうが走はしる。

「みんなっ！」

　大おおいそぎで、レモナは村むらの中ちゅう心しん部ぶへと降おりたった。

「げほっ、げほっ……」

　けむりにいぶされ、レモナははげしくせきこむ。

　木き々ぎは焼やけ落おち、レンガづくりの家いえ々いえは、いまにもくずれ落おちそうだった。

「おじいちゃんは……？」

　周しゅう囲いを見みまわすけれど、炎ほのおとけむりがじゃまして、人ひと影かげを見みつけることができなかった。

　長おさであるヴァナーブのことだ、悪あっ鬼きたちがやってくる入いり口ぐちで、襲しゅう撃げきをとめようとしたはず。

　レモナはそう考かんがえ、いちもくさんに駆かけだした。

「おじいちゃん……ムリしないで」

　ヴァナーブの能のう力りょくは消きえかけている。

　ヴァナーブはかくそうとしていたけれど、レモナはそれに気きづいていた。

　レモナが、杏あん樹じゅにひどいことを言いったのは、のこっているヴァナーブの能のう力りょくを、杏あん樹じゅに吸すいとられてしまうことをおそれたためだ。

　能のう力りょくが消きえてしまったら、ヴァナーブはいなくなってしまう。

「ひとりにしないで……」

　レモナは、数すう年ねん前まえにあった襲しゅう撃げきで、両りょう親しんを亡なくしていた。

　あのときもひどかったけれど、今こん回かいは、くらべものにならない。

「本ほん気きで、のっとるつもりなんだ……」

　はげしい熱ねっ風ぷうが、レモナの髪かみをこがす。

　そんなのおかまいなしに、レモナはくずれ落おちた外がい壁へきをとびこえ、必ひっ死しに走はしった。

「おじいちゃん。どうか、ぶじでいて……！」

　祈いのるように前まえだけを見みつめ、風かぜのように駆かける。

「っ！」

　けむりのおくで、人ひと影かげが揺ゆらめく。

　レモナは足あしをとめ、身みがまえた。

「くるなら、こいっての！」

　両りょう手てをにぎりしめ、力ちからをこめる。

「う、うぅ……」

　うめき声ごえとともに、けむりの中なかから人ひとがあらわれた。

　レモナの目めの前まえで、脱だつ力りょくしたように地じ面めんにたおれる。

「だいじょうぶ？」

　村むらの青せい年ねんだった。

　あちこちから出しゅっ血けつし、どんな手て当あてをしても手ておくれなのが見みてとれる。

「ひ、姫ひめさま……」

　とぎれがちな声こえで、それでも情じょう報ほうをつたえようとする。

「入いり口ぐちで……食くいとめきれなかった……悪あっ鬼きたちが入はいりこんできて……ヴァナーブが、これ以い上じょう、入はいってこないよう……戦たたかって……」

　空くう気きがもれるような呼こ吸きゅう音おんがして、レモナは青せい年ねんを抱だきおこす。

「もういいから。休やすんで」

　そう言いうのが、せいいっぱいだった。

　青せい年ねんの体からだが、キラキラとした光ひかりの粒りゅう子しにつつみこまれていたからだ。

　もうすぐ消きえる。

　それがわかったから、レモナは、もうなにも言いえなかった。

「くそっ……吸きゅう血けつさえ、できれば……」

　その言こと葉ばに、レモナは首くびをふった。

「吸きゅう血けつして、たおしても……この数かずじゃ勝かてないよ……」

（それに……）

　と言こと葉ばを飲のみこむ。

　吸きゅう血けつは禁きん止しされている。だから、したくてもできない。

（でも、この状じょう況きょうで……そんなこと言いってる場ば合あいなの？）

　なやむレモナのうでの中なかで、青せい年ねんはゆっくりと消きえていく。

「ごめん……」

　あやまるレモナに、青せい年ねんがほほえむ。

「なにを……姫ひめさまが……あやまることが、あるんですか……」

　これが、青せい年ねんの最さい期ごの言こと葉ばになった。

　レモナのほおに、ひとすじの涙なみだがつたう。

（……泣ないてる場ば合あいじゃない！）

　気き持もちを切きりかえ、レモナはふたたび、入いり口ぐちへと走はしりはじめた。

（これ以い上じょう、なかまを消けしてたまるもんか！）

　キッと前まえを見みすえるレモナの視し界かいに、ヴァナーブのすがたが飛とびこんでくる。

「おじいちゃん！」

　駆かけよったレモナを見みて、ヴァナーブは、自じ身しんにまとわりついている悪あっ鬼きをふりはらった。

「レモナ！　ぶじだったか」

「そっちも。よかった、生いきてて」

　言いいながら、レモナはおそいかかってくる悪あっ鬼きをなぐりとばした。

　背せ中なかあわせになったヴァナーブとレモナは、悪あっ鬼きたちをにらみつける。

「数かずは、どれくらいいるの？」

「見けん当とうがつかん」

「みんなは？」

「ちりぢりだ。負ふ傷しょうして、戦たたかえない者ものたちは、うちに避ひ難なんするように言いってある」

「ってことは──」

　悪あっ鬼きが斧おのをふりあげ、レモナは瞬しゅん時じによけた。

「うちには、結けっ界かいがはってあるのね」

「いちおうな」

　答こたえたヴァナーブは、レモナにおそいかかった悪あっ鬼きに、ツメをふり下おろす。

　空くうをきる音おとがして、悪あっ鬼きから血ちがふきだした。

　かえり血ちをあびたヴァナーブは、こぶしを地じ面めんにつきたてた。

　ガコンと大おおきな音おとをたて、悪あっ鬼きたちが立たっている地じ面めんが、まっぷたつに割われる。

　悲ひ鳴めいをあげた悪あっ鬼きたちが、その中なかに落おちていくのを見みとどけて、ヴァナーブがレモナにむきなおった。

「ヤツらの援えん軍ぐんが着つく前まえに、言いうことがある」

　蒼あおい瞳ひとみが、レモナを見みつめる。

「気きづいていると思おもうが、私わたしには、もう……能のう力りょくがない。結けっ界かいがとけるのも、時じ間かんの問もん題だいだ」

　レモナはだまったまま、コクッとうなずいた。

「つぎの長おさはおまえだ、レモナ。みんなを守まもってくれ」

「……うん」

　そう答こたえて、レモナはヴァナーブを見みあげた。

「ひとつ、聞ききたいことがあるの」

「なんだ？」

「こんな状じょう況きょうでも、吸きゅう血けつしたらダメなの？　敵てきをたおせなくても、回かい復ふくだけでもできれば……」

　ヴァナーブは首くびをふった。

「決きめたことだ」

「でも、このままじゃ……」

　つめよるレモナの頭あたまを、ヴァナーブはそっとなでた。

「このまま滅ほろびてしまうのなら、吸ヴァ血ンパ鬼イアはそれまでだったってことだ」

「そんなっ！　あきらめるの？」

　レモナは、グッとくちびるをかみしめた。

「私わたしはあきらめない。あきらめたくない」

「だれも、あきらめるなんて言いってないだろう。ただ、決きめたことをやぶって、それでもダメだったら……きっと後こう悔かいすることになる」

　そう言いって、ヴァナーブは、黒くろいけむりにおおわれた空そらを見みあげた。

「新あたらしい歴れき史しを作つくるんだ……過か去こに、もどってはいけない。いいね？」

「……わかった」
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　ヴァナーブは、レモナにむかって、よわよわしい笑えみをうかべる。

「だいじょうぶさ。じきに、ＷＦＡから救きゅう援えんがくる」

　それを聞きいて、レモナはヴァナーブから目めをそらした。

「……たぶん、こないよ」

「？　なんだって？」

「こないの！」

　レモナは、ＷＦＡの本ほん部ぶであったことを説せつ明めいする。

「そうか……」

　言こと葉ばをうしなったヴァナーブに、レモナは言こと葉ばをつづける。

「でも、杏あん樹じゅはきっと、きてくれるよ」

　きっぱりと言いって、レモナは目めの前まえに広ひろがる森もりを見みつめた。

　ガサガサと音おとをたてながら、悪あっ鬼きたちの援えん軍ぐんがやってくる。

「あきらめない、ぜったいに」

　そう言いったレモナの横よこに、ヴァナーブがならんだ。

「そうだな……どうなろうと、最さい後ごまで戦たたかおう」

　飛とぶようにして、おそいかかってくる悪あっ鬼きたちの数かずを見みて、レモナは言こと葉ばをうしなった。

　あまりにも多おおく、あいてにしているうちに朝あさになってしまうのは、かんたんに想そう像ぞうができた。

　弱よわ気きになったレモナに、ヴァナーブは、悪あっ鬼きたちを見みすえながら言いった。

「おまえは、みんなを守まもるんだ」

「でも……おじいちゃんは……？」

「ここで、こいつらを食くいとめる」

「ひとりで？　そんなのムリ──」

「私わたしは、もう長ながくない……ここで、こいつらの数かずを減へらすのが最さい善ぜんだ。ちがうか？」

　言いわれて、レモナはグッと言こと葉ばを飲のみこんだ。

　ヴァナーブの言いうことが正ただしい。

　長おさたるもの、みんなを守まもることが最さい優ゆう先せんだ。

「行いくんだ、レモナ！」

　ヴァナーブが、そっとレモナの背せ中なかをおす。

「…………っ！」

　涙なみだをこらえ、レモナは村むらへと──レモナとヴァナーブの家いえへと、駆かけだした。







　　　　13　四よん大だい精せい霊れいのパワー




　風かぜを切きりさき、夜よ空ぞらを猛もうスピードで駆かけぬける──サラマンダーの背せ中なかに乗のった杏あん樹じゅたちは、じっと前まえを見みつめていた。

　だれも口くちをひらく者ものはいない。間まにあうように、と祈いのるばかりだ。

　ふと杏あん樹じゅは、肩かたに重おもみを感かんじ、視し線せんをうつす。

「ノームさんか……どうしたの？」

　杏あん樹じゅの肩かたにしがみついているノームは、よっこらしょ、と這はい上あがった。

「もう一いち度ど、あんたの能のう力りょくを調しらべたい。いいだろうか？」

　聞きかれて、杏あん樹じゅは口くちをつぐんだ。

「あのときは、怒いかりとショックで、冷れい静せいに能のう力りょくを見みきわめることができなかった。気きになることがあるのを思おもいだしたから、もう一いち度ど、見みておきたいんじゃが……」

　ノームの申もうし出でに、杏あん樹じゅはうなずいた。

「はい。おねがいします」

「では……」

　ノームはそっと、杏あん樹じゅの首くびすじにふれた。

　ピリッとした静せい電でん気きのような痛いたみを感かんじ、杏あん樹じゅは顔かおをしかめた。

　断だん続ぞく的てきにやってくる痛いたみをこらえて、調しらべおわるのをがまん強づよく待まった。

「ふむ……」

　しばらくふれていたノームは、ふしぎそうに首くびをかしげる。

「どうかした？」

　ウンディーネに聞きかれても、ノームは答こたえなかった。

　首くびをひねって、考かんがえこんでいる。

　杏あん樹じゅの胸むねに、不ふ安あんがつのっていく。

（まだ、なにかあったのかな……）

「おい、そろそろつくぞ」

　言いって、サラマンダーが急きゅう降こう下かをはじめる。

「ハデに、戦せん闘とう開かい始しといこうじゃないか！」

　そう言いったサラマンダーは、なにかを空くう中ちゅうで見みつけ、舌した打うちをした。

　その視し線せんのさきには、数すう匹ひきのガーゴイルがいた。

　それぞれの手てに、三み股またにわかれた槍やりをもっている。

「そんな武ぶ器きで、オレに勝かてると思おもってるのか!?」

　サラマンダーが咆ほう哮こうした。

　サラマンダーの大おおきな口くちから、火か炎えんの球たまがいくつも飛とびだし、ガーゴイルめがけて飛とんでいく。

「……ウンディーネとおじょうさんは、さきに行いっててくれ。オレとノームは、こいつらをやっつける」

「わかったわ」

　ウンディーネは杏あん樹じゅの手てをとると、ためらいもなく、サラマンダーの背せ中なかから飛とびおりた。

「え──えぇっ!?」

　夜よるの空そらを、ウンディーネと杏あん樹じゅが落おちていく。

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……」

　声こえにならない声こえをあげ、杏あん樹じゅはいまにも、気き絶ぜつしそうだった。

「安あん心しんしてよ。この手てをはなさないかぎり、あなたもだいじょうぶだから」

　余よ裕ゆうのウンディーネは、つないでいないほうの手てで印いんをきる。

「な、なにするつもりですかっ！」

　バサバサと服ふくをはためかせた杏あん樹じゅは、おもわず目めを見みはった。

　まっくらで、なにもなかった空くう中ちゅうから、長ながい羽は衣ごろもがあらわれた。

　宝ほう石せきをちりばめたように、キラキラと光ひかる長ながい布ぬのは、慣かん性せいの法ほう則そくを無む視しして、落らっ下かしているウンディーネの体からだに巻まきついた。

「これがないと、飛とべないのよ、私わたし」

　そう言いって、杏あん樹じゅに羽は衣ごろもを見みせびらかす。

「キレイでしょう？」

　言いってるあいだにも、杏あん樹じゅたちはものすごいスピードで、地じ面めんに近ちかづいていく。

「ぶつかるっ！　ぶつかっちゃいますっ！」

　けむりにおおわれた村むらの──壊こわれかけた家いえの屋や根ねや、くずれ落おちた看かん板ばんや柱はしらが、はっきりと見みえてくる。

　杏あん樹じゅは、おもわず目めを閉とじた。

「落おちつきなさいよ、まったく……」

　そんな杏あん樹じゅを冷ひややかな目めで見みながら、ウンディーネは、ふたたび印いんをきる。

　そのとたん、ウンディーネと杏あん樹じゅは、空くう中ちゅうにピタッと停てい止しした。

「……？」

　バクバクする胸むねをおさえ、杏あん樹じゅはゆっくりと目めをひらく。

　揺ゆらめく羽は衣ごろもにつつまれて、２人ふたりはゆっくりと──村むらの中ちゅう心しん部ぶにある、噴ふん水すいの前まえに降おりたった。

「ね、へいきだったでしょ？」

「でも、心しん臓ぞうに悪わるいよ……」

　もっと早はやくに、羽は衣ごろもを使つかって飛とんでくれればよかったのに。

「こわがりな大たい使しさんね……」

　そう言いって、ウンディーネは、周しゅう囲いを見みわたす。

「だれもいないわね。まさか、もう手ておくれ──」

　と、そのとき。

　村むらのいちばんおく、ヴァナーブの家いえのほうから、爆ばく発はつ音おんが聞きこえてくる。

　それと同どう時じに、悲ひ鳴めいも。

「行いきましょう！」

　杏あん樹じゅが駆かけだす。

　だけど、ウンディーネは噴ふん水すいの前まえに立たったままだ。

「どうしたの？」

　ふりかえった杏あん樹じゅは、ハッと息いきをのんだ。

　いつのまにか、ウンディーネは悪あっ鬼きたちにかこまれていた。

　つきだした大おおきなアゴ、ひんまがった口くちからのぞくガタガタの歯は、豚ぶたのような鼻はなに、はなれすぎた目め、１メートルほどの背せたけ──そんな悪あっ鬼きたちは、自じ分ぶんたちを見みすえているウンディーネを見みて、ニヤニヤと笑わらっている。

「行いきなさい、杏あん樹じゅ」

　ウンディーネは、杏あん樹じゅを見みずに言いった。

「でも……」

　にじりよる悪あっ鬼きたちは、けむりの中なかからワサワサと出でてくると、ウンディーネをとりかこんだ。

（多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいだ……）

　ウンディーネの力ちからが、どれほどなのかはわからないけれど、こんなに多おおくちゃ、さすがにきびしいだろう。

　杏あん樹じゅは１歩ぽ、ウンディーネに歩あゆみよった。

　チラッとこちらを見みたウンディーネは、口くちもとに笑えみをうかべる。

「心しん配ぱいしないで。あらそうのは好すきじゃないけど、こんな悪あっ鬼きたちに負まけるほど、よわくないわ」

　ふふっ、とあやしくほほえむと、すぐちかくにある噴ふん水すいに手てをのばす。

　風かぜもないのに、噴ふん水すいの水すい面めんがゆれはじめた。

　海うみの波なみのように、水すい面めんが動うごく。

「聖せいなる水みずよ……我われに力ちからを……」

　ウンディーネのほそい指ゆびさきが、まばゆいまでに光ひかりだす。

　悪あっ鬼きたちがひるんだように、歩ほをとめた。

「四よん大だい精せい霊れい──ウンディーネの名なの下もとに、そなたに生せいをあたえよう……」

　ゴポゴポッと音おとがする。

　まるで命いのちを吹ふきこまれたかのように、噴ふん水すいの水すい量りょうが増ふえ、空そら高たかく盛もりあがっていく。

「うわぁ……！」

　盛もりあがった水みずは、かたちをなして──やがて、全ぜん身しんが透すけた、大おおきなヘビになった。

　頭あたまには、ねじれた１本ぽんの角つのが生はえている。
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　深しん海かい色いろの目めが、悪あっ鬼きたちをにらみつけた。

「行いけ！　サーペント！」

　サーペントと呼よばれたヘビは、長ながい体からだをくねらせ、悪あっ鬼きたちへとむかっていく。

　１匹ぴき、また１匹ぴきと、サーペントは悪あっ鬼きたちを飲のみこんでいった。

「さっきは悪わるかったわね、杏あん樹じゅ」

　サーペントをあやつりながら、ウンディーネが言いう。

「滅ほろびてもいい種しゅ族ぞくなんて、いないのに……」

　反はん省せいしているのか、目めをふせた。

「ウンディーネ？」

「行いって、杏あん樹じゅ。シルフのように、あなたの武ぶ器きにはなれないけれど、こいつらを足あしどめすることはできるわ」

「でも……」

「いま、彼かれらをすくえるのは、あなたしかいないの」

　杏あん樹じゅはコクリとうなずくと、きびすをかえし、走はしりだした。

（レモナ、待まってて！）







　　　　14　秘ひめられた能力ちから




　レモナは、全ぜん身しんに広ひろがる痛いたみをこらえ、フラフラと立たちあがった。

　たおしても、たおしても──アンデッドのように、とぎれることなく、悪あっ鬼きたちはあらわれてくる。

「姫ひめさま、もうダメです」

　村むらの若わか者ものが、泣なきごとを言いう。

「ヤツら、本ほん気きで村むらを奪うばいにきています」

「だから、なに!?　あきらめて、ゆずりわたせって言いうの？」

　レモナは、キッと若わか者ものを見みつめた。

「敵てきが本ほん気きだから、なんだって言いうのよ！」

　村むらのおくへと、追おいつめられた吸ヴァ血ンパ鬼イアたちは、みんな、ボロボロの状じょう態たいだった。

　もう立たちあがる体たい力りょくもなく、こんな状じょう態たいで戦たたかえるとは思おもえなかった。

　それでも──レモナは、みんなをふるいたたせた。

「ＷＦＡの大たい使しは、きっとくるわ。それまで、たえるの！」

「……ムリですよ、姫ひめさま」

　商しょう店てんを営いとなんでいるおじさんが、レモナに首くびをふった。

「くるわけがない」

「なんで、そんなこと言いうの？」

「ワイヴァーンが本ほん部ぶをおそっていると、悪あっ鬼きが言いっているのを聞ききました。ＷＦＡは、こっちまで手てがまわらないでしょう……」

　王おう家けの紋もん章しょうにも使つかわれている、伝でん説せつの怪かい物ぶつワイヴァーン──それがあらわれたと聞きいて、後こう退たいしていた吸ヴァ血ンパ鬼イアたちが、ざわめきはじめる。

「逃にげるしかないんじゃないか？」

「もう戦たたかえないだろう」

「でも、どこへ？」

「村むらから出でることは自じ殺さつ行こう為いだぞ？　じきに朝あさだ！」

「そうだ。悪あっ鬼きたちから逃にげることはできても、太たい陽ようの光ひかりからは逃にげられない！」

「いまから逃にげたんじゃ、モロに朝あさ日ひをあびることになるぞ」

「灰はいになるしかないの？」

　あきらめムードがただよう中なか──

　レモナはひとり、悪あっ鬼きへとむかっていった。

「朝あさまでに、こいつらをたおせばいいのよ！　かんたんなことだわ！」

　そうさけんだレモナは、血ちまみれになった両りょう手てをにぎりしめた。

　もう、力ちからが入はいらず、ふるふるとふるえている。

　それでも、みんなに聞きこえるように声こえをあらげた。

「私わたしは、ぜったいにあきらめない。たとえ、朝あさがきても、最さい後ごまで戦たたかう！　あんなヤツらに、村むらを壊こわされてたまるもんか！」

　かくれ場ば所しょから出でたレモナのすがたを、悪あっ鬼きがとらえた。

　不ふ快かいな声こえで、悪あっ鬼きたちがさわぎだす。

「くるなら、きなさいよ！」

　いまにもたおれてしまいそうな体からだに、できるかぎりの力ちからをこめ、レモナは身みがまえた。

　悪あっ鬼きたちが、ジリジリとレモナにちかよってくる。

「ぶっ飛とばしてやる！」

　この言こと葉ばを合あい図ずにしたように、悪あっ鬼きたちがいっせいに、レモナに飛とびかかった。

　レモナは器き用ようによけながら、１匹ぴき１匹ぴきに、渾こん身しんの力ちからをこめたパンチをくりだしていく。

　だけど、それも限げん界かいがあった。

　一いっ瞬しゅんのスキに、背はい後ごから、はがいじめにされ、悪あっ鬼きにつかまってしまう。

　ニタニタと笑わらった悪あっ鬼きは、耳みみまで裂さけた口くちをひらいた。

　レモナは目めを見みはった。

「あんたたち……吸ヴァ血ンパ鬼イアを食たべるつもり!?」

　のこっている力ちからで、ジタバタと抵てい抗こうしてみるも、小こ太ぶとりの悪あっ鬼きたちの力ちからにはかなわなかった。

　もうダメだ、と目めをつぶる。

　そのとき。

　一いち陣じんの風かぜが、レモナのほおをなでた。

　かすかに、甘あまい香かおりがする。

「──レモナから、はなれなさい！」

　凜りんとした声こえが、あたりにひびく。

「……杏あん樹じゅ！」

　はぁはぁ、と肩かたで息いきをしている杏あん樹じゅは、悪あっ鬼きたちに両りょう手てをつきだした。

（シルフ、私わたしに力ちからを貸かして……）

　そう心こころの中なかでつぶやき、手てのひらに力ちからをこめる。

（忌いまわしい能のう力りょくで手てに入いれた力ちからだけど……いまこそ、使つかうべき……だよね？　シルフ！）

「──風かぜよ！　私わたしに力ちからを！」

　杏あん樹じゅがほえた瞬しゅん間かん──杏あん樹じゅ自じ身しんもふき飛とんでしまうほどの、大おおきな竜たつ巻まきがあらわれた。

「え……」

　天てん高たかく巻まきあがった大おおきな竜たつ巻まきに、杏あん樹じゅは目めをまるくした。

（シルフの能のう力りょくって、こんなにすごかったの……？）

　大おおきな竜たつ巻まきは分ぶん裂れつし、威い力りょくをよわめることなく、悪あっ鬼きたちを巻まきこんでいく。

「グギャギャギャギャ！」

　竜たつ巻まきの中なかでグルグルとまわされ、悪あっ鬼きたちの目めが、うつろになっていく。

　それでも、竜たつ巻まきの難なんを逃のがれた悪あっ鬼きたちが、杏あん樹じゅにむかっておそいかかる。

「これでも、くらえっ！」

　杏あん樹じゅは、足あしで空くうを蹴けりあげた。

　ブゥンと音おとがして、小ちいさなカマイタチが発はっ生せいすると、悪あっ鬼きたちにむかっていった。

　イヤな音おとをたてて、カマイタチが悪あっ鬼きたちを切きりきざんでいく。

　あらかた、悪あっ鬼きがいなくなったのを見みて、杏あん樹じゅはいそいで、レモナへと駆かけよった。

　地じ面めんに座すわりこんでいるレモナは、力ちからなく杏あん樹じゅを見みあげる。

「くるって、信しんじてたよ、杏あん樹じゅ……」

　そう言いって、レモナはよわよわしくほほえむ。

「レモナ──ひどい傷きず！」

　抱だきおこそうとした杏あん樹じゅの両りょう腕うでに、まっかな血ちがベットリとついた。

「こんな……！」

　杏あん樹じゅは絶ぜっ句くしてしまう。

（こんなことって……）

「私わたしが……長おさなんだから……みんなを、守まもらなきゃ……って」

　レモナは、とぎれがちになる言こと葉ばをつづける。

「た、たいしたこと、ないから」

　強つよがるレモナを、杏あん樹じゅはギュッと抱だきしめた。

「あ、杏あん樹じゅ……？」

「もう、しゃべらなくていいよ、レモナ」

　杏あん樹じゅは、うでに力ちからをこめた。

（おねがい……だれか、レモナを助たすけて……）
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　祈いのるようにして、きゃしゃな体からだを抱だきしめる。

「そ、そうだ」

　杏あん樹じゅはおもむろに、レモナの目めの前まえに、自じ分ぶんの首くびをつきだした。

「吸すって、レモナ！　吸きゅう血けつすれば、こんな傷きず……」

　レモナが、よわよわしく首くびをふる。

「吸きゅう血けつは、してはいけない……それがいまの私わたしたちの掟おきてなの。新あたらしい吸ヴァ血ンパ鬼イアの歴れき史しに、泥どろをぬってはいけない……」

「でも！」

　レモナの血ちが、地じ面めんを赤あかくそめていく。

（血ちよ、とまって……こんなに出でてたんじゃ、レモナが死しんじゃう！）

　杏あん樹じゅは、必ひっ死しに傷きず口ぐちに手てをあてた。

　杏あん樹じゅの白しろい手てが、赤あかくぬれていく。

（おねがい……とまって……おねがい！）

　祈いのるように、傷きず口ぐちをおさえつづける。

「っ！」

　そのとき。

　全ぜん身しんをつらぬくような激げき痛つうを感かんじ、杏あん樹じゅは顔かおをしかめた。

　痛いたみは消きえるどころか、強つよくなってくる。

　レモナを抱だきおこす力ちからがぬけ、折おりかさなるようにして、レモナの上うえにたおれこんでしまった。

（な、なに……？）

　悪あっ鬼きたちは、竜たつ巻まきに巻まきこまれ、身み動うごきがとれない状じょう態たいだ。

　だから、いまのところ、ちかくに危き険けんなものはない。

　それなのに、なにかにおそわれたかのような、ズキズキとする痛いたみを感かんじる。

（これ、なに……!?）

　気きをうしなってしまいそうなほどの痛いたみにたえ、苦くるしそうな表ひょう情じょうをうかべている杏あん樹じゅとは逆ぎゃくに──レモナはうっとりと瞳ひとみを閉とじていた。

「なんか、すごくイイ気き持もち……」







　　　　15　見み習ならい大たい使し、誕たん生じょう！




　ゆっくりと目めを開あけた杏あん樹じゅは、自じ分ぶんがどこかに寝ねかされていることに気きづいた。

「ここ、どこ……？」

　おきあがろうとしたけれど、全ぜん身しんがズキズキとして、動うごけない。

「あ、そっか……」

　ぼんやりと、気きをうしなう前まえのことを思おもいだした。




　悪あっ鬼きたちが周しゅう囲いにいることもなく、なにかの術じゅつをかけられているわけでもなさそうなのに、傷きずついていく杏あん樹じゅ。

　それとは逆ぎゃくに、なにもされていないのに血ちがとまり、傷きずがふさがっていくレモナ。

　そんな２人ふたりに、ヴァナーブの家いえで避ひ難なんしていた吸ヴァ血ンパ鬼イアたちが、駆かけよってくる。

「どうなってんだ？」

「レモナ姫ひめは眠ねむっているぞ？」

「眠ねむってる？　こんな状じょう況きょうで？」

「いったい、なにがおこったんだ！」

　くちぐちに言いっているのが聞きこえる。

「とりあえず、姫ひめさまを運はこぼう！」

　そう言いった吸ヴァ血ンパ鬼イアに、杏あん樹じゅは抱だきおこされた。

「こいつは、どうする？」

　ザワザワと、吸ヴァ血ンパ鬼イアたちがさわぎはじめた。

「亜あ種しゅの子こ……よね？」

「放ほう置ちしといたほうが、いいんじゃないのか？」

「でも、この子このおかげで助たすかったのよ？」

　くちぐちに言いう吸ヴァ血ンパ鬼イアたちのひとりが、ボソリとつぶやいた。

「助たすけてもらったのに、見み殺ごろしにするのか？　このままじゃ、こいつ、消きえるぞ。それじゃあ、イーヴァルのときと、おなじじゃないか……」

　この言こと葉ばで、吸ヴァ血ンパ鬼イアたちはさわぐのをやめた。

「……運はこびましょう」

　杏あん樹じゅにヴァナーブの家いえを教おしえた女おんなの人ひとが、しずかに言いった。

「あなた……だいじょうぶ？」

　遠とおくなる意い識しきの中なかで、杏あん樹じゅはうなずくことしか、できなかった。




「ってことは、だれかの家いえ？」

　カーテンが開あけられた窓まどから、どしゃぶりの雨あめが見みえる。

　すべてを洗あらい流ながすかのような、大おおつぶの雨あめ。

「だれもいないのかな……」

　寝ねたまま、杏あん樹じゅはグルリと部へ屋やを見みまわした。

　ベッドわきにおかれているサイドテーブルと、１対ついのソファーセットのほかには、なにも見みあたらない。

　ピッタリと閉しめられたドアのむこうから、だれかがドタバタと駆かけてくる音おとが聞きこえて、杏あん樹じゅは痛いたむ体からだをむりやりおこした。

　バキッと音おとがすると、ドアノブがまわることなく、ドアがいきおいよくひらく。

「杏あん樹じゅ！」

　駆かけこんできたのは、レモナだ。

　瀕ひん死しの状じょう態たいだったレモナの傷きずは、どこにも見みえない。

「レモナ……ぶじだったのね」

「おかげさまでね。ほんとうにありがとう、杏あん樹じゅ！」

　杏あん樹じゅは首くびをふった。

「お礼れいなら、私わたしじゃなくって、四よん大だい精せい霊れいたちに言いって。彼かれらがてつだってくれなかったら、私わたし、ここまでくることもできなかったよ……」

　そう言いって、ハッとレモナを見みつめる。

「そうだ！　ウンディーネやサラマンダー、ノームは？　ぶじ？」

「ぶじよ」

　ひらきっぱなしになっているドアに寄よりかかるようにして、モルガンが立たっている。

「みんなぶじ。重じゅう傷しょうなのはあなただけよ、杏あん樹じゅ」

「え？」

　だって……と言こと葉ばをにごす。

　悪あっ鬼きと戦たたかった吸ヴァ血ンパ鬼イアたちも、みんな、ケガをしていたはずだ。重じゅう傷しょうの人ひともいただろう。

　それなのに、なぜ？

　答こたえをもとめ、杏あん樹じゅはモルガンを見みつめた。

　だけど、かえってきたのは、答こたえではなく質しつ問もんだった。

「杏あん樹じゅ、あなた、レモナになにをしたの？」

　けげんな表ひょう情じょうをうかべているモルガンは、しげしげと杏あん樹じゅを見みつめている。

「なにって……なにも……」

　してないはずだ。

　横よこに立たっているレモナを見みやる。

　レモナはニコニコと笑わらっているだけだ。

「……私わたし、なんかしちゃったの？」

　また、自じ分ぶんの知しらない間あいだに。

　この言こと葉ばを飲のみこんで、青あおざめた杏あん樹じゅは、モルガンとレモナを交こう互ごに見みる。

「ねぇ、レモナ……私わたし、なにしたの？」

（もしかして、能のう力りょくを吸すっちゃったとか？　でも、そうだったら、笑わらってなんかいられないよね……）

「レモナ、能のう力りょくはある？　まだ飛とべる？」

　やつぎばやに出でてくる質しつ問もんに、レモナはドアを見みた。

　ドアノブがとれたドア。

　どう見みても、壊こわれている。

「能のう力りょく、まだあるでしょ？」

　力ちからこぶを作つくって見みせるレモナを前まえに、杏あん樹じゅは頭あたまをかかえた。

「じゃあ、なに？　私わたし、なにしたの？」

「覚おぼえてないの？　ってことは、また自動オートだったのかな？」

「それはないと思おもうけど……だとしたら、杏あん樹じゅのそばで、ヴァルや人にん間げんの友ともだちがケガしたときに、治なおるはずだもの」

　モルガンの言こと葉ばに、杏あん樹じゅは首くびをかしげる。

「……？　治なおる？　どういうことですか？」

「あなた、レモナの傷きずを治なおしたのよ」

　そう言いって、モルガンは言こと葉ばをつづけた。

「治なおしたって言いうより、吸すいとった──って言いうほうが正ただしいわね。レモナの傷きずが、すべて杏あん樹じゅにうつったんだから」

「じゃあ、この痛いたみは……」

　杏あん樹じゅは、まじまじと自じ分ぶんの体からだを見みた。

　全ぜん身しんが痛いたむのは、レモナの傷きずを吸すいとったからか。

　思おもいおこすと──たしかに杏あん樹じゅは、レモナの傷きずがなくなればいいと思おもった。

（私わたしの能のう力りょくって……能のう力りょくだけじゃなくって、傷きずも吸すいとるってこと？）

　混こん乱らんしている杏あん樹じゅに、モルガンが近ちかづいてくる。

　ベッドにそっと腰こしかけると、杏あん樹じゅの頭あたまに巻まかれている包ほう帯たいをとっていった。

「やっぱり……」

　包ほう帯たいが巻まかれていた場ば所しょに、傷きずあとはない。

　まっしろなおでこは無む傷きずだ。

「吸すいとった傷きずは、人にん間げんよりも早はやく治なおっていくみたいね」

「そ、そうなんだ……」

　杏あん樹じゅに、レモナが飛とびついた。

「杏あん樹じゅ、あなたは命いのちの恩おん人じんよ！　なにか、おかえししなきゃ」

「おかえしなんて……いいよ、そんなの」

「よくない！」

　レモナは杏あん樹じゅをじっと見みる。

「だって、杏あん樹じゅには助たすけてもらってばっかだし」

「私わたしだって、そうだよ」

　シルフがいなかったら、光こう哉やがいなかったら──きっと、なにもできない。

「気き持もちが空からまわりするばっかりで。もっと強つよければ、みんなの力ちからになれるのに……」

　しょんぼりする杏あん樹じゅの横よこで、携けい帯たい電でん話わが鳴なった。

　いそいで、モルガンが立たちあがる。

「Hiハイ!」

　英えい語ごで受うけこたえをしながら、部へ屋やを出でようとしたとき──さらにもう１台だい、携けい帯たい電でん話わが鳴なった。なれた手てつきで、もう１台だいの電でん話わの着ちゃく信しんボタンもおす。

「Alloアロー!」

　英えい語ごやフランス語ごなど、いろいろな国くにの言こと葉ばで、何なん台だいもの携けい帯たい電でん話わを駆く使しして、指し示じを出だすモルガンが、杏あん樹じゅとレモナをふりかえった。

「──ごめんなさい。昨日きのうの騒そう動どうで、各かっ国こくから連れん絡らくがきてて……もうちょっと待まってね」

　そんなモルガンを見みて、レモナがつぶやいた。

　そのつぶやきは、杏あん樹じゅの耳みみでも聞きこえない。

「レモナ、いまなんて？」

「私わたしが、やるよ」

　もう一いち度ど、そう言いって、レモナは電でん話わを終おえたモルガンにむかって、足あしを踏ふみだした。

「大たい使し……私わたしがやるよ」

　レモナの言こと葉ばに、モルガンがはじかれたように、ふりかえる。

「え？　あなたが？」

「だって、モルガン、すごいたいへんそうじゃない」

「まぁ……かんたんなものではないわね」

　モルガンはレモナにむきなおる。

「きゅうに、そんなこと言いうなんて、どうしたのよ？　レモナ」

「考かんがえたの、私わたし」

　杏あん樹じゅをチラリと見みて、レモナは言こと葉ばをつづける。

「杏あん樹じゅが──日にっ本ぽんの大たい使しがきてくれなかったら、吸ヴァ血ンパ鬼イアの村むらは滅ほろんでた。そうでしょ？」

「それは……」

　モルガンはそう言いって、口くちをつぐんだ。

　ワイヴァーンの襲しゅう撃げきは、救きゅう援えんにこられなかった言いいわけにはならない。そう思おもったからだ。

「モルガンのしたことは、まちがってないよ。救きゅう援えんか、本ほん部ぶを守まもるか……私わたしだって、きっと、モルガンとおなじことをしたと思おもう」

　だけど、とレモナは言こと葉ばをきる。

「救きゅう援えんにきてくれれば、村むらがここまで壊こわれることはなかった……のこっている家いえが、私わたしの家いえだけだなんて……」

「修しゅう繕ぜんには、力ちからを貸かすわ」

「そういう問もん題だいじゃないの！」

　声こえをあらげたレモナは、一ひと呼こ吸きゅうおいた。

「北ほく欧おうにも、ちゃんとした大たい使しがいれば、こんなことにはならなかったかもしれない。そう思おもうと、くやしいの……なんで、いないんだろうって」

「たしかに、それはもうしわけないと思おもってるけど……適てき任にんがいないのよ」

「だから、私わたしが引ひきうけるよ」

　モルガンが目めを見みはった。

「でも、あなた……吸ヴァ血ンパ鬼イアの長おさじゃない」

「杏あん樹じゅだって、日にっ本ぽんでやってるんでしょう？　私わたしだってできるよ！」

「まぁ、そうだけど……杏あん樹じゅには、光こう哉やもヴァルもいるし、弱じゃく点てんも克こく服ふくしてるから……」

「太たい陽よう光こうは気き合あいで、どうにかするから！」

「あのねぇ……」

　苦く笑しょうしたモルガンは、レモナを見みた。

　レモナの決けつ意いは、ゆるがないようだ。

　蒼あおい瞳ひとみが、強つよくかがやいている。

「大たい使しになりたい、なんて……そんなこと言いう精せい霊れい、いないわよ。いつも、私わたしがたのみこんで、引ひきうけてもらってるのに……」

「いいじゃん！　やるったら、やるの！」

　だだをこねる子こどもみたいなレモナを見みて、モルガンは肩かたをすくめた。

　口くちもとにうかべた笑えみを消けし、真しん剣けんなまなざしでレモナを見みる。

「レモナ。遊あそびじゃないのよ？　北ほく欧おうにいる精せい霊れいの、すべての命いのちをあずかったと言いっても過か言ごんじゃないんだから」

「わかってます」

「ＷＦＡ本ほん部ぶがあるせいで、ヨーロッパはトラブルが多おおいの。とうぜん、北ほく欧おうだけじゃなく、ほかの国くにのお手て伝つだいもすることになるわ。それでも、弱よわ音ねをはかずにやれる？」

「できるかぎり、がんばる！」

「そこまで言いうのなら……わかったわ」

　スーッと息いきをはくと、モルガンは燃もえるような紅あかい瞳ひとみで、レモナを見みた。

「世せ界かい精せい霊れい同どう盟めいＷＦＡの長おさとして、レモナ・クヌッセン──あなたを、北ほく欧おう３国ごくの特とく別べつ管かん理り大たい使しとして任にん命めいします」

　モルガンのかがやく指ゆびさきが、レモナのほおをなでる。

　十じゅう字じをモチーフにした、金きん色いろにかがやく大たい使しの紋もんが、レモナのほおにきざまれていくのを、杏あん樹じゅは目めの前まえで見みていた。
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「この紋もんがきざまれたことにより──あなたには、今日きょうから大たい使しとして動うごいてもらいます。ただし──」

「なに？」

「夜よる限げん定ていよ。灰はいになられちゃこまるしね」

「えー……」

「夜よるだけでも、私わたしの負ふ担たんは減へるもの。助たすかるわ」

「でも……なんか、見み習ならいみたい」

「いいこと言いうわね。見み習ならい大たい使しか」

　しょげるレモナを前まえに、モルガンが笑わらう。

「いいじゃない。吸ヴァ血ンパ鬼イアの弱じゃく点てんがなくなったら、正せい式しきな大たい使しとして、格かく上あげしてあげるわ」







　　　　16　ロザリオとキス




　モルガンにからかわれるレモナを見みて、杏あん樹じゅは、ガサゴソとなにかをさがしはじめた。

「どうしたの？」

「レモナのほっぺを見みて……」

　さがしながら、杏あん樹じゅは答こたえる。

「どこだろ──あ、あった！」

　そう言いって、杏あん樹じゅはおじいちゃんから形かた見みとして受うけとった、純じゅん金きんのロザリオを手てにした。

「ごめん、杏あん樹じゅ。それ、村むらのみんながこわがったから……勝かっ手てにはずして、ポケットの中なかにしまったの」

　あやまるレモナに、杏あん樹じゅは、ううん、と首くびをふった。

　吸ヴァ血ンパ鬼イアが苦にが手てな十じゅう字じ架か──こわがるのもとうぜんだ。

「なくなってないなら、いいの。これがないと、落おちつかなくって……」

　首くびにかける杏あん樹じゅを見みて、モルガンの目めが、みるみるうちにかがやいていく。

「それだわ！」

　はじかれるように言いったモルガンを見みて、杏あん樹じゅは首くびをかしげる。

「へ？」

「どうして、イーヴァルが、杏あん樹じゅに十じゅう字じ架かをわたしたんだろうって、ふしぎだったのよ。わたすなら、光こう哉やにだと思おもってたから」

「？」

「その十じゅう字じ架かはね、杏あん樹じゅ──吸ヴァ血ンパ鬼イアの能のう力りょくを封ふうじこめるものなのよ」

「え……えぇっ？」

　しげしげと、ロザリオを見みつめた。

　鈍にぶい光ひかりをはなち、ロザリオがかすかに光ひかる。

「イーヴァルは、人にん間げんになりたかった。だけど、能のう力りょくを消けすことはできない。だから、そのロザリオで、ずっと能のう力りょくをおしこめていたの」

「ちょっと、ちょっと！」

　レモナが会かい話わに割わってはいる。

「ってことはさ、杏あん樹じゅのおじいさんは、杏あん樹じゅの能のう力りょくに気きづいてたってこと？」

「いまとなっては、わからないけれど──少すくなくとも、光こう哉やよりも杏あん樹じゅのほうに、おさえなきゃいけない能のう力りょくがあるって、気きづいてたんじゃないかしら？」

「おじいちゃんも、これをわたしてくれたヴァルも……そんなこと、ひとことも言いわなかったから……」

　杏あん樹じゅは、ロザリオをギュッと、にぎりしめる。

　知しっていれば、肌はだ身みはなさずつけていたのに。

「ねぇねぇ……そのロザリオで、能のう力りょくを封ふうじこめてたんでしょ？　じゃあ、なんでシルフは能のう力りょくを吸すいとられたの？」

「それは、その──」

　口くちごもる杏あん樹じゅにかわって、モルガンが言いった。

「そういうネックレスってね、手て入いれをしないと汚よごれていくものなのよ。毎まい日にちはずして、磨みがいたりしてたんでしょう？」

　杏あん樹じゅはコクリとうなずく。

「それに、マジメな杏あん樹じゅのことだから、学がっ校こうにははずしていった。ちがう？」

　図ず星ぼしだった。

「はずしているときには、かならずシルフがそばにいた。だから、シルフの能のう力りょくは、じょじょに吸すいとられたんでしょうね」

　レモナがうれしそうに口くちをひらく。

「じゃあ、それつけてれば、問もん題だいないってことじゃん！」

「そうかぁ！」

　やっかいな能のう力りょくをかかえたままでは、家か族ぞくであるヴァルや光こう哉やとも、もういっしょに暮くらせないと思おもっていた。

　だけど、これをつけていれば問もん題だいない。

（よかった……）

　首くびにかかったロザリオを見みて、杏あん樹じゅはうれしそうにほほえんだ。

「これからは、そうすればいいわね。だけど、シルフの目めを覚さます方ほう法ほうにはならないわ」

　その言こと葉ばを聞きいて、杏あん樹じゅはガクッと肩かたを落おとす。

　そんな杏あん樹じゅを、レモナは心しん配ぱいそうに見みつめていた。




　その夜よる──杏あん樹じゅはレモナの家いえのベッドの上うえで、両りょう親しんがむかえにくるのを待まっていた。

　モルガンが、ほうきでＷＦＡの本ほん部ぶまで運はこぶと言いったのだけれど、お母かあさんが「そこにいて」と言いったのだ。

「いいの。むしろ一いち度ど、父とうさんの故こ郷きょうに行いってみたいと思おもってたから」

　杏あん樹じゅのお母かあさんの言こと葉ばで、モルガンと杏あん樹じゅは、吸ヴァ血ンパ鬼イアの村むらにとどまって待まつことになった。

　杏あん樹じゅは、体からだにまだ痛いたみがのこっているので、ほうきに乗のって帰かえるよりも、むかえにきてくれたほうがありがたい。

「杏あん樹じゅ、おきてる？」

　そのとき、壊こわれたドアが、ゆっくりとひらいた。

　すきまから顔かおをのぞかせたのは、レモナだった。

「うん」

　答こたえた杏あん樹じゅに、レモナはおずおずと近ちかづいてきて、そっと杏あん樹じゅの横よこに腰こしかけた。

　なぜか、だまったままのレモナに、杏あん樹じゅから声こえをかけた。

「どうかしたの、レモナ」

「……杏あん樹じゅがいなかったら……きっと、私わたしも、村むらのみんなも消きえてたわ。──村むらの長おさとして、お礼れいを言いう。ほんとうにありがとう」

　ベッドで横よこになっている杏あん樹じゅに、レモナは頭あたまをさげた。

　あらたまったレモナを見みて、杏あん樹じゅは顔かおをほころばせた。

「それは、昼ひる間ま聞きいたから、もういいってば」

「ちがうでしょ」

（へ？）

　レモナの言こと葉ばに、杏あん樹じゅは首くびをかしげる。

「こういうときは、杏あん樹じゅは、えらそうにしていいのよ」

　そう言いって、胸むねをはるレモナを見みて、杏あん樹じゅは声こえを出だして笑わらった。

「わかった、こう？」

　レモナのマネをして、杏あん樹じゅはツンとした表ひょう情じょうをうかべる。

「なにそのヘンな顔かお」

「そう？　レモナにそっくりのはずなんだけどなぁ」

　うーん、とうなる杏あん樹じゅにむかって、レモナは言いいにくそうに口くちをひらいた。

「それでね……その……」

　めずらしく、レモナが言いいよどむ。

「……お礼れいと言いっては、なんだけど……私わたし、考かんがえたんだ」

　言いいながら、レモナが杏あん樹じゅに、おおいかぶさってくる。

「なっ、なに!?」

　おきあがろうとする杏あん樹じゅをおさえつけ、レモナのくちびるが、杏あん樹じゅの首くびすじにふれた。
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　そこだけが、熱ねつをもったように熱あつい。

「！」

　チクリとした痛いたみとともに、レモナのくちびるがはなれた。

「なっ、なにするの！」

　レモナの口くちから、長ながい犬けん歯しがキラリと光ひかったのが見みえた。

（もしかして……）

　首くびすじに手てをあてた杏あん樹じゅは、その手てを目めの前まえにもってくる。

　赤あかい液えき体たいがついていた。

「レモナ……まさか、私わたしから……吸きゅう血けつしたの!?」

「うん」

　くったくなく答こたえるレモナに、杏あん樹じゅは絶ぜっ句くする。

「私わたしの能のう力りょくを教おしえてあげるね」

　レモナは、得とく意いそうに言こと葉ばをつづけた。

「杏あん樹じゅとおなじで、能のう力りょくを吸すいとるの」

　杏あん樹じゅは目めを丸まるくする。

「だって、レモナは空そらも飛とべるし、力ちからも強つよいし……」

「言いったでしょう？　先せん祖ぞがえりしてるのは、あなたたちだけじゃないって」

　そう言いって、レモナは言こと葉ばをつづける。

「ただ、私わたしのは自動オートじゃないの。いまみたいに吸きゅう血けつしなきゃ、吸すいとれないんだ」

「でも、吸きゅう血けつは──」

「そうよ。杏あん樹じゅのおじいさんが出でていったときに、禁きん止しされた。だけど、村むらのみんなと相そう談だんして決きめたのよ。杏あん樹じゅをすくうためなら、一いち度どくらい、掟おきてをやぶってもいいんじゃないかって」

　そう言いったレモナは、あわてて言こと葉ばをつづける。

「あ、そうそう、吸すいとったのは、やっかいな能のう力りょくだけだからね」

「やっかい？」

「他た人にんの能のう力りょくを、吸すいとってしまう杏あん樹じゅの能のう力りょくだけ、私わたしが吸すいとったの。うー……なんだか、ややこしいけど」

「レモナ……」

「ロザリオで能のう力りょくを封ふうじこめてるとはいえ、はずしたいときだって、あるだろうしさ。でも、もうこれで、だいじょうぶだよ」

　レモナと、村むらのみんなの思おもい。

　杏あん樹じゅの胸むねがしめつけられ、のどのおくがキュウッとなる。

（私わたしのために、１００年ねんちかく禁きん止しされていることをしてくれたなんて……）

　胸むねが熱あつくなる。

「レモナ、ありがとう……」







　　　　17　いっしょに帰かえろう




　まばゆいまでの晴せい天てんに、杏あん樹じゅの顔かおに自し然ぜんと笑えみがうかぶ。

「めずらしいこともあるもんねぇ……この村むらが晴はれるなんて」

　モルガンが首くびをひねっている。

「スーパー晴はれ女おんなの千ち尋ひろがきたせいね、きっと」

　そう言いって、リビングで、レモナと話はなしているお母かあさんを見みた。

　お母かあさんは、レモナを気きづかっている。

　おじいちゃんだったヴァナーブが消きえ、両りょう親しんも兄きょう弟だいもいないレモナを、しんせきとして、ほうっておけないようだ。

　日にっ本ぽんにくれば……と、しきりに誘さそっている。

「いいんです。ここが私わたしの居い場ば所しょですから」

　レモナはほほえんだ。

「それに、いま家いえの外そとに出でていったら、私わたしは灰はいになっちゃうし。村むらのみんなを、おいていくわけにもいかないし。これでもいちおう、この村むらの長おさで、この国くにの特とく別べつ管かん理り大たい使しですから」

　そう言いって、レモナは胸むねをはる。

「でも、いつか、おじゃまさせてください」

「ええ、もちろん」

　お母かあさんが、なんどもうなずく。

　そんな２人ふたりを見みていたモルガンが、杏あん樹じゅに声こえをかけた。

「そうそう！　……あのね、杏あん樹じゅ」

　言いいかけた瞬しゅん間かん──玄げん関かんのドアが、おもいきりたたかれた。

「お客きゃくさんかな？」

　杏あん樹じゅのつぶやきに、モルガンは口くちもとに笑えみをうかべる。

　なにか企たくらんでいるような笑えみに、杏あん樹じゅは首くびをかしげた。

「おむかえして、杏あん樹じゅ」

「でも……」

　この家いえのあるじは、レモナだ。

　勝かっ手てにまねき入いれても、いいものなのだろうか。

「ほら、早はやく！」

　せかされた杏あん樹じゅは、家いえの中なかに太たい陽よう光こうが入はいりこまないよう、ゆっくりとドアを開あける。

　そのとき、なにか──小ちいさなものが、杏あん樹じゅの顔かおめがけて飛とびこんできた。

「あーんじゅっ！　ほら、日にっ本ぽんに帰かえるぞおー！」

　聞ききなれた声こえ。

　ずっと聞ききたかった声こえ。

　杏あん樹じゅは目めを白しろ黒くろさせながら、それを顔かおから引ひきはがす。

「～～～～～っ！」

　声こえにならない声こえをあげ、杏あん樹じゅは小ちいさなものを胸むねに抱だきしめた。
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「くっ、苦くるしいって！　杏あん樹じゅ！」

「だって、シルフ……うれしいんだもん！」

「つ、つぶれるぅ……」

　もがくシルフを、杏あん樹じゅは解かい放ほうした。

「なんで？　どうして？　繭まゆは？　どういうこと？」

　杏あん樹じゅの目めの前まえにうかぶシルフは、ニヤリと笑わらう。

「シルフ？」

　思おもわせぶりな笑えみをうかべ、だまったままだ。

「あの……どういうことですか？」

　ふりかえった杏あん樹じゅは、モルガンに問とう。

「昨日きのうの夜よるにね、目めを覚さましたそうよ。レモナが、あなたの能のう力りょくを吸すいとったせいね」

　そう言いって、モルガンがくわしく説せつ明めいしてくれる。

「あなたの、能のう力りょくを吸すいとる能のう力りょくが消きえたおかげで、吸すいとった能のう力りょくがもとの持もちぬしにもどったみたいなの」

「そ、そうなんですか！」

　杏あん樹じゅは、シルフをふたたび見みつめる。

　いったい、なにから言いえばいいんだろう。

　どう言いったら、シルフはわかってくれるんだろう。

　うれしさのあまり、杏あん樹じゅの目めがうるみはじめる。

「泣なくなよぉ」

「だって、だって……もう目めが覚さめないかと……ごめんね、私わたしのせいで……」

「あー、うざいっ！　目めが覚さめたんだから、もういいじゃん。それに、ぜんぶ、まるっと解かい決けつしたんだしさ」

「そうだけど……」

　あやまらないと気きがすまない。

　だけど、なんどもあやまるのは、ちがう気きがする。

　どうしたらいいのかわからなくなって、杏あん樹じゅはうつむいてしまった。

「まったく……ほんっと、杏あん樹じゅって、ボクがいないと、くらいよねっ」

　そう言いって、お母かあさんを呼よんだ。

「千ち尋ひろさん、ボクら、帰かえりますよー」

「あら、シルフ。なに、もうだいじょうぶなの？」

「ぜんぜんヘーキ」

　Ｖサインをしながら、シルフは杏あん樹じゅの肩かたにのった。

　なつかしい重おもみが、杏あん樹じゅの肩かたにもどってくる。

「でも、帰かえる前まえに、スイーツ食たべなきゃな！」

「なによ、それ」

　おもわず顔かおをしかめてしまう。

「だって、せっかくフランスにきたのに、ボク、世せ界かい三さん大だい珍ちん味みもスイーツも食たべてないんだもん！」

「世せ界かい三さん大だい珍ちん味みって……」

　言こと葉ばをうしなってしまう。

「キャビア、トリュフ、フォアグラ！　せっかくのフランスなんだし、杏あん樹じゅも食たべ歩あるきしようよ」

「ちょ、ちょっと……」

　あいかわらずのシルフを見みて、杏あん樹じゅのほおは自し然ぜんとゆるむ。

「人にん間げんといっしょじゃないと、おいしいものは食たべられないしね！」

　この言こと葉ばに、杏あん樹じゅはハッとなった。

「ねぇ、シルフ……それって……いっしょにいるのは、だれでもいいってこと？」

「なにがー？」

　すっとぼけた表ひょう情じょうで、シルフが首くびをかしげる。

「シルフは、食たべ物ものめあてで、私わたしといっしょにいるの？」

　真しん剣けんそのもの、という顔かおで、杏あん樹じゅは言いった。

　ビックリした表ひょう情じょうをうかべたシルフは、真ま顔がおで杏あん樹じゅのほおをつねる。

「いたたたっ！」

「杏あん樹じゅといっしょにいたいから、こんな北ほく欧おうの、田舎いなか町まちまで飛とんできたんでしょーが！　病やみあがりなのに！」

　照てれたように早はや口くちで言いうと、シルフは杏あん樹じゅのほおに寄よりそった。

「でも、杏あん樹じゅがぶじでよかったよ」

「シルフのおかげだよ」

（シルフの風かぜがなかったら、私わたし、きっとなにもできなかったもん……）

「さ、そろそろ行いきましょうか」

　モルガンに言いわれて、杏あん樹じゅはレモナを見みた。

　レモナがさびしげにほほえんで、手てをふっている。

「太たい陽よう光こうをあびることになるから、玄げん関かんまで見みおくることができないの。だから、ここで──ね」

　リビングで立たちつくしたレモナに、杏あん樹じゅは駆かけよっていく。

「いつか、また会あえるよね？　レモナ」

「もちろん」

　レモナが杏あん樹じゅを見みつめる。おなじ色いろの蒼あおい瞳ひとみに、おたがいのすがたがうつる。

（いろいろと、言いいたいことがあるはずなのに……）

　言こと葉ばが出でてこない。

「私わたし、杏あん樹じゅに会あえてよかったよ」

「私わたしも……私わたしもだよ、レモナ」

　いろんなことがあったのを思おもいだし、２人ふたりの目めに涙なみだがうかぶ。

　もう、会あえないわけじゃないけれど、学がっ校こうの友ともだちのように、きがるに会あえるわけではない。

「はなれがたいね……」

「ぜったい、いつか日にっ本ぽんに行いくから！」

　そのとき、シルフが杏あん樹じゅの耳みみを引ひっぱった。

「いつだって会あえるよ、ボクが連つれてきてあげる。だから、こういうしめっぽいお別わかれはナシ。いいねっ？」

「……シルフ」

「ほら、杏あん樹じゅ、行いくぞおー！」

　玄げん関かんにむかって、飛とぼうとしたシルフの羽は根ねを、レモナがつまんだ。

「なっ、なにするんだよ！」

　あばれるシルフに、レモナは口くちをひらいた。

「杏あん樹じゅのこと、助たすけてあげてね」

「言いわれなくても、わかってるってば」

　口くちの両りょうはじをひっぱって、イーッとすると、シルフはレモナの指ゆびからすりぬけた。

「さき、行いくよー」

　パタパタと飛とんでいってしまう。

「私わたしも行いくね」

　そう言いって、涙なみだをぬぐった杏あん樹じゅは、さっさと外そとへ飛とびだしたシルフを追おいかけた。

「ちょっと待まってよ、シルフ！」

　そんな杏あん樹じゅを、レモナは目めをほそめ、見みおくった。

「Angeアンジュか……ほんと、天てん使しみたいな子こだったな」


おわり









　Ｄｅａｒディア　この本ほんを手てにとってくれたみんな




　こんにちは、おひさしぶり。

　この巻かんで、はじめてアンジュを知しったみんなには、はじめまして。

　川かわ崎さき美み羽うです。

　早はやいもので「ヴァンパイア大たい使しアンジュ」シリーズをはじめてから、もう１年ねんがたちました。

　こんなに長ながく、アンジュの活かつ躍やくを描えがけるのは、みんなが応おう援えんしてくれたからです。

　ほんとうにありがとう。

　ファンレターをくれた子こには、ハガキでお返へん事じを出だしてるのだけど、この場ばを借かりて、いただいたお手て紙がみの一いち部ぶを、みんなにも紹しょう介かいしたいと思おもいます。




「本ほんが大だい好すきな私わたしの前まえに現あらわれた『ヴァンパイア大たい使しアンジュ』。図と書しょ館かんで借かりてます。カワイイ＆おもしろいのダブルパンチで、ハマってしまいました！


広ひろ島しま県けん　Ａ・Ｋさん」






　うわー、どうもありがとう！

　私わたしの近きん所じょの区く立りつ図と書しょ館かんでは、見みかけたことがないのだけれど（泣なき）……あるところには、あるんだねぇ。

「自じ分ぶんの家いえの近きん所じょの図と書しょ館かんにも入はいってないよ」という子こは、リクエストをしたら、入いれてくれるかもしれませんよ！

　近この衛えさんの絵え、私わたしもかわいいと思おもいます。




「こんにちは。私わたしはシルフが好すきなのですが、川かわ崎さき先せん生せいが気きに入いっているキャラクターはなんですか？


兵ひょう庫ご県けん　Ｎ・Ｎさん」






　うーん……だれかなぁ。

　おじいちゃんは好すきです。

　こういうおじいちゃんがいたらいいなぁ、と妄もう想そうを詰つめこんだのが、イーヴァルさんなので（笑わらい）。




「私わたしは、精せい霊れいや陰おん陽みょう師じが大だい好すき！　だけど、こわいのは苦にが手てです。川かわ崎さき先せん生せいは平へい気きですか？


千ち葉ば県けん　Ａ・Ｓさん」






　ぜんぜん、平へい気きじゃありません。こわいのは、私わたしもすっごく苦にが手て。

　ちょっとの音おとでもビクッとなってしまいます（泣なき）。

　だけど、そういう音おとのほとんどが、ペットが鳴ならした音おとだったりするのよね……。




　このほか、たくさんのおたより、どうもありがとう！

　できるかぎり、お返へん事じも書かきたいと思おもっているので、感かん想そうや応おう援えんメッセージがあったら、ぜひぜひお手て紙がみをくださいね。

　それでは、また冬ふゆにお会あいしましょう。


Ｆｒｏｍフロム　川かわ崎さき　美み羽う
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川崎美羽／作


１９８２年生まれ、横浜在住の水瓶座Ａ型。運命のイタズラで物書きになる。ふわふわしたものや、けもけもしたものが好き。現実逃避で行くのは湾岸線ドライブ。アニメ「.hack//Roots」のシリーズ構成を手がけたほか、ノベライズも担当。






近衛乙嗣／絵


帝都在住のイラストレーター。挿絵を担当した作品に『エイティエリート』（角川スニーカー文庫）、『撃墜魔女ヒミカ』（電撃文庫）、『ゴッデス！』（ＨＪ文庫）、『RIGHT×LIGHT』（ガガガ文庫）などがある。


















装丁　ムシカゴグラフィクス










ヴァンパイア大たい使しアンジュ④




吸ヴァ血ンパ鬼イア姫ひめは、私わたしにソックリ!?の巻まき








作さく　川かわ崎さき美み羽う

絵え　近この衛え乙おと嗣つぐ





[image: ]





平成26年2月15日　発行





(C) Miu Kawasaki 2010

(C) Ototsugu Konoe 2010





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川つばさ文庫『ヴァンパイア大使アンジュ④　吸血鬼姫は、私にソックリ!?の巻』

平成22年9月15日初版発行

平成24年2月15日再版発行





発行者　山下直久

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

編集　角川書店

〒102-8078　東京都千代田区富士見1-8-19

03-3238-8555（編集部）

http://www.kadokawa.co.jp/









[image: ]




OEBPS/Images/embed0012_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0006_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0019_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0015_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0022_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0009_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0005_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0013_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0002.gif
b olllelreya:d 4





OEBPS/Images/embed0001.gif





OEBPS/Images/embed0026_HD.jpg
. W /
N WA DES Y Eer T





OEBPS/Images/embed0000.gif





OEBPS/Images/embed0016_HD.jpg
SN

N \ \
: S
A 3
VAN





OEBPS/Images/embed0023_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0008_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0004_HD.jpg
N
>
o
=
@

(A » o POF *
S B AL
Lo 5 8
s I O
I, & B = o
BLE N g N
2 2 @A
B G |

EIWNH> . \C'J"E_',“ 4 arﬁﬁégfﬁé B

Tz A

& HLBLANESHL B

BLLB»AIC





OEBPS/Images/embed0010_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0020_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0017_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0024_HD.jpg





OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		もくじ


		１　パリへのひとり旅


		２　私は、私？


		３　ねらわれた吸血鬼


		４　ようこそ、ＷＦＡ本部へ！


		５　眠りつづけるシルフ


		６　原因は……私？


		７　吸血鬼の村へ！


		８　本家と亜種


		９　ひとりぼっち


		10　２人で行こう！


		11　消えゆく命


		12　杏樹の決意


		13　四大精霊のパワー


		14　秘められた能力


		15　見習い大使、誕生！


		16　ロザリオとキス


		17　いっしょに帰ろう


		あとがき


		奥付









Guide



			Cover


    		本編


    		目次








OEBPS/Images/embed0007_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0011_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg
% * * * *

x .
* . B<U

* “ f
12110 9 8 7 6 5 4 3 2 1
B 2p O AR By B IRE & h AR /N
ﬁ“ A ADE Ze [[u,; HL U2 5 F U
T U & BIF D b A
2< v @ =D 1 D ¥ N MED
2e g < o AR 1 N 7?70
2 5 N ORBE DS W B2 &
! 7?7 Y F i Y
b A ®RF )i

DA

s

h

5L LpUATS

CDBFDEAR

LS
gbm(z y)r?:_)ag 1F (512
\ DEFRINE * ‘J

BAEN

SHEE,

*






OEBPS/Images/embed0025.gif
AT

BOOKYWALKER





OEBPS/Images/embed0018_HD.jpg
U\

7
‘\\\"

N v 3
AR VS o

q

i

/—::/
)






OEBPS/Images/embed0021_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0014_HD.jpg





